
        
            
                
            
        

    
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　高校一年の頃。

　バイト先の喫茶店から家に帰る途中、陽ひ鞠まりは才さい人とに遭遇した。

　住宅街の公園で、才人がぼんやりとベンチに座っている。独りで夕闇に包まれていく彼の姿はどうしようもなく寂しげで、今にも消えてしまいそうだ。

　それまで、陽鞠は親友の朱あか音ねが才人に絡むのを眺めているだけだった。学年一位の成績を誇る北ほう条じようグループの後継者など、自分には遠い存在だと思っていたのだ。

　けれど、つい声をかけてしまったのは、珍しく才人に人間らしい空気を感じたせいか。

「才人くん」

「……おう。石いし倉くらか」

　目を上げる才人。

「なにしてるの？」

「別に、なにも」

　感情の擦り切れたような声だった。

「家に帰らないの？」

「今日は親が家にいるんだ」

「だったら早く帰らなきゃ」

　才さい人とが肩をすくめた。

「俺は家にいない方がいいんでな」

「あ……」

　その言葉に、陽ひ鞠まりは才人が今までとまったく違って見えるのを感じる。

　ずっと、才人は誰よりも恵まれた人だと思っていた。大金持ちの家庭で何不自由なく、両親からも愛されて、順風満帆な人生を満喫しているのだと羨んでいたのだ。

　だけど、違う。本当の彼は、陽鞠と同じ苦悩を抱えている。普段は決してそんなところを見せないのは、彼の強さなのだ。彼は孤独な王様だ。

「じゃあ、私も一緒にいてあげるよ！」

　陽鞠は才人の隣に元気良く腰を下ろした。

「じゃあってなんだ」

「独りは寂しいでしょ？」

「寂しくなどない。一人の方が、じっくり考え事できるからな」

「考え事なんてしない方がいいよー。ぐるぐる回って、余計に混乱しちゃうじゃん」

「まあ……そうかもしれないが」

　才人は渋々認めた。

　陽鞠は才人の方に身を乗り出す。

「ねっ？　私とおしゃべりしようよ！　才人くんとはあんまりしゃべったことなかったし！」

「ふっ……俺の高度な会話に無事ついてこられるかな？」

「私にも分かる話でお願いします！」

　才人がもったいぶって語り始める。

「昔々、あるところで桃太郎が鬼退治をしました……」

「私のこと幼稚園児と思ってない!?　お話終わっちゃったし！」

「効率的だろ？」

「効率的すぎるよ！」

　才人の隣で笑いながらも、陽鞠は彼の瞳に寂しげな色が宿っているのを意識する。

　きっと彼は気づいていない。自分の中に大きな隙間が口を開けていて、その深しん淵えんが主あるじを呑のみ込こもうとしていることに。

　──彼の隙間を、私が埋めてあげたい。

　陽鞠がそう思うようになったのは、このときからだった。
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　３年Ａ組の教室が、蜂の巣を爆破したような騒ぎになっている。

「朱あか音ねちゃんと才さい人とくんが同どう棲せいしてる!?」「マジかよ!?」「ガリ勉トップツーのくせにやるじゃん！」「勉強もデキるが子供もデキるってわけだな!?」

　降って湧いた大ニュースに、クラスメイトたちは興奮している。

　その中心で真っ赤になって震えている朱音に、才人は脅威を覚えた。

　追い詰められた朱音は、いつ暴走するか分からない。自分の感情をコントロールして相手をのらりくらりと煙けむに巻くのは、彼女が最も苦手とすることだ。

「わ、わわわ私が才人と一緒に暮らすわけないわ！　こんなヘドロみたいなヤツといたら、私までヘドロになっちゃうじゃない！」

　さすがにヘドロはないだろう……と哀かなしい気持ちになる才人だが、火に油を注ぎたくないので堪こらえる。ここは嵐が過ぎ去るのを待つのが最善策だ。

「でも私、この前見ちゃったんだよねー。二人が一緒に商店街を歩いてるの」「うわっ、それってデート？」「もう決定じゃーん」

　色めき立つ女子たちに、朱音が叫ぶ。

「デートじゃないわ！　才人にストーキングされていただけよ！　そろそろ警察に行こうと思っていたところなの！」

「北ほう条じようくんがストーカー？」

「そうよ！　家までついてきて、いつの間にか冷蔵庫を漁あさっているようなヤツなの！」

「北条くんマジヤバ……」

「気がついたら床板の隙間からじっと覗のぞき込こんでいるの！」

「北条くんマジ妖怪……」

　おい、と才人は内心で異議を唱えた。

　その誤ご魔ま化かし方は才人のダメージがデカすぎる。クラスの女子たちとの心の距離が別銀河まで離れてしまっている。半数ほどの女子生徒がスマートフォンを取り出して通報の構えを取っている。

　男子生徒が首を傾かしげる。

「北条がストーカーってことはなくね？　オレも二人が裏門のところで待ち合わせしてるの見たことあるし」

「まっ……」

　絶句する朱音。

　才人も肝を冷やす。周囲の目には警戒していたはずなのに、どこから目撃されていたのか。

「待ち合わせって、デートじゃん！」「付き合ってるじゃん！」「やっぱり同どう棲せいじゃーん！」

　生徒たちはさらに盛り上がって押し寄せてくる。

「付き合ってないわ！」

「でも朱あか音ねちゃんって才さい人とくんと仲いいし」

「仲良くないわ！　いつだって殺し合う仲よ！　ね、才人！」

「少なくとも俺は殺そうとしていないが！」

「私は常に全力よ！」

「それは知っている」

　今ここで生きていることが奇跡だ。

　生徒たちが顔を見合わせる。

「あれだよねー、ケンカするほど仲良しってヤツ？」「そーそー。なんのかんの言ってしょっちゅう二人でしゃべってるし」「ぶっちゃけお似合いだしねー」

「お、おにあ……なんかじゃ……」

　メーターが振り切れてしまったのか、朱音はまともに反論もできない。げんこつを握り締め、うつむいてぷるぷるしている。

　才人は平静を装って告げる。

「落ち着け、みんな。俺がこんな女と付き合うなんて、絶対にあり得ない」

「はぁ!?　こんなってなによ!?」

　朱音が才人を睨にらみ上げた。

「こんなめちゃくちゃな女を好きになるはずがないってことだ」

「めちゃくちゃなのはあんたの方じゃない！　いつも家を散らかし放題もがが！」

　才人は朱音の口を塞いだ。皆に聞こえないようささやく。

「お前はなにをぶちまけているんだ……」

「だってあんたが私をバカにするから！」

「バカにはしていない。ここは話を合わせておけ」

「イヤよ！　もっと私を褒ほめ称たたえなさいよ！　自分にはもったいないくらい素敵な女性って言いなさいよ！」

「余計に怪しまれるだろうが！」

　二人が額を突き合わせて争っていると、クラスメイトたちがにま～っと笑う。

「「「やっぱ仲いいよね～！」」」

　声を揃そろえるクラスメイトたち。
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　限界に達した朱あか音ねは、一目散に教室から飛び出していく。

　逃げ遅れた才さい人とに、クラスメイトたちがにじり寄ってくる。

「北ほう条じようくん……？　詳しい話聞かせてくれるよね……？」「朱音ちゃんの分までたっぷりね……？」「二人はどこまで行ったのかなぁ～？」

　退路を塞がれ、才人は死を覚悟した。







　才人は黙秘を貫いたものの、事態が沈静化することはなかった。

　入学当初から学年トップの成績を独占している才人と朱音は、日頃から注目されている。その二人のスキャンダルとあらば、恋バナに飢えた生徒たちが飛びつくのも当然だ。

　教室では遠巻きに眺められてひそひそ声が絶えず、読書にも集中できない。才人がげんなりしながら中庭に避難すると、同じくげんなりした表情の朱音に出くわした。

「なんであんたがここにいるのよ。ジャマだから教室に戻りなさいよ」

「教室だと落ち着かないんだ」

「落ち着かないのは私も同じよ。あんたのせいでみんなの噂うわさになっちゃって」

「失言したのはお前だよな？　家に帰ってこいとか学校で言うから」

　朱音が肩を怒らせる。

「はあ!?　私のせいにするの!?　だったらもう帰ってこなくていいわ！」

「なんでそうなる！」

「ジャングルで猪いのししでも狩って暮らしなさいよ！　できるでしょ!?」

「できねえよ！」

「あんたならできるわよ！　体中から原始人らしさが溢あふれ出だしているんだから！」

「原始人らしさってなんだ！」

　がるると唸うなる朱あか音ねと、至近距離で睨にらみ合あう。

　家を追い出され、ようやく仲直りできたのも束つかの間ま、この少女とは相変わらず噛かみ合あわない。自分たちはよっぽど相性が悪いのだろうと才さい人とは嘆息する。

　廊下の方から、生徒の声がした。

「あーっ、才人くんと朱音ちゃんがこっそりいちゃいちゃしてるーっ！」

「「!?」」

　凍りつく二人。

「え、どこどこっ!?」「ホントだ！」「密会ってヤツですね、奥様？」「そうですわね、奥様」「家に帰るまでガマンできないなんて、お盛んですわね～」「アツアツすぎるでしょ」

　窓という窓から生徒たちが顔を出して、鈴なりになる。飛び交う口笛、ぎらつく好奇の目。野や次じ馬うま根性が甚だしい。

　謎の声援まで送られてくる。

「「「がんばれ！　がんばれ！」」」

「なにをだ!?」

　才人にはこんな不特定多数から応援される筋合いはない。

　隣の朱音から放たれる殺意は、今世紀最大レベルに高まっている。

「みんなそこで待ってなさい……全員殺してやるから……」

「殲せん滅めつは始めるな！」

　駆け出そうとする朱音の手を、才人が掴つかむ。

「放しなさい！　アイツらの味方をするなら、あんたも敵よ！　一生ポケットから手が出せなくなる呪いをかけるわよ!?」

「地味に嫌な呪いだな！」

「一生靴下の左右を間違い続ける呪いの方がお望みかしら!?」

「どっちも嫌だ！」

　窓の生徒たちがざわつく。

「学校で手繋つないでるー！」「北ほう条じようくん、超だいたーん！」「ラブラブだよね～！」「バカップルじゃん！」「もう夫婦じゃん！」

「夫婦じゃないわー!!」

　朱あか音ねは全力で怒鳴るが、残念ながら夫婦だった。







　野や次じ馬うまから追いかけ回され、放課後になる頃には才さい人とは疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた。

　朱音と廊下をすれ違うだけでも「密会!?」「運命の出で逢あい!?」などと騒がれてしまうのだから、始末に負えない。二人の関係について探りを入れてくる連中も多く、安住の地は消えていた。

「帰ろ」

　学生鞄かばんを背負った糸し青せいが、才人の机の前に立った。

「ああ……」

「兄あにくん、やつれてる？」

「やつれるだろ……これだけパパラッチに囲まれていたら……」

　もう放課後なのに大勢のクラスメイトが教室に残り、期待に満ちた眼まな差ざしを才人や朱音に向けている。シャッターチャンスを逃すまいとしているのか、スマートフォンを構えている生徒もいる。

　──期待されてもなにも出ん！　さっさと帰れ！

　芸能ニュースの類たぐいには興味がない才人としては、なぜ他人のゴシップに夢中になれるのか理解できない。

　糸青が親指を立てる。

「大丈夫。人の噂うわさも七万五千日ということわざもある」

「二百年経たってるからな。噂を超えて伝説と化しているからな」

「兄くんと朱音は、語り継がれて星座となったのじゃ」

「なってたまるか」

　正しくは、人の噂も七十五日だ。だとしても長い。

　才人たちは学校の玄関を出た。

　うららかな午後、花の香りを乗せた風がそよぐ通学路。

　糸青は才人の手を握り、のほほんと歩いている。どんな状況になっても、妹の態度は変わらない。この世に最後の砦とりでがあるとするならば、それは糸青の隣だろう。

　さすがに校外まではパパラッチもついてこないだろうと思った才人だが、その見通しは甘かった。

　あちこちから靴音や、茂みの揺れる音が聞こえる。小さなシャッター音に、ぼそぼそと話す声。才人が足を止めると背後の靴音も止やみ、歩き始めるとまた聞こえてくる。

「シセ……気づいてるか？」

　前を向いたまま才人はささやいた。

「ん。尾行が三人ついてる」

「俺には二人しか分からないが……」

「シセには分かる。尾行されるプロだから」

　糸し青せいは胸を張った。

「それは得意気になっている場合じゃない」

「いつもの尾行者がついているときは監視役になってくれるから逆に安全、と警備班が判断することもある」

「その警備班は大丈夫か」

「だいじょぶ。シセへの尾行の技術と情熱を認められたストーカーが、警備班にスカウトされることもある」

　大丈夫な要素がなかった。大切な妹にはもっと安全に暮らしてほしい、と才さい人とは思う。ここまで美しすぎると、周囲の人間が常軌を逸してしまうのも分かるが。

　糸青が尋ねる。

「尾行してる人たち、どうする？　本家の狙撃班を呼ぶ？」

「クラスメイトを気軽に狙撃するな」

「お祭りの射撃の屋台で欲しい景品があるときも、狙撃班を呼んでる」

「気軽すぎるだろ！」

　プロに景品を根こそぎ持って行かれる店主が可哀かわい想そうだ。

「狙撃班のみんなも喜ぶ。お嬢様が呼んでくださるならいつでも誰でも撃ってみせますって忠誠を誓ってくれた」

「本家じゃなくてお前の私兵になってるよな」

　当主の座を得た後も、糸青だけは敵に回してはならない。糸青の機嫌を損ねたら、即刻クーデターが勃発して兵に囲まれるのは確実だ。

「尾行しているヤツらは、俺の自宅を突き止めて同居の証拠を押さえるつもりだろうな。このままついてこられたら面倒だが……」

「しばらくシセの家に住む？　それがいい。今なら三食、シセとの昼寝つき。美女メイドも何人か貸してあげる」

　糸青が熱心に──表情は変えずに──言ってくる。

「これ以上の外泊はやめておきたいな」

「メイド、ほしくない？　元レーサーとか、元傭兵とか、元暗殺者とか、いろんなメイドが揃そろってる」

「お前んちの採用基準はどうなっているんだ」

　元レーサーのメイドには散々ひどい目に遭わされている気がする才人だ。元暗殺者のメイドが世話係になった暁には、安眠など次元の彼方かなたに消え去るだろう。

「兄あにくんは、シセと暮らすのは嫌……？」

「嫌じゃない。だが、そろそろ自分の家に帰っておかないと、ちゃんと同居していないのがじーちゃんたちにバレそうだからな」

　結婚の条件を満たしていないと判断されるのはまずい。そうなれば、才さい人とが北ほう条じようグループを継ぐ話はなくなるし、朱あか音ねは医学部に進む学費をもらえなくなってしまう。

「だったら尾行を撒まくしかない。尾行されプロのシセに任せて」

　糸し青せいは自信たっぷりに胸を叩たたいた。

「なにか策があるのか？」

　北条一族の中でも演算力に優れた糸青のこと、圧倒的な戦略を提案してくれるだろう。才人は期待するが。

「兄くんがシセを抱っこして全力で走るといい」

「それは策ではないな」

「単純だからこそ効果的。ふぁいと」

「……仕方ない」

　走り出す才人。既に糸青は才人にへばりつき、二人の融合は始まっている。これを抱っこと呼んでいいのかどうかは不明だ。

　追っ手が焦っているのか、背後の靴音が慌ただしくなる。追いつかれないよう才人はスピードを上げるが、なかなか距離を広げることができない。

「お前を抱っこせずに走った方が速いんじゃないか!?」

「ウェイトなしだと兄くんの訓練にならない」

「俺は訓練がしたいわけじゃないんだがな！」

「訓練は必要。北条家の当主たるもの、素手で竜を倒せるくらいの力は求められる」

「要求厳しすぎるだろ！」

　才人は勇者でもドラゴンスレイヤーでもない。

　路肩で作業中のゴミ収集車を、糸青が指差す。

「あの中に隠れて。ゴミに紛れて運んでもらえる」

「ぐちゃぐちゃになるからな」

「兄くんの体はシセが責任を持って修理する」

「頼もしい言葉だが、お前には無理だ」

「できる。参考書でゾンビの作り方は覚えた」

「ゾンビになってまで蘇よみがえりたくはないな！」

　才人は糸青を小脇に抱え、道の角を急ターンする。

　前方のバス停で、ちょうどバスが発車しようとしているのが見えた。ゴミ収集車に転がり込むのは危険だが、車に運んでもらうのは名案だ。

　才さい人とがバスに飛び込むと、背後でドアが閉じた。手すりを掴つかんで息を切らす才人。窓の外では、クラスメイトたちが地団駄を踏んでいる。

　床に下ろされた糸し青せいは、物珍しそうに辺りを見回す。

「おー。バスに乗るのって久しぶり。ニューヨークまで行きたい」

「太平洋があるから無理だ」

「ならばシセが太平洋を蒸発させる」

「生態系が壊れる。次のバス停で降りるぞ」

「イヤ」

「イヤって……ワガママを言うな」

「ワガママじゃない。ニューヨークがダメなら、せめて終点まで乗ってみたい」

　頑として床に座り込む糸青。もはやお菓子を買ってもらえなくて駄だ々だをこねる子供だ。周囲の乗客たちの視線が痛い。

「しょうがないな……」

　才人は糸青を引っ張り起こして、きちんと座席に座らせる。

「ふふ……今日もシセの勝ち」

「勝ちじゃねえ」

　得意気に肩を寄せてくる糸青を、才人はデコピンする。特に用事があるというわけでもないし、なるべく回り道をした方が尾行を撒まくのにも有効だろう。







　……などと、思ったのが間違いだった。

　才人たちが降ろされた終点は、よく分からない謎の山奥。人っ子一人見当たらないし、民家もない。森とダムくらいしかない。しかもバスは回送になってしまって、次の便は明日の正午と記されている。

「ここは……どこだ!?」

「ニューヨーク？」

　小首を傾かしげる糸青。

「少なくともニューヨークではない」

「本当に……？　確信を持って言い切れる……？」

「確信を持って言い切れる」

　才人は海を越えた記憶がなかった。バスにもプロペラや亜空間移動装置はついていなかった。ごくごく平凡な、一日三本しか通っていない超ローカル路線だ。

「シセのスマホは電波入るか？」

「入らない」

「徒歩で戻るしかない……ってことか……」

　才さい人とはごくりと唾を飲んだ。

　バスで三時間の道のり、しかも途中はアップダウンの激しい山道だ。人力ではどのくらいの時間がかかることか。

　糸し青せいがげんこつを突き上げる。

「ふぁいとー」

「お前も歩くんだからな!?」

「シセは歩けない。なぜなら兄あにくんを守って心臓に銃弾を受けてしまったから」

「死んでるなら置いていっても問題ないな」

「兄くんは薄情。ちゃんと骨を拾って」

　歩き出す才人のシャツの裾を糸青が握り締め、ずるずると引きずられていく。服が汚れるのも気にしていない。

「逆に体力を消耗するだろ。普通に歩け」

「シセは兄くんに甘えたいだけ。……だめ？」

　瞳を瞬かせ、妖精のように愛らしく見上げてくる。こんな生き物を放っておける人間はいないだろう。

「まったく……」

　才人は地面に身を屈かがめ、その背中に糸青がおぶさる。

「なんのかんの言っても、兄くんはシセに逆らえない」

「山に捨てるぞ」

「兄くんはそんなことしない。シセのことが大好きだから」

　ご機嫌で才人の首にしがみついてくる糸青。その通りなので、才人は返す言葉もない。長い銀髪が才人の肩に乱れかかり、ミルクのように甘い吐息が耳元でそよぐ。

　才人は糸青を背負って山道を下っていく。

　道はアスファルトで舗装されているが、左右には深い森が茂っている。徐々に日は暮れゆき、知らぬ間に影が地面を覆っていた。

　しんしんと降り積もる静寂の中、時折思い出したように木々の洞うろから鳥の声がする。それを除けば車の通りもなく、才人の靴音と糸青の息遣いだけが聞こえている。

　しばらく歩いた先に、二メートルほどの小さな橋があった。

　山水が岩肌を伝い、橋の下を流れている。剥むき出だしの山肌から突き出すようにして、節くれ立った木が枝を伸ばしていた。

　古びた街灯の光が幹を照らし、蛾がやコガネムシ、カブトムシなどが集まっている。小学生なら大喜びするお宝スポットだ。

　才人の背中から糸青が指差す。

「兄あにくん、カブトムシ獲とって」

「おうよ」

　才さい人とは急な斜面をよじ登り、木の幹にへばりついているカブトムシを捕まえた。

　黒々と艶つやめくボディに、立派な角。もうそんな年ではないとはいえ、この偉容には才人も心がときめく。

「お前、カブトムシなんて好きだったっけ？」

「分からない。多分好きになれる」

　糸し青せいがカブトムシを握り締め、大きく口を開けた。

　才人は即座にカブトムシを奪い取ってリリースする。カブトムシは自由な空へ力強く羽ばたいていく。

「どうして逃がす？　シセ、お腹なか空すいてるのに」

「だからだ！　まさか食うとは思わなかった！」

「カブトムシに食べる以外の用途が？」

「あるだろ！　飾っても飼っても育てても格かつ好こいいだろカブトムシ！」

「その感覚はシセには分からない。ドン引きする」

「お前の感覚の方が俺には分からないしドン引きする！」

　カブトムシをバリボリ貪る生き物をおんぶして夜の森を歩くほどの胆力は、才人にはなかった。正直、現状でも背後の糸青に頭からかじられそうで脅威を覚える。

「念のため言っておくが……俺のことは食べるなよ？」

「善処する」

「善処じゃなく絶対にだ！」

「なぜ？」

「なぜ、とは……？」

　質問の意味が分からない。糸青が空腹で理性を失う前に人里にたどりつかなければ、今日こそ命が危ういかもしれない。

　才人は危機感に急せき立たてられて歩調を速める。糸青のよだれが首に垂れてきているが、きっと居眠りしているだけに違いない。決して食欲が原因ではないのだと己に言い聞かせる。暗闇は苦手ではないけれど、糸青と二人きりだとホラーだ。

　どうにか麓まで降り、ガソリンスタンドの派手な光が見えたときには、安あん堵どのため息が漏れた。他に辺りにあるのは廃屋ばかり、田舎なのは変わらないが、文明の片へん鱗りんがあるだけで頼もしい。

　ようやくスマートフォンの電波が入るようになったので、マップアプリを確かめる。

「山の反対側に出てしまった……」

　才人は脱力してうずくまった。

「ブラジルに出たということ？」

「いつマントルを通過したんだ。俺たちの街とは逆方向に出てしまったんだ。戻るには、また山を登って降りなきゃいけない」

「タクシーは？」

「すごい金かかりそうなんだが、それしかないよな……」

　才さい人とは電話をかけようとするが、電波が安定しない。これではタクシーを呼ぶこともできない。

「くそ、ダメだ！」

　才人はスマートフォンをポケットに突っ込む。無駄に時間をかけて電池が切れてしまったら最悪だ。

　糸し青せいが才人のズボンを引っ張る。

「兄あにくん、しっかり。シセがついてる」

「ありがとな……」

「このまま野で力尽きても、シセは一向に構わない」

「構え！」

「二人で野生化する？　シセは熊になりたい」

　がおーと両手を熊のように挙げてみせる糸青が可愛かわいい。しかし兄たる者、妹はなんとしても人里に戻してやらねばならない。

「歩くか……」

「シセがひっちはいくする。向こうから車が来てる」

「止まってくれるか……？」

　夜遅くに、こんな田舎で見知らぬ人間を拾うのは危険すぎる。最近は物騒だし、無視されるのが関の山だろう。

　糸青は道端でぴょんぴょん跳ねながら、ぱたぱたと手を振ってアピールする。

　兄としては一瞬で止まってやりたくなる愛らしさだが、車はスピードを緩めようとしない。さらに加速し、轟ごう音おんを鳴らして突っ込んでくる。

　才人は糸青を抱き上げて飛とび退のいた。

　糸青がいた場所の直前で、車が急停止する。

「なにやってんだお前！　危ないだろうが！」

　肝を冷やした才人が怒鳴ると、車内から女性ドライバーが降りてきた。見覚えのある顔、見覚えのある服装──メイド運転手である。

「お迎えに上がりました、お嬢様。遅くなって申し訳ございません」

「お前か！」

「おー。おつかれ」

　メイド運転手が才さい人との腕から糸し青せいを抱き上げ、車に乗せる。

「なんでここが分かったんだ？」

「お嬢様には発信器がついているのです。なかなかお帰りにならないので位置を調べていたところ、つい先程、特定に成功いたしました」

「発信器……？」

　糸青は不思議そうにブラウスの襟を覗のぞき込こんだり、スカートをめくり上げたりして探している。本人にも伝えられていなかったらしい。

「でも、助かったよ。このまま山をうろついていたら、遭難していたかもしれない」

「助けになれて光栄です。それでは失礼いたします」

　メイド運転手がドアを閉め、車が走り出す。まだ才人は乗っていないというのに見事な加速、そして華麗なコーナリング。置き去りにする気満々である。

「いやいや！　ついでなんだから俺も乗せていってくれよ！」

　才人は全速力で車を追いかけた。







　才人と朱あか音ねの同居疑惑が騒ぎになってから、早三日。

　二人の家は食糧の危機に瀕ひんしていた。どこにクラスメイトの目があるか知れないので夫婦で買い出しに行けず、単独でも出入りに神経を使う。

　途中でばったり遭遇したら生活圏を突き止められてしまうので、散歩一つするのもためらわれ、まともに生活できない。朱音と和睦して家に帰ってきたというのに、気の休まる暇はなかった。

「もうすぐ……お米が尽きるわ……。私たちはこのまま餓死するのよ！」

　キッチンで米びつを覗き込む朱音の目は、絶望に染まっている。

「さすがに餓死はせんだろう」

「才人、稲作の経験はあるの……？」

「稲作はしない。今から作っても間に合わないからな」

「つまり、すべてが手遅れってことね……。世界の終わりなのね……」

　朱音は米びつを抱き締めて震える。

「しっかりしろ。米なら俺が近くのコンビニでこっそり買ってくるから」

「コンビニだと値段がスーパーの１・５倍くらいになるのよ!?　破産するわ！」

「破産はせんだろう……」

　生活費は祖父の天てん竜りゆうから充分に振り込まれている。

「米がなければケーキを食べればいいムグムグ」

　テーブルでは、糸青がどんぶりにてんこ盛りの白飯を頬ほお張ばっていた。顔のあちこちに米粒をつけ、傍若無人にたくわんを噛かみ締しめ、容赦のない食べっぷりだ。

「米の減りが速いのは、主にシセの責任だからな？」

「確かに……夜遅く勝手に生米を五キロほど食べたのは反省している」

「お前の消化力はどうなっているんだ」

「シセは戦車でも丸まる呑のみして消化できる」

「大怪獣か」

「シセが責任を取る。兄あにくんの血肉になれるなら本望」

　糸し青せいは床に横たわり、胸に手を組んで神妙に待つ。

　朱あか音ねが目を見張る。

「まさか、北ほうじ条よう家にはカニバリズムの慣習が!?」

「あるわけないだろ！」

「兄くん……シセを食べて……？」

　糸青は誘うようにささやき、才さい人とのシャツをくいくいと引っ張る。

「食べない」

「クリームまみれにしてくれて構わない。兄くんの欲望のままに貪って」

「才人……？　あんたはいつも妹をクリームまみれにして食べてるの……？　どうかしてるわ！」

「兄くんはどうかしてる」

　飛とび退のく朱音、うなずく糸青。あらぬ誤解で才人の株は爆下がりだ。

　そのとき、二階から床が軋きしむような音が聞こえた。

「っ!?」

　身をこわばらせる朱音。顔面蒼そう白はくになって、恐る恐る天井を見上げる。

「い、今……なにか音がしたわよね……？」

「ああ。ネズミでもいたんじゃないか？」

「侵入者よ！　クラスのみんながウチに押し入ってきているのよ！」

「そんな暴徒みたいなことするヤツはいないだろ！」

　才人は言うものの、冷静さを失っている朱音に理屈は通用しない。

「始末しなきゃ……クラスのみんなを始末しなきゃ……！」

「始末はするな！」

　キッチンから駆け出す朱音を、才人も追いかける。放っておくとなにをするか分からないのが怖い。

「どこ……？　どこにいるの……？　逃がさないわ……」

　朱音は階段を駆け上り、自分の勉強部屋、才人の勉強部屋、空き部屋など、ドアを次々と開けて確かめる。血走った目を皿のように見開き、鬼の形相だ。もし侵入者が遭遇したら、泣いて詫わびを入れることだろう。

　寝室に飛び込むと、ベッドの布団が軽く膨らんでいた。

「あの中……人がいるわよね……？」

　護身用なのか、朱あか音ねは金属バットを握り締めている。

「いや……いないと思うが……」

「私には分かっているわ！　隠れても無駄よ、出てきなさい！」

　朱音が全力で布団の上にバットを振り下ろす。風切り音が鳴り、マットレスが派手に凹へこむ。朱音はバットの先で布団を剥はがし、中を確認してから、ふー、と満足げな息をつく。

「もし本当に誰かいたらどうするんだ！」

「やられる前にやるのよ！　ここは戦国時代なのよ！」

　憤然と主張する朱音を、才さい人とはなだめる。

「もう乱世は終わったんだ。四百年は経たっているんだ」

「私の戦国時代はまだ終わっていないわ！」

「落ち着け！　とりあえずバットを下ろせ！」

　草刈り機のような勢いでバットを回転させられていたら、ひょんなことで才人の首まで刈られてしまいそうで恐ろしい。

　朱音はバットで念入りにベッドを叩たたきまくってから、窓に近づく。近頃は閉めっぱなしのカーテンをわずかに開き、隙間から外を覗のぞく。

「さ、才人！　見て！」

「……今度はなんだ？」

　才人が歩み寄ると、朱音が外の通行人を指差す。

「あの人、こっちを見てるわ！　クラスメイトの手の者よ！」

「クラスメイトの手の者ってなんだ。カンパして暗殺者でも雇ってるのか」

「きっとそうに違いないわ……」

「違いある。よく考えてみろ、あんな老人が暗殺なんてできるわけないだろ？」

　八十歳は過ぎているだろうと思われる老婆だ。電動カートに乗り、時速二キロほどの超安全運転で進んでいる。

　朱音は腕組みして眉間に皺しわを寄せる。

「……間違いなく暗殺者ね！」

「よく考えろって言ったろ！」

「よく考えた上での結論よ！」

「もしそうならマジでヤバイな……」

　才人はぞっとした。

「あれはきっと特殊メイクなのよ。おばあさんのフリをしていても、中身は五歳……」

「五歳なら脅威にならんだろ」

「クローンの五歳だから、体は二十歳くらいよ。政府が秘密裏に造り出した生物兵器なのよ。戸籍もないから足もつかないのよ。私たちは殺されるんだわ。そうよ、すべて政府が仕組んだことなんだわ」

「しっかりしろ!!」

　陰謀論に取とり憑つかれてしまった嫁の肩を才さい人とは揺さぶる。だが朱あか音ねの目は既にグルグルしてしまっていて、しっかりできる気配はない。恐怖や過剰な感情といったものは、人に真っ当な思考力を失わせる。

「だいたい、俺たちを暗殺してクラスの連中になんのメリットがあるんだ？」

「確かに……みんなは同居の証拠を掴つかみたいだけだものね……」

「だろ？」

　少し朱音に理性が戻ってきたようで、才人は安あん堵どする。

「つまり家中に盗聴器と隠しカメラが仕掛けられているということね!?」

「そういうことではない！」

　やはり理性は戻っていなかった。

「家に仕掛けていないのなら、人に……？　才人から電波が出ている気がする……？」

「気のせいだ！」

「いいえ、気のせいじゃないわ！　あんたが敵のスパイだったのね!?　服の中に盗聴器を仕込んでいるのね──!?」

　涙目で襲いかかってくる朱音。無理やり才人からシャツを引ひっ剥ぺがそうとする。

　揉もみ合あいになって足を滑らせる才人の上に、朱音がのしかかってくる。太ももで才人を押さえ、荒く息をしながらシャツのボタンに手を伸ばす。

「観念しなさい……あんたの化けの皮、剥はがしてあげるわ……」

「セクハラ絶対許さない女子の仁義はどうした!?」

「私がセクハラなんてするわけないじゃない！　これから始まるのは拷問よ！」

「拷問はやめろ！」

　才人がなんとか朱音を平和裏に押しのけようとしていると、シャッター音が鳴り響いた。部屋の入り口に真ま帆ほが立っていて、スマートフォンのカメラを連写している。

「おねーちゃんとおにーちゃんが昼間からえっちなことしてる！　インスタに投稿しなきゃ！」

「きゃー!?」

　才人の上から飛とび退のく朱音。

「ち、違うの！　これはえっちなことじゃなくてっ、才人の皮を剥がそうとしていただけなの！」

「皮を剥はがすのは残酷すぎるだろ！」

　真ま帆ほがうんうんとうなずく。

「大丈夫、分かってるよ。でもおにーちゃんのドーテーはアタシのモノだからね！」

「分かってないじゃない！」

　乱暴狼ろう藉ぜきの現場を押さえられ、朱あか音ねの顔は真っ赤だ。

「いつの間に家に来てたんだ？　インターホンは聞こえなかったが……」

「インターホンなんて鳴らさないよ！　アタシの家なんだから！」

「お前の家ではないよな……？」

　合鍵を持っている糸し青せいといい、この家の敷居は低すぎる。才さい人とも朱音と二人きりで過ごしたいわけではないのだが、最低限のプライバシーはほしい。

「ひまりんも来てるよー」

「お邪魔してまーす」

　真帆の後ろから、陽ひ鞠まりが顔を覗のぞかせる。

「あっ……」

　朱音は気まずそうな表情をした。

「おねーちゃんたちが同どう棲せいしてるって噂うわさで、すごい騒ぎになってるんでしょ？　アタシたちが解決してあげようと思って来たんだよ」

「真帆……お前……」

　なかなか親切なところもあるじゃないかと、才人は見直す。

「こんな面白……こんな大変なこと、放っておけないよ！」

「おいお前」

　才人にこめかみをぐりぐりされ、うきゃーと悲鳴を上げる真帆。才人はだいぶ力を入れてツボを殺しにかかっているのに、余計に楽しそうなのが腹立たしい。

　才人は陽鞠に深々と頭を下げる。

「その……すまなかった」

「えっ、どうして謝るの？」

　目をぱちくりさせる陽鞠。

「俺と朱音が同居しているってこと、黙っていて。結果的に陽鞠を騙だますような形になってしまった。申し訳ない」

　陽鞠は慌てて手を振る。

「才人くんは悪くないよー！　前からなんとなく、二人暮らしなんじゃないかなって思ってたし」

「そうなのか？」

「うん！　お弁当の中身が一緒だったりとか、シャンプーの匂いが一緒だったりとか、才人くんがやけにこの家のことに詳しかったりとか、結構バレバレだったよ？」

「ああ……」

　隠し通せていると思っていたのは、才さい人との勘違いだったのだ。そもそも勘の良い陽ひ鞠まり相手に、適当な誤ご魔ま化かしは通用しない。

「それに、二人が同居してるのって、別に好きだからとかじゃなくて、どうしても逆らえない事情があるせいなんでしょ？」

「なんで分かるんだ？」

　そんなところまで見抜かれているとは。

「『家の命令で、好きでもない相手と結婚させられることになったら、どうする？』って、朱あか音ねから相談されたことあるし」

「朱音……」

　才人が非難の視線を向けると、朱音はうろたえる。

「ちゃ、ちゃんと、もしもの話って断って相談したわよ！」

「まず相談をするな！」

　当事者から情報が漏ろう洩えいしていたらどうしようもない。

「才人くんのおうちって、あの北ほう条じようグループだし、政略結婚とかなのかなって。家の事情なら、家族以外には話せないのは仕方ないよ」

　陽鞠に理解がありすぎて、才人は逆に罪悪感を掻かき立たてられてしまう。こうなったら、すべて打ち明けるのが誠実な対応だろう。

「政略結婚ではないんだ。俺の祖父と朱音の祖母が、昔恋仲でな。結ばれなかった自分たちの想おもいを叶かなえるため、孫に結婚を強制している」

「なるほどー。要するに、恋愛感情はまったくない結婚なんだよね？」

「……ああ」

　陽鞠が才人の方に身を乗り出してくる。唇が触れそうなくらいの迫った距離。彼女の甘い熱気が、才人を包み込むようにして漂ってくる。

「つまり……私にもチャンスあるってことだよね？」

「それは……」

　答えようとする才人だが、朱音が両手を叩たたく。

「ちょ、ちょっと下に降りない!?　こんなとこで話していても仕方ないし、お茶でもいれるわ！」

「ケーキもあるよー！　ひまりんとお土産に買ってきたの！」

　真ま帆ほが軽やかな足取りで階段を駆け下りていき、朱音も後に続く。

　一階にケーキを置いていたのなら、とっくに糸し青せいに完食されているのではないかと思う才人である。とはいえ、寝室にいつまでもいるのは落ち着かない。
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「俺たちも行くか」

「……うん」

　陽ひ鞠まりは夫婦のベッドをじっと眺めていた。







　朱あか音ねは急いで紅茶をいれ、テーブルにお茶菓子を用意した。

　テーブルの周りには、才さい人と、陽鞠、真ま帆ほ、糸し青せいの四人が座っている。既に糸青は自分のケーキを食べ終え、才人のケーキにも手を出そうとしている。

　陽鞠がすまなそうに眉尻を下げる。

「ごめんね、朱音……。私のせいで騒ぎになっちゃって。私が思ったことそのまま教室で言わなかったら、こんなことにはならなかったのに」

「陽鞠のせいじゃないわ！　そもそも私たちが陽鞠に黙ってたのが悪かったのよ」

「『私たち』……？」

　陽鞠の眉がぴくりと動いた。

「え？　な、なにか変なこと言ったかしら？」

「ううん。とにかく私の責任だから、騒ぎが収まるよう協力するよ！　私にできることがあるなら、なんでもやるから！」

　朱あか音ねは恐る恐る尋ねる。

「どうして……怒ってないの……？」

「怒る理由なんてある？」

「だって、私はずっとウソをついてたのに……」

「あはは、そのくらいで怒ったりしないよー」

　陽ひ鞠まりは朗らかに笑うが、朱音は落ち着かない。

　──本当に、怒ってないの……？

　もし自分が同じ立場だったら、もっと激怒するはずだ。親友なのに大事なことを話してくれなかった、信用してくれなかったと失望するに違いない。真実を告げて嫌われるのが怖かったというのが最大の理由だとしてもだ。

　思い返してみれば、陽鞠が怒っているところなど、ほとんど見たことがない。昔から陽鞠の本音にはなかなか触れられず、するりと逃げられてしまう。こんなに長く共に過ごしているのに、陽鞠とは一度もケンカしたことがない。

　真ま帆ほがげんこつを突き上げる。

「よーし、それじゃ、始めよー！　第五十二回・どうしたらおねーちゃんとおにーちゃんの噂うわさをなくせるのか作戦会議ーっ！」

「もう五十一回も会議したのか。それで結論出てないのはグダグダすぎる」

「ん」

　糸し青せいが手を挙げる。

「はい、しーちゃん！　なにかアイディアある？」

「噂をしている生徒全員を捕まえて、脳を消去する」

「記憶じゃなくて脳を!?　死ぬだろ！」

「死なない。脳の代わりに電子頭脳を入れておく」

「本人は死んでるだろ！」

「じゃあ、代わりにスポンジを入れておく」

「なんの意味もない！　身動きもしない！」

　糸青に脳を抽出されるのを恐れているのか、才さい人とが糸青と距離を置く。しかし糸青は構わずぐいぐい距離を詰め、才人の膝に居座る。この兄妹きようだいは相変わらず仲睦むつまじい。

「脳を取るのはなるべく避けたいけど、方向性は間違っていないと思うわ」

「方向性もおかしいと思うが……」

　才人は朱音とも距離を置く。

「全校生徒の机に、これ以上騒いだら面倒なことになるわよというメッセージを込めて……脳を入れておきましょう」

「なんの脳を!?」

「いろいろあるわよ。国や地域によっては、動物の脳を使った料理もあるし」

「それは知っているが、その脅迫は怖すぎる。やめておこう」

　いきり立つ朱あか音ね。

「どうしてよ!?　敵を叩たたくときは二度と起き上がれないくらい徹底的に潰しておかないと負けるのよ!?」

「俺は全校生徒を潰したいわけじゃない。犯人がバレたら怒られるのはこっちだろ」

「そうだけど……」

　才さい人とに説得されるのは気に食わない。なんだか負けた気がする。

「文句があるなら、あんたもアイディア出しなさいよ！　文句言うだけなら誰にだってできるのよ！」

「国民に騒がれてほしくない法案をこっそり通したり、偉い人のスキャンダルを揉もみ消けしたいときによく使われるのは、もっと派手なニュースを流して目くらましにするヤツだな」

「脳でいいじゃない」

「脳は事件性が高すぎる」

　朱音は考え込む。

「だったら腎臓……？　それとも肝臓……？」

「臓器系はやめろ」

「そうね、赤身肉が脂肪分が少なくてヘルシーよね」

「料理の話じゃないよな？　他に穏便な方法はないか……」

　うーん、と頭を捻ひねる一同。

　このままでは教師たちのところまで噂うわさが広がって、内申点に響いたり、停学になったりするかもしれない。医学部への進学に支障が出たら、取り返しがつかない。いかなる手段を尽くしても騒ぎを鎮めなければならないのだ。

　陽ひ鞠まりが両手を合わせる。

「……そうだ！　ちょっと違うかもしれないけど、こういうのはどうかな？」

「なになにっ？」

　尋ねる真ま帆ほ。

「今は朱音と才人くんが付き合って同どう棲せいしてるって噂されてるんだから、その噂と反対のものをみんなに見せればいいんだよ」

「噂と矛盾する証拠を突きつけるってことね。私と才人が付き合っていない決定的な証拠……つまり才人の死!?」

「隙あらば俺を亡き者にしようとするのはやめろ」

　才人はソファの陰に退避した。まだ計画段階に過ぎないのに、警戒心の強い男だ。

　陽ひ鞠まりが苦笑いする。

「そこまでしなくていいよ。才さい人とくんが他に彼女を作っちゃえばいいんだよ」

「さ、才人に彼女……？」

　それって浮気!?　と朱あか音ねは思ってしまい、すぐにその考えを追い払う。自分と才人の結婚はただの形式的なものなのだから、浮気もなにも成立しない。

　陽鞠が言葉を添える。

「あっ、彼女って言っても、本当の彼女じゃないよ？　フリをするだけ」

「なるほどー！　おねーちゃんとは別の子がおにーちゃんと学校でイチャイチャしてたら、みんな混乱するし、噂うわさもデマだったんだなって思うよね！　ひまりん、頭いいっ！」

「やるじゃないか」

　真ま帆ほと才人から感嘆の目を向けられ、陽鞠はほっぺたを掻かく。

「えへへー。私、こういうの結構得意なんだよね。こーさく、っていうのかな？」

「そういえば、中学の頃も陽鞠がクラスメイトたちの悪い噂を消したり、いじめをなくしてやったりしていたのよね」

「フィクサーか！」

「ふぃくさーって、なに？」

　きょとんとする陽鞠。

「めちゃくちゃ可愛かわいい、ひまりんラブ！　って意味だよ！」

　真帆が無む茶ちや苦く茶ちやなことを教える。

「えー、そんなこと言われたら照れちゃうよー。才人くんってば……」

　陽鞠は赤面して、もじもじと太ももを動かす。

「まったくそういう意味ではないが……まあいいか」

　才人は諦めモードだ。

「でも、才人の彼女のフリなんて誰がするの？」

「はいはーいっ！　アタシやるー！」

「シセがやる」

「わ、私でも大丈夫だよ？」

　真帆、糸し青せい、陽鞠が、一斉に挙手する。

「あんたたち……」

　こんな傲慢でズボラな男相手に、なぜ我が身を犠牲にできるのか。自分だったら偽装彼女など絶対に引き受けたくない。

　朱音は才人を睨にらむ。

「モテモテで良かったわね。飽くまで『フリ』だけど！　『フリ』だけど！」

「妙にトゲを感じるんだが……」

「みんなのお情けに感謝するといいわ！　でも私の親友や妹に本当に手を出したら許さないから！」

「アタシは手を出されてもオッケーだよ！」

「私も別に……むしろ歓迎っていうか……」

　親友と妹が危なっかしすぎる。放っておいたら才さい人との身勝手な欲望の犠牲になって、戻ってこられなくなってしまいそうだ。

「えーと……シセ、頼めるか？」

「うむ。任せるといい」

　偽装彼女の役が無難な糸し青せいに決まり、朱あか音ねは胸を撫なで下おろした。







　リビングで朝食に舌鼓を打っていた才人は、背後にただならぬ殺気を感じた。

　とっさに椅子から離脱しようとするが、それを許さぬ速度で肩が掴つかまれる。両肩を締め上げる、万力の如ごとき膂りよ力りよく。骨の軋きしむ音が聞こえてくる。

「な、なんだ……？」

　才人が首だけ回してどうにか後ろを振り返ると、メイド運転手の顔が目に入った。整ってはいるが、人間味を感じさせない無表情。冷え切った声で宣告する。

「才人様。お迎えに上がりました」

「……あの世に？」

　そう思うしかないお迎えの仕方である。才人は今生との別れを予期した。

「通学のお迎えです。本日からお嬢様と恋仲を装うとのことですので、通学もご一緒になさるのが道理かと」

「それは分かるが、どうして俺の肩を砕こうとするんだ？」

「砕こうとはしておりません。粉砕しようとしております」

「粉砕するなよ！　俺になんの恨みがあるんだ!?」

　メイド運転手の殺気が鮮烈さを増す。

「恨みもございません。よりにもよってお嬢様に彼女を偽装させるなど、神も恐れぬ不遜な人間は抹殺するべきではないか……？　と検討している次第でございます」

「お前にとってシセは神なのか……」

「神です。生きとし生ける者はお嬢様のみを崇あがめなければならないのです」

「その割にシセのプリンを勝手に食べて、怒らせたりしてるよな？」

「あれは愛情表現です。お嬢様が可愛かわいすぎるのがいけないのです」

　敬っているのか愛玩動物だと思っているのか分からない。

　向かいの椅子に腰掛けている朱音が、困った顔をする。

「才さい人とを抹殺するなら、外でやってくれると助かるわ。後片付けが大変だから……」

「かしこまりました」

「かしこまるな！　朱あか音ねも家族をあっさり売り飛ばすな！」

「か、家族……？」

　なにを言っているの？　みたいなノリで目を見張る朱音。

　少なくとも夫婦は家族だと誤解していた才人は、失意のままにメイド運転手によってリビングから引きずられていく。糸し青せいのボディガードとして数多あまたの不審者を処分してきたメイド運転手に逆らってはいけない。それは死を意味する。

　玄関の前には、白の高級車が停とまっていた。

　広い車内に糸青が一人で座り、スマートフォンを握り締めている。

「何度もメッセージ送ったのに、どうして出てこなかったの」

「え？」

　才人は車に乗り込み、自分のスマートフォンを確認する。糸青から「迎えに行く」「着いた」「なにしてるの？」等々、メッセージがたくさん届いている。

「すまん。朝メシに集中してて気づかなかった」

「誤ご魔ま化かす必要はない。兄あにくんが朱音と朝から二回戦をしていて、それどころじゃなかったのは分かっている」

「なんの二回戦だ！」

「臓物ハザードの対戦モード」

「朝から対戦する余裕はないな……」

　早朝に目が覚めて一人で遊ぶことはあるが、今日は才人も朱音も目覚ましが鳴るまで爆睡していた。パパラッチに付きまとわれて疲れが溜たまっていたのだろう。

　メイド運転手がハンドルに手を添え、バックミラー越しに才人を見やる。

「才人様。覚悟はよろしいですか？」

「よろしくないから手加減してくれ！」

　朝から絶叫マシンに乗るほど才人はタフではない。

　全力のアクセルに、引っ張られるようにして急発進する車。普段の三倍はアグレッシブな運転が、胃の中を引ひっ掻かき回まわす。

　車が学校の校門前に滑り込み、甲高いブレーキ音と共に止まった。

　糸青がドアの外に踏み出しながら、才人の方を振り向く。

「ここからは戦場。兄くん、演技の準備はできた？」

「ああ。まずは手を繋つないでみるか」

「それがいい。恋人繋ぎがいい」

「恋人繋ぎ？」

　耳慣れない言葉だった。国語辞典は何冊か暗記している才さい人となのに、まだ知らない単語が存在していたとは驚きだ。

「人類の文献によると、こういうふうにするらしい」

　宇宙人のようなことを言って、糸し青せいが才人の手を握ってくる。真っ白でひんやりとした指が絡んできて、才人の指と交互に組まれる。普通に繋つなぐよりも指の股の密着感が強く、少しくすぐったい。

　そびえ立つ校舎を、糸青がもう片方の手で指差す。

「いざ出陣」

「おう」

　才人たちは敢然と胸を張って、玄関へ向かった。上靴に履き替え、恋人らしく手を繋いだ状態で教室を目指す。すれ違う女子生徒たちが、糸青に声をかけてくる。

「糸青ちゃん、おはよー！」「今日もめちゃくちゃ可愛かわいいねー」「ニボシ食べる？」「シーチキン食べる？」「ホールケーキもあるよ！」「頭撫なでさせて～」

　相変わらずの大人気。糸青のポケットやら学生鞄かばんやら胸元やらに、次々と食料が詰め込まれていく。御利益でもあるのか、糸青の頭を撫でることに成功した女子たちは、ありがたやーありがたやーと幸福を噛かみ締しめながら去っていく。

　それはいいのだが。

「…………無反応!?」

　才人が糸青と手を繋いでいることに関しては、誰一人として触れてくれない。二人は付き合ってるの!?　みたいな騒ぎはまったく起きない。

「シセの隣にいることさえ気づかれていないのかもしれない……。兄あにくんの存在感が薄すぎるのが原因かも……」

「悲しいなその原因！　俺ってそんなに存在感ないか!?」

「兄くんは限りなく透明な存在……。だから今まで女湯に忍び込んでも捕まったことがなかった……」

「してねえよ！」

　桁外れの美少女である糸青に比べれば平凡なのは自覚している才人だけれど、ニンジャのような気配の消し方はできないはずだ。

「もしかして、兄くんはもう死んでいる？　幽霊だから見えない？」

「今日もしっかり朝メシ食ってたからな。途中で引きずり出されたが」

「今日もしっかり朝メシの人間を食ってた？　途中で内臓を引きずり出された？　つまり兄くんはゾンビだから、やっぱり死んでいる」

「無理やり都合のいい方に解釈するな」

　特に体調などの変化は感じないし、死んでいる自覚症状はまったくない。呼吸も脈拍も正常だ。

　才さい人とと糸し青せいは手を繋つないだまま、３年Ａ組の教室に入る。既に登校していたクラスメイトたちが挨拶してくるものの、二人の関係についての反応は皆無だ。

「……どういうことだ？」

　才人は自分の席に座って首を捻ひねった。

「手を繋ぐだけでは、インパクトが足りない。もっと仲良しなところを見せるべき」

「もっと仲良しなところ？　俺がシセにおやつを『あーん』させるとか、そういうヤツか」

　糸青がさっきお布施されたクッキーをポケットから取り出し、才人に手渡す。

「『あーん』では親密さが足りないから、口移しがいい。兄あにくんがクッキーを咀そし嚼やくしてからシセに食べさせて」

「それは口移しってレベルじゃないな」

「恥ずかしがることはない。ペンギンなら誰でもやっている」

「俺はペンギンじゃないんだ」

「シセは兄くんの素そ嚢のうからエサを与えられることに抵抗はない」

「俺はめちゃくちゃ抵抗あるし、人類だから素嚢という器官はついてないんだ！」

　ちなみに鳥類の中でもペンギンは素嚢を持たない種族だ。

　普通に口移しするだけなら問題はないだろう──そもそも食べかけのおやつをしょっちゅう糸青に奪われているから、間接キス程度は日常茶飯事だ──と判断し、才人はクッキーをくわえる。

　糸青は才人の膝によじ登り、面と向かって肩に手を置いた。

「兄くん……いただきます」

　微かすかに甘さを帯びたささやき。

「お、おう」

　触れ合うことは慣れていても、兄妹きようだいにしては妖しい体勢に、才人は困惑する。

　サファイヤのように碧あおい瞳が才人を見つめ、美しすぎる顔立ちがゆっくりと迫ってくる。糸青の小さな手の平が才人の頬ほおに添えられ、開いた唇から悩ましい吐息が漏れる。

　──直後。

　ガチイイイイッッと、才人の目の前で糸青の歯が噛かみ合あわされた。

「ッッ!?」

　すんでのところで首を斜め横八十度に捻って回避する才人。クッキーは欠片かけらも残さず粉砕されているし、下手をしたら才人の唇も粉砕されていた。これではピラニアとの口移しである。ロマンチックな要素は微み塵じんもない。

「なぜ避よける？」

「死にたくないからだ！」

「そのくらいで死なない。兄あにくんの唇は何度でも蘇よみがえる」

「蘇らねえよ！」

「兄くんはヒトデやトカゲの親戚。再生可能」

「お前の親戚だからな！」

「シセはトカゲの親戚」

「ああ……道理で……」

　人類の常識が通用しないわけだ。

　今度はさすがに無反応ではいられなかったらしく、教室の女子生徒たちがざわつく。

「糸し青せいちゃん、ピラニアみたいで可愛かわいい～」「私も糸青ちゃんに唇食べられたーい」「いいなー、北ほう条じようくん」「お兄ちゃんの特権だよね～」

　羨ましがるところかよ！　と才さい人とは糸青ファンたちの正気を疑った。

　未いまだに才人の心臓はバクバク鳴っているし、糸青の歯は間近でガチガチ鳴っている。さっさと糸青に猿ぐつわを噛かませて撤退したいが、糸青は才人の膝から頑として立たち退のこうとしない。

「しかし、今の反応で問題点が分かったな。なぜみんなが俺たちの関係に騒いでくれないのか……それは距離感が普段から近すぎるせいだ！」

「シセは最初から分かっていた」

「じゃあ言えよ！」

　脱力する才人。

「実際に試してみないと、兄くんが納得しない。次の段階に進むこともできない」

「次の段階……とは？」

「もっと過激な方法で皆に思い知らせるしかない。兄くんはキスするべき。シセのここに」

　ん、と糸青は自分の唇に指を添えて、顔を寄せてくる。

「いやいや！　それはさすがにまずいだろ！」

「シセの唇はおいしい」

「味の話じゃなくて！　いくら兄妹きようだいでも、唇同士でキスはやりすぎだ」

「やりすぎなくらいが効果的。変な噂うわさが落ち着いて、兄くんの生活が快適になるなら、シセは兄くんに唇を捧ささげても構わない」

　澄み切った瞳を瞬かせ、なんの警戒心もなく才人を見上げる。この妹は健けな気げすぎるというか、無邪気すぎる。

　才人はため息をついて、糸青の肩に手を置く。

「それは大事に取っておけ」

「取っておく？　なんのために？」

「お前を安心して任せられるような男が現れたとき、ファーストキスの相手が兄だったりしたら、ソイツもお前も嫌な思いをするだろ？」

「シセを任せる？　任せてしまったら、兄あにくんはどうするの？　もうシセの世話をしてくれないの？」

「当たり前だ。いつまでも兄がお節介をしていたら、ソイツに悪いからぎゃあああ!?」

　才さい人との耳に糸し青せいがピラニアの勢いで噛かみついた。悶もん絶ぜつする才人の膝から、糸青が飛び降りる。背を向けたまま、ぼそりとつぶやく。

「……どうせもう手遅れなのに」

「なにがだ？」

「シセは誰にも任せられないし、兄くん以上にお世話係の適役はいない。百年後だろうと二百年後だろうと、シセは兄くんの膝の上にいる」

「二百年後って……不老不死にでもなるつもりか」

「シセなら、そのくらい簡単」

　珍しく怒っているのか、才人の方を振り向こうともせずに去っていく。ファンの女子たちが歓喜して糸青を取り囲み、お菓子を与え始める。

「不老不死か……」

　演算能力が人間離れした糸青なら、そんな夢も本当に実現させてしまいそうだ。同じくらい遠く遥はるかな夢を抱いた才人には、荒唐無稽だと笑うことはできなかった。







　才人たちは昼休みの屋上に集まった。

　今の状況で才人が朱あか音ねと二人でいるところを見られるのは火に油なので、他の生徒に盗み聞きされない場所を選んでの集合だ。糸青、陽ひ鞠まり、真ま帆ほも揃そろっている。

「シセといろいろやってみたんだが……」

「なにをヤッたの、おにーちゃん!?　しーちゃんはもう元に戻れないカラダなの!?」

　鼻息も荒く詰め寄ってくる真帆の額を、才人は手で押しとどめる。

「多分、真帆が想像しているようなことじゃない」

「兄くんにいろいろされた。激しかった」

　両りよ頬うほおを手で押さえ、恥じらうようなポーズを取る糸青。顔は無表情である。

「才人!?」

「才人くん!?」

　朱音と陽鞠から非難の視線が浴びせられる。

「変なことはしてない！　お前らは同じ教室なんだから見てただろーが！」

　弁当の食べさせ合いっこや、お姫様抱っこ、肩車、糸し青せいを膝枕して子守歌を熱唱するなど、あらゆる手を尽くしたが、クラスメイトたちの反応は思わしくなかった。

「んー、まあ、見てたけど……ねえ？」

「ええ……」

　微妙な表情でうなずき合う、陽ひ鞠まりと朱あか音ね。どうやら彼女たちには考えがあるようだ。

「率直な意見を聞きたい。俺たちに足りなかったものはなんだ？」

「えーと、よそよそしさ、かな？」

「よそよそしさ？」

「才さい人とくんと糸青ちゃんって元から仲良しだから、手を繋つないだりしても普通に見えちゃうんだよね。兄妹きようだいのイメージも強すぎて、どうしても恋人に見えないってゆーか」

「やっぱり、そうか……。俺とシセはまず他人から始めないといけなかったんだな……」

　糸青は才人の両手を握り締め、首を横に振る。

「無理。シセは兄あにくんと他人になるなんて耐えられない」

「俺もだ……」

「兄くん……」

　見つめ合う二人に、陽鞠が頬ほおを緩める。

「ホント仲良しだよねー、才人くんたちって」

「仲良すぎるのもどうかと思うけど……」

　口を尖とがらせる朱音。

「とにかく、しーちゃんじゃ恋人の役は厳しいってことでしょ？　じゃあじゃあっ、アタシがやる！」

　真ま帆ほが元気良く手を挙げる。

「遠慮しておく」

　才人はきっぱりと辞退した。

「なんで!?」

「真帆はなにをするか分からないからな」

「えっちなことくらいしかやらないよ！」

「やるとこまでやるつもりじゃねえか！」

「やるとこまでって、どこまでやるんですかぁ～？　おにーちゃんってば、アタシになに期待しちゃってるんですかぁ～？」

　くすくす、と真帆が才人に腕を絡めて笑う。

「貴様……」

「あー、言えないことなんだー？　アタシにスゴイことさせようとしてたんだ～？」

　才人のほっぺたをつつく真帆。その悪いた戯ずらっぽい笑みは、まるで淫魔だ。

「お前にはなにも期待していない。魔界に還かえれ！」

「やーだよー♪」

　才さい人とは真ま帆ほを捕らえて屋上から追い出そうとするが、真帆は楽しそうに逃げ回るばかりで尻尾を掴つかませない。迷惑が服を着て歩いているような少女だ。

　朱あか音ねが陽ひ鞠まりの方を見やる。

「でも……、糸し青せいさんも真帆も厳しいってことは……」

「わ、私ってことに……なっちゃうのかな？」

　陽鞠が当惑気味に自分の顔を指差す。

「嫌なら、他の方法を考える」

　本当に告白をしてきた少女に偽装恋人の役を頼むなんて、あまりにも無神経な行為なのではないだろうか。才人は躊ちゆ躇うちよするが。

「ううんっ、才人くんの役に立てるなら、私も嬉うれしいし！　是非やらせてほしいな！」

　陽鞠は飛びつくように才人の手を握ってくる。

「いいのか……？」

「うん！　明日から、才人くんと私は恋人！　身も心もなりきってみせるから、才人くんも最高の演技を見せてね！」

「あ、ああ……」

　意気込む陽鞠に、才人はぎこちなくうなずいた。
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　才さい人とが家を出ようとしていると、朱あか音ねがすごい勢いで正面に回り込んできた。才人の真ん前に立ち塞がり、じっと睨にらみ上げている。

「な、なんだ？　茶ちや碗わんならちゃんと洗ったし、ゴミも分別して出したぞ？」

　他になにか朱音の機嫌を損ねることがあっただろうかと、才人は頭を高速で回転させる。これから長い一日が始まる登校前に、無駄な争いで体力を消耗したくはない。

「家事のことで怒っているわけじゃないわ。あんたに注意しておきたいことがあって」

「夜道に気をつけろとか、そういう注意か……？」

「違うわよ！」

　才人が身構えてしまうくらい、朱音から伝わってくる空気は緊張を孕はらんでいる。

　朱音はスカートの布を握り締めて告げる。

「そ、その……えっと、ね？　陽ひ鞠まりと恋人のフリするのは仕方ないけど、飽くまでフリだということは忘れないでって、言いたかったの」

「俺は忘れることができない。なんでわざわざ、そんなこと……」

　才人が訝いぶかると、朱音は頬ほおを紅潮させる。

「あ、あんたがバカだからに決まってるでしょ！　陽ひ鞠まりといい雰囲気になりすぎて、我を忘れちゃって、そのまま～なんてことになったら大変だから！」

「そのままってなんだ？」

　才さい人とは具体的な説明を求めた。

「い、言わせないでよ！　嫌がらせなの!?」

　後じさる朱あか音ね。赤面して恥ずかしがっている彼女は、珍しく可愛かわいらしい。

　今ならこちらが有利。いつものお返しに、才人はさらなる攻撃を加えてみる。

「先に線引きをしてもらっておかないと困る。フリで許されるのはどこまでだ？　ハグなのか、キスなのか、それ以上なのか……」

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　朱音は唇を噛かみ締しめて震える。

　才人は間近から朱音の顔を覗のぞき込こむ。

「ほら、言ってみろよ。お前が始めた話し合いだろ？」

　たまらず朱音が才人を突き飛ばした。拳を握り締め、肩を怒らせる。

「全部……」

「え……？」

「全部……許すわ……。その代わり……あんたの体で償ってもらうから……」
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　処刑！　処刑！　処刑！

　そんなメッセージが、燃え盛った朱あか音ねの瞳から放たれる。陽ひ鞠まりを少しでも泣かせたら親友の私が許さない、灰になるまで焼き尽くす、と目が口ほどに語っている。

「いってきます!!」

　からかいすぎてしまったらしい。朱音が爆発しないうちに、才さい人とは玄関から飛び出す。有利な立場にあっても、朱音をやり込めるのは難しい。きっとあの少女は生まれながらの戦闘種族なのだ。

　途中でクラスメイトに出くわしたら厄介なので、才人は遠回りして学校を目指す。近頃は最短距離の通学路を使えないのも、疲労が溜たまる原因だ。

　早くクラスの連中の疑惑を解いて、この状況をなんとかしたい。そのためにも、恋人の演技をしっかりこなさなければならない。

　学校に着いた才人は、廊下で陽鞠が生徒たちに囲まれているところに通りかかった。

　教室の片隅で読書に耽ふける日々の才人とは正反対に、陽鞠は皆の中心だ。男女問わず笑顔を振りまき、皆からも最高の笑顔を向けられている。

　もし陽鞠が朱音の親友でなかったら、そして朱音が才人に一年のときからケンカを売ってきていなかったら、才人は陽鞠と話すこともなかっただろう。

　今日だって、同じ空間にいるのにまるで別世界のような感覚で、才人は陽鞠とその仲間たちの隣を通りすぎようとする。

　だが、才人の耳元に、陽鞠がそっと顔を寄せた。

「……才人くん。もう始まってるから、ね？」

　どこか艶を帯びた、密ひそやかなささやき。体幹の奥に忍び込むような声音に、才人はぞくりとした。

　いつも通りの朗らかな笑顔も、完全にいつも通りではなく、熱に浮かされたような色を宿している。

　陽鞠は既に、友人ではなく恋人になりきっているのだ。眼まな差ざし一つで立場のすべてが変わって見えるのは、とてつもない演技力だ。

「ちょっと陽鞠～、なに才人くんと内緒話してるの～？」

　女子生徒たちが沸き立つ。

「えー、なんでもないよー♪」

「ウソばっか！　すっごい怪しい感じ出てたじゃーん！」

「なんでもないってば～」

　照れくさそうに肩をよじる陽鞠。適当な答えを与えれば相手は満足するだろうに、あえてはぐらかしてみせることで、余計に興味を掻かき立たてている。

「ひ、陽鞠！　才人となんの話をしてたのよ？」

　教室から朱あか音ねがやって来て、陽ひ鞠まりの袖を引っ張る。

「たいした話じゃないよ～」

「言いなさいよ！　なにか脅されてるの!?　口封じされてるの!?　陽鞠にひどいことしたら絶対許さないんだから！」

「お、落ち着いて、朱音。本当に大丈夫だから」

　困り顔の陽鞠。

　朱音まで気になってどうする！　と才さい人とは内心で突っ込んだ。

　演出を見抜けない辺り、朱音は陽鞠とは正反対の猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプだ。どうしてあの二人が親友同士なのか、謎は深まるばかりだった。







　昼休みになると、陽鞠が才人の机に駆け寄ってきた。

「才人くん、才人くんっ！　学食行かない？」

「昼メシはいつも朱音と食べてるんじゃないか？」

「んー、そうだけど。今日は才人くんと二人きりがいいかなって。……ダメかな？」

「ダメではないが……」

　お前の親友が凄すごい目で睨にらんできているんだが……との言葉を才人は呑のみ込こむ。

　朱音は参考書を噛かみ締しめて引きちぎりそうな勢い。全身から噴き出しているのは、「よくも私の親友を奪ったわね」という怒りの波動だ。誘われているのは才人の方なのに。

「良かった！　じゃあ、行こっ！」

　陽鞠が才人の手を引いて歩き出す。

　ごく自然な感じで手を繋つないできているが、陽鞠の手は震えていた。才人が横目で見やると、彼女の笑顔がこわばっているのが分かる。本当は緊張しているのだ。

　それもそうだろう。陽鞠は才人のことが好きで、才人の役に立とうと思って協力してくれているのだから。

　そんな彼女の誠意には、全力で応えなければならない。せっかく噂うわさを消そうと頑張ってくれているのに、その努力を無駄にしてはいけない。

　才人は突つき刺ささる周囲の視線を黙殺し、陽鞠の手を強く握り返した。

「さ、才人くん……？」

　陽鞠が戸惑ったように才人を見てくる。

「……ありがとう」

　その一言で、才人の気持ちが伝わったのか。

「ううん」

　陽鞠は頬ほおを赤くして、学生食堂の方へと進んでいく。

　二人が連れ立って食堂に入ると、中にいた生徒たちがざわついた。

　三年生はもちろんのこと、下級生にも陽ひ鞠まりは顔が広い。その朗らかな性格と華やかな外見は、いつも皆の注目の的だ。

　一応は真面目なこの高校では、金髪の生徒は陽鞠ぐらいしかいない。かといって陽鞠が不真面目なわけでもなく、教師からも髪色を注意されないから、不思議なものだ。

　そんな陽鞠が親友の朱あか音ねではなく、男子と共に学生食堂へやって来たとなれば、生徒たちが好奇心を掻かき立たてられるのは当然だ。

　才さい人とはステーキ丼、陽鞠はオムライスを注文し、食堂の真ん中のテーブルに向かい合って座った。

　窓際の方が落ち着いて食べられるのだけれど、今はそうも言っていられない。できる限り多くの生徒に、二人の様子を見せつける必要がある。

「陽鞠ってオムライス好きだよな」

「えっ、なんで知ってるの？」

「学食で見かけたときとか、しょっちゅう食べてるから」

「……っ」

　身じろぎする陽鞠。

「なんか変なこと言ったか？」

「私のこと、よく見てくれてるんだなぁって思って」

「ふ、不可抗力だ。目に入ってしまうだけだ」

「え～、ホントかなー？」

「本当だ！」

　才人は首筋が熱くなっていくのを感じる。一年の頃から陽鞠が学生食堂で話しかけてくることは度々あったし、そのとき視界に入ったものは記憶から消えないのだ。

　陽鞠は口元を手で覆って、くすくすと笑う。

「分かってるよ。でも、そういうことはあんまり女の子に言っちゃダメだよ？　勘違いしちゃうからね？」

「気をつける」

「私の友達にも、結構勘違いしちゃってる子いるんだよ。才人くんって私のこと好きなのかな？　みたいな相談、よくされるもん」

「マジか……」

　才人はテーブルの上で頭を抱えた。

　自分が知らぬ間に女子たちから気持ち悪がられていたのかと思うと、つらいものがある。早急に誤解を解いておかなければいけない。

「相談をしてきたのって、誰だ？　うちのクラスのヤツか？」

「ヒミツ。これ以上ライバルが増えたら困るじゃん」

「ライバル？　どういうことだ？」

「才さい人とくんは分からなくていいんだよ」

「俺に理解できないことがある……だと……？」

　才人は屈辱に唇を噛かんだ。

　生まれてこの方、どんなに高度な専門書だろうと読み解けなかったことはない。だというのに、普通の高校生の発言一つ読み解けないとは想定外だ。

「ここのオムライス、そんなに旨うまいのか？」

「やみつきになる味だよ。しばらく食べないと手が震えてくるくらい」

「危ない草でも入ってるのか」

「パセリなら入ってるよ？」

「それは安全な草だな」

「才人くんも食べてみる？」

　陽ひ鞠まりがスプーンでオムライスの卵とライスをすくって、才人に差し出してくる。

「いや、それは……」

「あ、ごめん。もう私が口つけちゃってるし、気持ち悪いよね！　あはは、なにやってんのかな、私。勘違いしすぎかなっ」

　笑って誤ご魔ま化かす陽鞠だが、少し傷ついているのが見て取れてしまい、才人は胸が痛んだ。ちゃんと訂正しておかないと、彼女に申し訳ない。

「気持ち悪いわけじゃない。……その、間接キスとか、緊張するだろうが」

　ぽかんとする陽鞠。

「え……？　才人くんでも緊張するの……？」

「当たり前だ。誰かと付き合ったことなんてないんだから」

「へえ……嬉うれしい」

「なにがだ？」

　陽鞠は赤く染まった頬ほおを両手で抱え、恥ずかしそうに笑う。

「私にも、ドキドキしてくれるんだなってコト」

「ぐ……」

　その通りではあるのだけれど、はっきり言葉にされると羞恥心が倍増だ。

　陽鞠が上目遣いで才人の表情を窺うかがう。

「じゃあ……しちゃう？　間接キス」

「からかうな」

「からかってないよ。私はしたいな……才人くんと」

「まったく……」

　才さい人とは体が熱くなるのを意識しながら、自分のステーキ丼をぱくついた。

　平穏な生活を取り戻すためといえど、陽ひ鞠まりと長く恋人のフリを続けるのは危険かもしれない。気を抜くと呑のみ込こまれてしまいそうな魅力が陽鞠にはある。

　味もよく分からないまま昼食を終え、才人は陽鞠と共に学生食堂を出た。

　背中に生徒たちの好奇の視線、朱あか音ねの殺意の視線を感じるが、できる限り早く噂うわさを終わらせるためにも、ここで尻込みしてはいられない。

「これからどうする？」

　才人は陽鞠に小声で訊きいた。

「そうだなー。恋人と学食でランチしたら、次は授業ギリギリまでどっかでイチャイチャするのが、私のしたかったことかなー」

「……したかったこと？」

「あっ、違う違う！　そうじゃなくてっ、やっぱり恋人なら昼休みも二人きりで仲良く過ごさなきゃいけないよねっ！」

　胸元にげんこつを握って力説する陽鞠。その瞳は星のごとくきらめいている。要するに欲望まっしぐらである。

　言っていることは正論なので、才人は反はん駁ばくできない。

「二人きりになれる場所……生物準備室とか、人が来なくて使えそうだが」

「標本いっぱいあって怖いよ！」

「そこがいいんじゃないか。もしかして標本を見ると腹が減る派か？」

「糸し青せいちゃんじゃないんだからお腹なかは空すかないよ！」

「だったら問題ないだろう」

　標本室などに糸青を連れて行った日には、ビフォーとアフターで標本の数が変わっていないか神経をすり減らすことになる。

「問題は……ないんだけどさー。うーん……」

　歯切れが悪い。

「グロいのは苦手か？　シセとホラゲもやってたじゃないか」

「苦手じゃないけど、せっかく二人きりなら、もうちょっとロマンチックなところがいいかなーって。標本の目玉に見られていたら落ち着かないし」

「そんなもんか……」

　乙女の浪ろ漫まんについては詳しくない才人だが、良い雰囲気を演出できる場所でないと、恋人の演技も効果が薄いかもしれない。

　陽鞠が提案する。

「私たちの教室の近くの、空き教室とかどうかな？」

「クラスの連中にすぐ気づかれるんじゃないか？」

「そこがいいんだよ。二人きりのところを、みんなに見てもらわないと意味ないから」

「確かに……」

　才さい人とたちは階段を上っていく。人気者の陽ひ鞠まりは、すれ違う生徒たちのほぼ全員から挨拶され、パレード中の女王様のように忙しい。

　四階の廊下にやって来ると、才人は空き教室の戸を開け、中に人がいないのを確認した。

　才人が教室に入り、後から陽鞠がこっそり入ってくる。完全には戸を閉めず、少し開いた状態のまま。あえてクラスメイトたちに覗のぞき見させるためだろう。

　雑然と置かれた机や椅子の陰に陽鞠がしゃがみ、彼女の隣に才人も隠れる。

　陽鞠がくすっと笑った。

「なんか、イケナイことしてるみたいだね」

「言うな」

　意識すると、居心地が悪くなる。

「イチャイチャって、具体的にはなにをしたらいいんだ？」

「なにしたらいいんだろね？」

　陽鞠が真顔で問い返す。

「言い出しっぺのお前が分からなくてどうする！」

「分かるよ!?　分かるけど！　したいことがいっぱいありすぎて迷うっていうか！　こんなチャンスは二度とないだろうし、後悔ないように選ばなきゃっていうか！」

　わたわたと慌てる陽鞠に、才人は噴き出した。

「な、なんで笑うの？」

「いつも余裕たっぷりな陽鞠が、こんな欲望に忠実なところは初めて見た気がしてな」

　基本的に陽鞠は朱あか音ねの暴走を止めたり、クラスのいざこざを取りなしたりと、調整役に回ることが多い。派手な容姿ながらも決して前に出ず、皆の幸せを応援しているからこそ、皆に愛されているのだ。

　だが、完璧無比な陽鞠よりも、今の不器用な彼女の方に才人は好感を抱いた。

「……余裕なんて、なくなっちゃうよ。本当に好きなんだから」

　唇を尖とがらせる陽鞠に、少し胸がうずいてしまう。

「なにがしたいんだ？　お前がしたいことなら、なんでも付き合う」

「なんでも!?」

　凄すごい勢いで陽鞠が食いついてきて、才人はたじろいだ。

「友達としての節度は守ってだな……」

「じゃあ………………抱っこ、してほしいかな」

「……抱っこ？」

　才人と身長もさして変わらず、女子にしては高身長でスタイル抜群の陽鞠から、まさかの子供のような要望。聞き間違いではないのか。

　陽ひ鞠まりは照れくさそうに人差し指を突き合わせる。

「そ、その……ね？　よく糸し青せいちゃんが才さい人とくんに抱っこされてるの、ずっと羨ましかったんだよね。才人くんと一番くっつける体勢だし、可愛かわいがってもらえてる感じがして、いいなあって……」

「そ、そうか」

　しかし、小学生並に小ちっちゃな糸青と陽鞠では、話が変わってくるのではなかろうか。いろんなモノがぶつかったり、はみ出たりしてしまうのではないだろうか。

　危惧が才人の顔に表れていたのか。

「わ、私みたいに大おっきな女が、なに言ってるのって感じだよね!?　重すぎて才人くん潰れちゃうよね!?　ごめん、やっぱ今のナシ！」

　陽鞠は居たたまれない様子で顔を覆う。

「いや……好きにしてくれ。少なくとも潰れることはない」

「い、いいの？　プチってなっちゃわない？」

「あまり男の筋力を疑わないでほしい」

　才人のプライドは傷ついていた。

「それじゃあ……お邪魔します」

　陽鞠が立ち上がり、床に座っている才人の正面に回ってきた。

　短いスカートの裾から太ももの内側が見えてしまい、才人は視線をそらす。刹那に覗のぞいた生白い太もも、さらにその奥の蠱こ惑わく的てきな場所が、脳裏に焼きつく。

　才人の膝の上に、陽鞠が向かい合って腰を下ろしてくる。やわらかい太ももの感触。陽鞠の胸が才人の顔に押しつけられ、殺人的なまでの弾力性で圧迫する。

　陽鞠が心配そうに尋ねた。

「お、重いかな……？」

「重くはないが……」

　胸の攻撃力で窒息死しそうだ。

　頑張って頭をのけぞらせても避よけられず、強力な罠わなの中にずぶずぶと沈み込んでいく。蜂蜜を煮詰めたような甘く濃密な香りが、鼻び腔こうに潜り込んで才人を酔わせる。

　陽鞠が上ずった声でつぶやく。

「この体勢……すごくえっちな感じがするね。なんでかな……」

「さあ……」

　陽鞠の全身から匂い立つ魔力に、理性を奪い去られてしまいそうだ。才人は眼前の肢体から意識をそらすが、五感は着実に蝕むしばまれ、彼女の吐息に満たされていく。

「やっぱり、これはさすがに……」

　才さい人とが膝から退どけようとすると、陽ひ鞠まりが耳元でささやいた。

「みんなが見てるよ……ちゃんとやらなきゃ」

　彼女の言う通り、廊下の方から気配を感じる。生徒たちの声も聞こえる。声量を抑えてはいるが、興奮を抑え切れていない声。野や次じ馬うまが集まってきているのだ。

　見世物にされているのは癪しやくだけれど、彼らが期待している光景を演じるのが、騒ぎを鎮めるためには必要だ。

「ちゃんとって、なにをしたらいい？」

「んっ……」

　才人が小声で尋ねると、陽鞠はくすぐったそうに首を縮めた。

「ど、どうした？」

「才人くんの息、かかって……」

「す、すまん」

「ううん……気持ち良かったから、いいんだけど……」

　気持ち良かったとは、どういうことなのか。その意味を考えたら負けな気がして、才人は思考停止する。ただでさえ、魅力に溢あふれた陽鞠と密着しているのは刺激が強い。

「もっと仲良しに見えるよう、ぎゅっとして、ほしいかな」

「こうか……？」
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「あ……」

　才さい人とが軽く抱き締めると、陽ひ鞠まりの喉から切なげな吐息が漏れる。腕の中で、細い体が驚くほどしなやかにたわんだ。ベランダの窓から射さし込こむ陽光に、透き通るような金髪が光の粒子を帯びている。

　甘い沈黙が、才人の脳髄を痺しびれさせる。わずかでも動くと触れてはいけない場所に当たってしまいそうで、才人は身動きを取ることもできない。

　血の通った陽鞠の息づかい、生命の躍動が、押しつけられた胸から伝わってくる。

「もう、いいか……？」

「ま、まだダメ。見てる人いるから……」

　陽鞠が才人を胸に抱き締める。

　既に才人の耳には野や次じ馬うまの声は聞こえないのだけれど、陽鞠の位置からは連中の姿が見えるのだろう。

「いつまでこうしていたらいいんだ？」

「分かんない……。もう少し、もう少しだけ……」

　おねだりする子供のように、陽鞠は才人にしがみついた。







　才人と陽鞠が３年Ａ組の教室に戻ると、クラスメイトたちの好奇心が爆発した。

「陽鞠ちゃん！　どういうこと!?」

　先頭に立って突撃してきたのは、ちょっと派手めの女子。陽鞠の周りではしゃいでいるのをよく見かけるから、近しい関係なのだろう。

「え、ど、どういうことって、なにが？」

　目をぱちくりさせる陽鞠。

「北ほう条じようくんとのことだよ！　空き教室でイチャイチャしてるのを見たって子がいるんだよ！　二人で抱き合ったりなんかして、すっごい危ない空気だったって！」

「あ～、見られちゃってたか～。困ったなー、あはは……」

　陽鞠は居心地悪そうに身じろぎする。

　自分の方から見せつけておいて、この反応は見事な演技派だ。直情型の朱あか音ねでは、百万回生まれ変わっても真ま似ねできない。

「ランチも二人で食べてたみたいだし！」「どういうこと!?」「石いし倉くらさん!?」「ちゃんと説明してもらうからね！」

　クラスメイトたちが詰め寄ってくる。

　廊下での内緒話、学生食堂でのランチ、空き教室での密会と、段階的に好奇心を掻かき立たてられ、我慢の限界に達しているのだろう。

　陽ひ鞠まりが才さい人との方をちらりと見やる。

「才人くん……どうしよっか？　私たちのこと、言っちゃっていいのかな？」

　そんな焦じらし方も、また巧うまい。親密さを匂わせる「私たち」というフレーズに、クラスメイトたちのテンションがさらに上がる。この場の空気は陽鞠によって完全に支配され、もはや扇動だ。

「まあ……いいんじゃないか？」

　才人は感心半分、畏怖半分といった心境でうなずいた。このクラスで敵に回すと最も危険な人物は、実は陽鞠なのかもしれない。

　陽鞠は才人に寄り添い、もじもじしながら告げる。

「じ、実はね……才人くんと私、付き合ってるんだ」

「「「ええええ!?」」」

　クラスメイトたちの驚きよ愕うがくの声が、教室を揺るがす。

「なんでなんで!?」「北ほう条じようくんは朱あか音ねちゃんと同どう棲せいしてたんじゃないの!?」「桜さく森らもりさんとは別れたの!?」「まさかの二股!?」「北条……抹殺すべし！」「コイツは悪魔だ！　殺せ！　今すぐだ！」「誰か北条の尻に入れる唐とう辛がら子しを持ってこい！」

　女子たちの困惑、男子たちの殺意。混乱する教室で才人が邪教の儀式の生いけ贄にえにされそうになり、陽鞠が才人の前に立ち塞がって暴徒を食い止める。

「勘違いさせちゃってごめんね。才人くんと朱音が一緒に暮らしてるみたいなこと言ったの、冗談だったんだ」

「冗談……？」

　首を傾かしげる女子生徒。

「ホントはちょっと前から私と才人くんは付き合ってたんだけど、あんまり才人くんが朱音と仲良さそうにしゃべってたから、ヤキモチ妬やいちゃって。冗談で『二人って一緒に暮らしてるんじゃないの？』って言っちゃったんだよね」

　陽鞠は胸元で両手を握り締め、弱々しく肩を縮める。

「もっと早くみんなに説明できれば良かったんだけど、急に騒ぎが大きくなっちゃったから、どうしたらいいか分からなくて。才人くんは北条グループの跡取りだから、交際を発表するのも迷惑かなって思っちゃって。だから……ごめんね、みんな」

　深々と頭を下げる陽鞠の姿は、心ない噂うわさに翻弄されて苦悩する少女。完璧に役に成り切っていて、才人ですら一瞬そうだったのかもしれないと錯覚しそうなレベルだった。

　真実を知らず、陽鞠の掌てのひらの上で転がされている生徒たちなら、尚なお更さら。

「陽鞠ちゃんが謝ることじゃないよー！」「私たちの方こそ、ごめんね？」「やっと北条くんと結ばれて良かったね！」「おめでとー！」「石いし倉くらを泣かせんじゃねーぞ、北条！」

　口々に祝福の言葉が溢あふれ、あっという間に同棲の噂が上書きされていく。

　陽ひ鞠まりは瞳を濡ぬらして才さい人とを見やり、安心したように微笑ほほえむ。

「良かった……もうみんなに嘘うそつかなくて済んで。これで私たち、クラス公認の恋人だね」

「……ああ」

　才人は心の中で感嘆した。

　筋の通り過ぎた釈明も、表情や口調の制御も、クラスメイトたちの心理のコントロールも、あらゆる面において陽鞠の技術は度を超えている。北ほう条じようグループの広報部にも、ここまで人々を操作できる才能は見つからないだろう。

「みんな、これから応援よろしくね？」

　陽鞠が念を押して見回すと、生徒たちは大きくうなずいた。







「さーいとくん♪」

　五時限目の授業が終わり、才人が机に教科書をしまっていると、陽鞠が後ろから抱きついてきた。すらりとした腕が才人の胸元に回され、やわらかな頬ほおが才人の首筋に擦りつけられる。

「おい……急に抱きついてくるな」

「えー、どうして？　彼氏とハグするのは、彼女の特権でしょ？」

「それはそうだが、俺とお前は……」

　本物の恋人じゃないと言いかける才人に、陽鞠がささやく。

「……ダメだよ。油断しないで」

「……っ」

　才人が周囲に視線を走らせると、クラスメイトたちがこちらの様子を窺うかがっているのが分かった。陽鞠に遠慮しているのか、あからさまに注視している者は少ないけれど、しきりに才人たちの方を気にしている。

　せっかく陽鞠が噂うわさを消してくれたのに、下手なことをしたらすべてが水の泡だ。陽鞠と同じく才人も演技の鬼にならなければならない。

「その……人前でやるようなことじゃないだろうが」

「付き合ってるの発表したんだから、大丈夫だよ。ていうか、みんなに自慢したいし？」

「自慢って……」

　他の女子生徒たちに向かって得意気に細めた瞳、演技にしてはきつく巻きついた腕からは、それが本音だということが伝わってきた。

「陽鞠って、意外と独占欲あるタイプか？」

「あるよ、もちろん。才人くんは誰にも渡さないよ」

　また、陽ひ鞠まりの腕に力がこもる。本気だ。

　少女に所有されている感覚に、才さい人とは胸がざわつくのを感じる。ずっと温厚なところばかりが目立っていた陽鞠だけれど、恋に関しては情熱的なのかもしれない。

「次の教室、一緒に行こ」

「ああ」

　才人が立ち上がると、陽鞠が腕にしがみついてくる。

「歩きにくい」

「大丈夫だよ♪」

「俺が大丈夫じゃない」

「胸が当たって恥ずかしいとか？」

　からかうように尋ねる。

「分かってるなら押しつけるな！」

「これも彼女の特権だよ」

「彼女の特権はいくつあるんだ」

「百八くらいかなあ？」

「煩悩の数だけ!?」

　言い合いながら、廊下を歩く。才人の反応を楽しんでいるのか、陽鞠は余計に体をぴっとりと寄せてくる。

　明らかに普通の学友を超えた距離感に、廊下の生徒たちの注目が集まる。別のクラスの女子が興味津々で声をかけてくる。

「陽鞠、北ほう条じようくんと付き合ってるってホントだったんだー！」

「そうだよー。ラブラブだよ～！」

「それは見たら分かるけど！　えー、いいないいなー」

「いいでしょー」

　きゃっきゃっと女子会のノリではしゃぐ者たち。

　当事者のはずなのに、才人は部外者の気分になってしまう。デート中に彼女の友人と遭遇した彼氏の心境は、こんな感じなのだろうか。

「陽鞠と北条くん、どこまで行ったの？　キスはした？」

「えっと……どうだっけ、才人くん……？」

　恥ずかしそうな上目遣いで、陽鞠が尋ねる。

　お前は知っているだろう、と言いたくなるのを才人は堪こらえる。

「いや……まだ、だが」

「まだなんだー。陽鞠かわいそー」

「そろそろしたいなって……私は思ってるんだけど。ね、才人くん」

「ねー」

　棒読みで女子会ノリに合わせる才さい人と。自分の顔面筋が死んでいるのが分かる。

「してあげなよー、北ほう条じようくん！」

「そのうちな……」

「今ここでしてあげなよ！」

「なんの羞恥プレイだ！」

　最低限の面識しかない女子からせっつかれ、才人はつらい気持ちになった。

　演技とはいえ、男女交際はこれほど大変なものなのか。色恋と縁遠い才人としては、早く一人で読書に耽ふけりたい思いでいっぱいである。

　ようやく女子会から解放されたときには、授業開始ぎりぎりの時間になっていた。

　才人と陽ひ鞠まりは息せき切って廊下を走る。

「ごめんね、才人くん！　長くなっちゃって！」

「走りながらしゃべると舌噛かむぞ！」

「あ、そうだ！　ちょっと待って！」

　陽鞠が才人の腕を掴つかんで立ち止まった。

　才人の勢いが止まらず、二人してつんのめりそうになる。

「急がないと遅れるぞ」

「それでいいんだよ。少しだけ遅刻していこうよ」

「なんでわざわざ……」

「いいから。私を信じて♪」

　きっと陽鞠には考えがあるのだろう。民心のコントロールに関しては、陽鞠の能力は信用できる。

　才人たちは階段の踊り場で時間を潰した。

　鳴り響くチャイム。人通りのなくなった窓際で、陽鞠が所在なげにたたずむ。長い髪を指で巻きながら、気恥ずかしそうに才人の方を見ている。陽ひ射ざしを背後に浴びた姿は、後光を帯びているかのようだ。

「……ね。このまま、授業サボっちゃう？」

　陽鞠が悪巧みをするように声を潜めた。

「お前、サボりとかするヤツだったんだな」

　見た目はギャルだが、性格は真面目だと才人は思っていた。

「普段はしないよ。でも、才人くんとならそういうのも楽しいかなって。しよーよ？」

　才人の隣で陽鞠が壁に腰をつけ、スカートの裾が風を孕はらんで揺れる。

「サボってなにするんだ？」

「なにがいいかなー。適当な電車に乗って、誰も私を知っている人がいない国に行くとか？　で、そのまま二度と帰ってこないの」

　白昼夢のごとく語る陽ひ鞠まり。

「ストレス溜たまってるのか」

「溜まってないよ。南極とかいいよね、誰にも会わなくて済むし。ペンギンもアザラシもいないところで、かまくらの中に二人でこもって、百年くらいじっとしていようよ」

「やっぱり溜まってるだろ、いろいろと」

　才さい人とは陽鞠のことが心配になった。気配りの達人なだけに、人知れぬ気苦労も多いのかもしれない。

「じゃあ、街をぶらぶらするとか？」

「放課後でもできるだろう」

「してくれるの？」

　陽鞠が目を輝かせた。

「いや……」

「恋人なら、放課後は二人で帰らなきゃダメだよね。みんなを完全に信用させるためには、学校の外でもラブラブなのを見せなきゃいけないよね」

「まあ、それはそうだが……」

　ためらう才人の手を両手で包み、陽鞠が熱心に言い募る。

「ねっ、ねっ？　放課後デートしようよ。フリだけでいいから！　全部私が奢おごるし、才人くんが行きたいところでいいから！　荷物持ちとかもするから！」

　ここまで一生懸命せがまれたら、むげに突っぱねるのも難しい。かつて陽鞠とのデートを断ったことへの罪悪感は、未いまだに才人の胸を刺していた。これ以上、彼女を傷つけたくない。陽鞠のことは人間として好きなのだ。

「……分かった。フリだけなら」

「やったー♪　才人くん優しいっ！」

「ちょっ……」

　陽鞠が大喜びで飛びついてきて、才人は対処に困る。押しのけるのは失礼だし、かといって抱き締め返すのもためらわれる。

「そろそろ行くぞ。あんまり遅くなるとお前の内申点が下がる」

「やっぱり才人くんは優しいね。私のこと心配してくれるんだ？」

「そりゃ心配だ。内申点もダメだったら手の打ちようがないからな」

　陽鞠が口を尖とがらせる。

「あー！　内申点も、ってどういう意味？」

「そのままの意味だ」

「でも才人くんが私の成績十倍にしてくれるから大丈夫だよね！　期待してるよ師匠！」

「いつ俺はお前の師匠になったんだ」

　階段を降りる二人の足音が、静まりかえった校舎に響く。陽ひ鞠まりは楽しくて仕方ない様子で、足取りも軽い。

　才さい人とたちが連れ立って化学の教室に入ると、生徒たちが騒然となった。

「二人で遅刻なんて、やるー！」「今まで二人でなにしてたの!?」「そんなの決まってんだろ」「くっそお、北ほう条じようの野郎……」「熱すぎでしょー」

　注がれる興奮の視線、黄色い歓声。

「お前ら、授業中だぞ。静かにせんか」

　教師が叱っても、騒ぎは収まらない。

　──なるほど、陽鞠はこれを狙っていたのか……。

　たった五分、教室に到着するタイミングをずらすだけで、二人が間違いなく付き合っているという印象を強めたのだ。凄すさまじい手腕である。

　才人は教師に遅刻を謝って席につく。

　教科書のページを開こうとしていると、ぞくりと寒気を感じた。

　とっさに見やれば、朱あか音ねが才人のことを睨にらみ据すえている。燃え盛る殺気が立ち上り、プレッシャーとなって才人に吹きつけてくる。朱音の手の中で、ペンがバキボキにへし折られている。

　家に帰ったら自分は死ぬのかもしれないと、才人は覚悟した。







　授業開始のチャイムが鳴る前から、朱音は才人と陽鞠がいないことに気づいていた。

　なにをしているのだろうとジリジリしながら待ち、スマートフォンで陽鞠にメッセージを送ってみたりする。

　けれど、返信はない。既読すらつかない。

　才人と一緒に教室へ駆け込んできた陽鞠は、別人みたいに艶あでやかに頬ほおを火照らせていた。

　親友の朱音も知らない顔。色っぽく乱れた髪。才人に媚こびるような目を向けて、睦むつまじく腕を絡ませている。

　──ホントに……なにしてたのよ……。

　二人が手の届かない遠くに行ってしまった気がして、朱音は怖くなる。そのままでは椅子から落ちてしまいそうで、机の端にしがみつく。

　どうしてこんなに胸が騒ぐのか、分からない。才人と陽鞠は恋人の演技をしているだけ、それは分かっているのに。

　授業中に二人が何度も目を合わせて微笑ほほえんでいるのを見ると、心臓が小さな針で刺されるのを感じる。授業が終わって陽鞠が才人のネクタイを直していると、走っていって二人を引ひき剥はがしたくなる。

　でも、できない。

　そんなことをしたら、またクラスメイトたちに才さい人とと朱あか音ねの関係を疑われる。せっかく陽ひ鞠まりが頑張ってくれているのに、その努力が台無しになる。

　朱音は才人に近づくわけにはいかない。入学当初から日課だったケンカさえ、吹っ掛けることはできない。

　陽鞠に群がる生徒たちが途切れた隙に、朱音は親友に歩み寄った。

「あの……陽鞠？　ちょっと、やりすぎなんじゃないかしら？」

「やりすぎって、なにが？」

　陽鞠はきょとんとした。

　具体的に説明するのは決まりが悪くて、朱音は口ごもる。

「さ、才人のこと。あそこまでやらなくてもいいんじゃない？　なんか……バカップルみたいになってるし」

「バカップルに見えるっ？」

　陽鞠が声を弾ませた。

「なんで喜ぶのよ！」

「だって、才人くんとバカップルになれるなんて夢みたいだし！　わー、そっか～♪　バカップルか～、えへへ～♪」

　幸せそうに笑う陽鞠。

　親友が嬉うれしいことは、朱音も嬉しい……はずなのに。素直に喜んであげることができない。朱音は教科書を胸元にきつく抱き締める。

「とにかく、あんまりベタベタしすぎるのはどうかと思うわ」

「やりすぎなくらいがいいんだよ。そっちの方が、同どう棲せいの噂うわさをしっかり消せるんだから。中途半端は良くないよ」

「でも、でも……」

　陽鞠が正論を言っているのは分かりきっていて、返す言葉が見つからない。

　そもそも、なぜ自分は陽鞠にブレーキをかけようとしているのか。偽装恋人の作戦が上う手まく行っているのは、素晴らしいことなのに。

　朱音が混乱しているあいだに、また陽鞠は生徒たちに囲まれてしまった。こうなってはろくに話もできない。

　朱音はそっと陽鞠から離れた。







　放課後になると、陽鞠と才人は揃そろって教室を出て行った。腕を絡ませ合った二人は、すっかり恋人らしい姿が板についている。

　──デートでもするのかしら……。

　残された朱あか音ねは、モヤモヤした思いを抱えて帰宅の準備をする。

　最近、自分は才さい人とと食材の買い出しにも行けていないのに、どうして陽ひ鞠まりばっかり。

　──って、才人と出かけたいわけじゃないけど！　全然違うけど！

　朱音が頭をぶんぶん振って否定していると、教室に真ま帆ほが飛び込んできた。

「おねーちゃんっ！　かわいー妹が迎えに来たよ！　一緒に帰ろっ！」

「ええ。帰りましょ」

　あいかわらず元気いっぱいな真帆に、朱音は癒いやされるのを感じる。気心の知れた妹と寄り添う安心感。同じ家族でも、才人なんかより真帆の方が何百倍もいい。

　朱音と真帆は手を取り合って、学校の玄関を出る。

「さっき、廊下でおにーちゃんとひまりん見かけたけど、めちゃくちゃいい感じだよねー。もー完全に恋人って感じ？」

「恋人のフリよ！　恋人じゃないわ！」

　朱音は地面に靴底を叩たたきつけた。

「えー、そっかなー？　ひまりんは元からおにーちゃんのこと好きなんだし、フリとかじゃないでしょ？　おにーちゃんも満更じゃないってゆーか？」

「フリよ！　あれはフリなの！　演技なの！」

「なんでムキになるの？」

「ムキになってないわ！」

　なっている。自分でも気づいている。妹の前でこんなところを見せるなんてみっともないのに、止められない。感情のコントロールが利かない。

　小さな頃から感情が暴走する癖はあったけれど、特に才人のことになると余計に悪化する。才人に関わると腹が立って仕方ないし、優しくされると嬉うれしくて仕方ないし、今日は今日で混乱してしまっている。

　きっと自分は、どこまでも才人と相性が悪いのだ。だから、こんなにもあの男に感情を揺さぶられてしまうのだ。

「……おねーちゃん、ストレス解消した方がいいんじゃない？」

　真帆が心配そうに顔を覗のぞき込こんでいて、朱音は我に返る。

「大丈夫よ、別に」

「えー、した方がいーよー。放っといたらその辺の人殴りそうだもん」

「私はそんな無法者じゃないわ！」

「安心して！　大好きなおねーちゃんのためなら、証拠隠滅も頑張るから！」

「証拠隠滅が必要になるようなことはしないわ！」

　妹の認識が哀かなしかった。

「ゲーセンでも行こうよ！　ガンシューでゾンビ撃ちまくったらすっきりするよ！」

「ゾンビは結構よ！」

「よーし、おねーちゃんとデートだー♪」

　断固拒否する朱あか音ねを、真ま帆ほが有無を言わさず引きずっていく。

　グロテスクなゲームは嫌いだが、家に独りでいても気分が塞ぐだけかもしれない。朱音はそう考え、真帆に付き合うことにする。

　通学路から少しそれたところにある商店街は、今日も学生で賑にぎわっていた。

　クラスメイトに目撃されたら困るので、才さい人とと二人で来たことはない。陽ひ鞠まりと学校帰りに寄ることはときどきあるが、それも最近は減っていた。朱音が家事に追われていたり、陽鞠のバイトが入っていたりで、なかなかスケジュールが合わない。

　朱音と手を繋つないで大通りを歩きながら、真帆が言った。

「そーいえばさー。昔、おねーちゃんがどっかのパーティに行ったことあったよね」

「パーティ……？」

「ほら、おねーちゃんが小学校を卒業してすぐのとき。あれって確か、おばーちゃんがおねーちゃんを連れてってくれたんだよね。アタシも行きたかったけど、ちょっと体調悪くて。おばーちゃんの知り合いの……別荘でやってたパーティだっけ？」

「……！」

　朱音は身を硬直させる。そもそもパーティなんてほとんど行ったことがないけれど、別荘のパーティは一つしか記憶にない。

　まるで王族の宮殿と見み紛まがうような、北ほう条じようグループの豪勢な別荘。きらびやかな衣装の客たちに、見たこともないご馳ち走そうの数々。帝王の天てん竜りゆうに庇ひ護ごされ、王子よろしく皆から注目を集めていたのが、跡継ぎの才人だった。

「そのパーティから帰ってきてから、おねーちゃん、すっごいご機嫌だったよね」

「ご機嫌……だったかしら」

「うん。しばらくにまにましたり、ぼーっとしたり、そわそわしたり、いつもと全然違ったよ。あれって、なんでだったの？」

「それは……」

　当時のことを思い出そうとして、朱音は体が熱くなるのを感じた。

　蘇よみがえってくる感情は、焼けるような恥ずかしさ、そして悔しさ。開けてはいけない記憶の扉が開きかけ、朱音は急いで閉める。

「なんでもないわ！」

「えー、なんでもないことないでしょ。ぶっちゃけ、おねーちゃんがおにーちゃんに初めて出で逢あったのって、高校じゃなくてあのパーティだよね？」

　真ま帆ほが探るように朱あか音ねの目を覗のぞき込こんでくる。

「知らない！　思い出したくないわ！」

「思い出したくないって、なにがあったの？」

「なにもないわ！　少なくともあのパーティでは！」

「その後、おにーちゃんとなにがあったの？」

　朱音は腕組みして顔を背ける。

「ないったらないの！　この話はもう終わり！　あんまりしつこいと、帰っておかゆを食べさせるわよ!?」

「おかゆを脅しに使うのはひどくない!?」

「健康のため塩分も控えめに、水と米だけで作った純粋なおかゆよ！」

「やめて！　ソースたっぷりのハンバーグとかにして！」

　真帆は涙目だった。ちょっと可哀かわい想そうな気もする朱音だけれど、容赦ない妹の追及をかわす方法は他に思いつかない。

　真帆はうなだれる。

「もーいいよ、話さなくて。アタシの中では、パーティの後おねーちゃんとおにーちゃんがメチャクチャ大恋愛して別れたことにしとくから」

「本当に、なにもなかったのよ……」

　朱音は唇を噛かみ締しめる。

　あのパーティで出で逢あってから、高校の受験会場で再会するまで、才さい人ととは一度も顔を合わせることがなかった。

　──だから、私はアイツに……。

　また入学当初の悔しい気持ちが胸に込み上げてきてしまい、朱音は両手でほっぺたを叩たたくようにして挟む。

　なんだか最近、調子がおかしい。今日もモヤモヤするけど、多分、その前から。病院で才人が真帆に話していることを聞いた辺りから、特にひどくなった。

　朱音は真帆と一緒に、ゲームセンターに入った。

　いつもは陽ひ鞠まりとクレーンゲームをしたり、プリントシールを撮ったり、太鼓を叩いたりするぐらいなのだけれど、真帆は本格的なゲーム機のある方へどんどん進んでいく。

「このガンシューやろうよ、おねーちゃん！」

　立ち止まったのは、『ガンバトルクライシス』と書かれたゲームの前だった。

　大型の画面にアクション映画のような映像が流れており、ペダルのついた機械に銃が二丁はめ込まれている。

「ゾンビは結構って言ったでしょ!?」

　朱音は目を覆った。

「これはゾンビ出てこないから！　敵は人間の兵士かロボットだけだし！」

「ほ、ほんと……？」

「そーそー！　怖がらなくてもだいじょーぶ！」

「こここ怖がってなんていないわ！」

　恐る恐る目から手を離し、ゲーム機を確認する。

　ゲーム機に描かれているイラストには、ゾンビの姿はない。画面に流れている映像にも登場していない。スマートフォンでタイトルを検索してみるが、公式サイトにゾンビは描かれていない。

　真ま帆ほが呆あきれる。

「警戒しすぎじゃない？」

「ね、念には念を入れているだけよ！」

　朱あか音ねはスマートフォンを学生鞄かばんにしまった。

　この妹、根は良い子だから決して悪気はないのだが、姉にわざとホラーなものを見せる悪いた戯ずらを仕掛けてくることがあるのだ。油断できない。

　朱音は二人分の料金をゲーム機に入れ、銃を抱えた。模造品ながら攻撃的なフォルムと手触り。今の朱音の気分にしっくり来る。

　真帆が操作を教えてくれる。

「銃は利き手で持って、ここに指をかけるんだよ。武器を変更するときはこのボタン、リロードはこっち」

「……これ、実弾は出るのかしら？」

「出たら流れ弾でみんな死んでるよ！」

「そうなのね……もし実弾なら、才さい人とを連れてきたのに……」

「おにーちゃんを実弾でどうするつもり!?　ケンカでもした!?」

「ケンカはしていないんだけど……才人を撃ちたい気持ちが溢あふれ出だして止まらないの」

「こわっ！　おねーちゃんの素直な気持ちこわー！」

　話しているうちに、ムービーが終わってゲームが始まった。まともに見ていなかったのでストーリーはまったく分からないが、とりあえず敵を殲せん滅めつすればよいのだろう。

　敵兵が湧き出てきて、朱音と真帆に銃を向ける。

　銃撃音が響く度、画面に弾痕が刻まれ、赤い亀裂が走る。撃ち返そうとしたら敵兵は物陰に隠れ、朱音の弾が尽きたタイミングでまた撃ってくる。

「ああもうっ、バンバンうるさいわね！　静かにしなさいよ！」

　神経を逆さか撫なでする動きの敵兵が、才人に見えてきた。

　朱音はありったけのストレスを弾に込め、敵を撃ちまくる。才人が逃げ回っていると思うと、なぜかすぐに狙いを合わせることができる。次々と頭を吹き飛ばされていく敵兵。

　ウェポンと記された箱を拾うと、弾丸の破壊力が増す。悲鳴の飛び交う戦場を朱あか音ねは駆け抜け、嵐のような連射で敵を薙なぎ払はらっていく。

　気がついたときには、画面に「ステージクリア！　ハイスコア！」の文字が輝いていた。沸き起こる歓声。いつの間にか周りにギャラリーが集まっている。

　真ま帆ほが目をきらめかせて跳ねる。

「すごいすごーい！　おねーちゃん、ハイスコアだよ！　全国三位だよ！　実はこのゲームめちゃくちゃやり込んでる!?」

「やるのは初めてよ」

「じゃあなんでこんな上う手まいの!?」

「敵が才さい人とだと思ったら勝手に体が動くの……早く殺さなきゃって……」

「おにーちゃんのこと嫌いすぎじゃない!?」

「銃を簡単に買えない国で良かったわ」

「買えてたらおにーちゃん百回は死んでるよね！」

　観客が増えてきたので、朱音は早々にゲームを終わらせて立ち去った。

　真帆はおねーちゃんと二人で全国制覇を目指すんだーとか意気込んでいたが、朱音は無駄に騒がれたくない。ただでさえ学校では望まぬ騒動の中心になって疲れているのだ。

「ねーねー、今度はこれやろうよ！　てゆーかやって！」

　真帆が朱音の腕にしがみついて指差したのは、パンチングマシンだった。箱形の機械に赤いサンドバッグがそびえ立ち、近くにグローブが吊つられている。

「真帆……。私のこと、殺し屋かなにかと勘違いしてない？　ゲームならまだしも、こんなのできるわけないでしょ」

「おねーちゃんならできるよ！　サンドバッグをおにーちゃんだと思って！」

「才人が……サンドバッグ……？」

　そう言われると、俄が然ぜんやる気が湧いてきた。

　朱音はグローブをはめ、サンドバッグを睨にらみ据すえる。機械からサンドバッグではなく才人の生首が生えているように思えてくる。しかも憎らしい顔で朱音を笑っている。「くく、お前は俺に一生勝てないのさ」とか豪語している。

「見てなさい……その生意気な顔、今すぐ叩たたきのめしてあげるわ……」

「顔!?　どこに顔があるの!?　アタシの顔じゃないよね!?」

　心配する真帆。

　朱音は深く息を吸って腕を引き、渾こん身しんの力を込めて拳を叩きつける。

　ズバアン！　と爽やかな破裂音。ファンファーレが鳴り響き、パンチングマシンの画面に「ハイスコア！」と表示される。

　真帆が歓喜して朱音に飛びついてくる。
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「おねーちゃんすごーい！　店内二位だよー！」

「これなら才さい人との頭も無事に破壊できそうね……」

「おにーちゃんは全然無事じゃないけど！　でもすごいよ！　怒りのぱわーだよ！　店内一位目指せるよ！」

「そうね……才人を倒すためには、最強の力が要るもの……」

　朱あか音ねは重々しくうなずいた。







　商店街を歩いていた才人は、ゲームセンターの店内が視界に入って慄然とした。

　ただのゲームセンターなら、なんの問題もない。しかしそこでは、朱音が鬼のような形相でパンチングマシンを叩たたいていた……いや、屠ほふっていたのだ。

　どっと沸くギャラリー、はしゃぐ真ま帆ほ。そして朱音の口が「才人のバカーっ！」と叫んでいるのを、才人は見た。

　まるでサンドバッグではなく自分が殴られているような錯覚。きっと朱音もサンドバッグではなく才人を相手にしているつもりだろう。

「どうしたの、才人くん？」

　並んで歩いていた陽ひ鞠まりが、体を傾けて才人の顔を覗のぞき込こんでくる。

「ちょ、ちょっと向こうに行こうか」

　才さい人とは陽ひ鞠まりの手を引いて、すみやかにゲームセンターの近くから離脱する。

「さ、才人くんから手を握ってくれたのって……初めて、だね……」

　頬ほおを染める陽鞠。

　愛らしいことこの上ないが、これはそんなロマンチックな行為ではない。襲い来る脅威からの避難行為である。今の朱あか音ねに、陽鞠と商店街でデートしているところを見られたら──飽くまでフリとはいえ──頭蓋骨を粉砕されるとの直感である。そのくらい、朱音の攻撃力のキレには恐ろしいものがあった。

　商店街には、才人たちと同じ制服が目立つ。下校中に友人やカップルで立ち寄るには、もってこいの場所なのだ。

　陽鞠の言った通り、ここできっちりデートの様子を見せれば、二人が付き合っているという噂うわさは強化されるだろう。

「デートって、なにをしたらいいんだ？」

「そんなこと女の子に聞いちゃう？」

「俺はそういう情報に疎いからな。陽鞠の方が経験豊富で詳しいかと」

「経験豊富じゃないよ！　男の子とデートするのなんて……今日が初めてだし」

　ちょっと怒ったような顔で、陽鞠が唇を尖とがらせる。

　ギャルっぽい外見と彼女の中身は、やはり違う。もし陽鞠が黒髪で、制服を着崩してもいなかったら、才人は彼女をギャルだとは思わないかもしれない。

「すまん。初めてのデートが、こんな中途半端な偽装デートで」

　陽鞠は慌てて手を振る。

「う、ううん！　それは全然いいの！　大好きな才人くんと一緒に帰れるってだけで、私はすっごく嬉うれしいから！」

　いじらしい彼女に、才人は余計に申し訳なくなる。偽装デートだとしても、しっかり楽しませなければいけない。それが彼女への誠意であり、才人ができるせめてものお返しだ。

「陽鞠はどこに行きたい？」

「私は才人くんと一緒なら、どこでもいいよ？」

「お前の希望が知りたい」

　陽鞠は口元に人差し指を添えて思案する。

「うーん……それじゃあ……ホテル、とか？」

「初デートで!?」

「あはは、ちょっと早すぎるよね。でも私は……それでもいいよ？」

　熱を宿した瞳で、じっと才人の顔を見てくる。反応を試しているのか、本気で言っているのか。陽鞠の体が、その細い腰が、才人に触れている。

　才さい人とは喉の奥に唾が溜たまるのを感じる。唾を飲み込むのも緊張するほどに、鼓動が速い。

「……そんな適当なことはできない」

「どうして？　才人くんの命令ならなんでも聞けるくらい、惚ほれ込こんでる女の子がいるんだよ？　利用してポイしてくれても平気だよ？」

「俺はお前を傷つけたくない。もし、そういうことをするとしても、それはちゃんと付き合ってからだ」

「才人くん……」

　陽ひ鞠まりが目を瞬しばたたく。小さく笑みを漏らし、肩をそびやかす。

「バカだよね、才人くんは。もっと自己中で意地悪だったら、私に嫌いになってもらえるのに。こんな大事にされたら、もっと好きになっちゃうよ」

「すまない」

「謝らないで。私は嬉うれしかったんだから」

　陽鞠は才人に腕を絡めてくる。

「才人くんの好きなところに連れてって。私、あなたのことをもっと知りたい」

「了解」

　彼女が望むなら、才人は全力で応えるだけだ。

　いつも学校帰りに新刊を買っている裏通りの書店に、陽鞠を案内する。

　こぢんまりとした個人書店。今時珍しく店先に漫画雑誌が山積みにされ、子供向けの絵本が回転ラックで陳列されている。手書きのＰＯＰがガラス壁に所狭しと貼られ、手作り感が満載だ。

　店舗の面積はたいしたことはないのだけれど、選書のセンスが良いのか、妙に才人のツボに刺さる本が多い。うっすらと漂うインクの匂い、老店主の無愛想な接客など、全体から醸し出される静かな空気も心地よい。

　陽鞠が店内を見回して深呼吸した。

「なんか……いい雰囲気のお店だね」

「お、分かるか？」

「うん。地味だけど、そこがいいっていうか。外とは別の世界みたいな感じがする」

　才人は力強くうなずく。

「そうなんだよ。これだけ目立たないと、変な客は入ってこないしな。封印された古代の書庫に迷い込んでいるような気分になる。騒がしい奴やつはいないから、じっくり本を選べる。ネットで情報を集めるのも便利なんだが、手に本を持って活字を追うときの感触って大事だからな。視覚だけじゃなく、触覚とか嗅覚とか聴覚とか、読書の醍だい醐ご味みは五感で本を味わうところにもあるんだよ」

　陽鞠がくすりと笑った。

「才さい人とくんがこんな熱く語るのを見るのって初めてかも」

「熱く語ってるつもりはないんだが……」

　才人は恥ずかしくなる。他人には伝わらないと諦めていたものを理解してもらえたせいで、ガラにもなく前のめりになっていたのだろう。

「普段のクールな才人くんも格かつ好こいいけど、熱い才人くんも素敵だよ。才人くんのいろんなところ、私に教えてほしいな」

「……ああ」

　バカにされているわけではないけれど、それが余計に落ち着かない。すべてを見逃すまいと見つめてくる陽ひ鞠まりの瞳を、正視するのが難しい。

「才人くんはどんな本が好きなの？」

「ジャンルは問わないな。棚の端から順に買っていったこともあるが」

「端から順に!?　すごいね！」

「効率悪いし、金が足りなくなるからやめたけどな」

　才人は北ほう条じようグループの跡継ぎだが、両親は一般庶民だ。放任主義の両親から渡されていた食費を削っても、好き放題に本を買うというわけにはいかなかった。

「私、才人くんの好きな本読みたいな。なんかない？」

「うーん、本を読むと頭が爆発するヤツに勧められるものはないな……」

「爆発はしないよ!?　才人くんが勧めてくれたらなんでも読むよ！」

「それなら俺が一冊ぐらい買ってやる。今回のお礼だ」

　陽鞠は目を丸くする。

「ホント!?　だったら絶対読む！　暗記しちゃうぐらい何十回も読むよ！　やったー、才人くんのプレゼントだ！」

　大喜びする陽鞠を連れて、才人は店内を歩く。

　せっかく陽鞠がやる気を出しているのだから、できる限り彼女の役に立つ本を選びたい。将来のため、知力を向上させられるものが良いだろう。

　才人はそう考え、本棚から六法全書を抜き取った。

「え、な、なにそれ……ブロック？」

　分厚い本の塊に、陽鞠は怯ひるんだ。

「日本の法律が詰まった全集だ。とりあえず、憲法、民法、刑法、商法を暗記しておくといい。ためになるぞ」

「私、弁護士とか目指してないよ!?」

「弁護士じゃなくても法律の知識は必要だ。社会のシステムは知った者勝ちにできているからな。なにも知らないと、あっという間に刑務所行きだ」

「社会ってそんなに怖い場所なの!?　私一生卒業しない！」

「今も卒業できるかどうか際どいだろうが」

「あっ、ひどい！　出席日数だけなら完璧なんだよ!?」

　主張する陽ひ鞠まりをよそに、才さい人とは六法全書を抱えてレジに向かう。このサイズの本は結構痛い出費だが、彼女に借りを返すためには致し方ない。

「ちょ、ちょっと待って！　やっぱりお礼は他のがいいな！」

「六法全書……嫌いなのか。俺は結構好きなんだが……」

　才人は哀かなしい気持ちになった。

「嫌いかどうかも分かんないけど！　さすがに暗記できそうにないし、途中でギブアップしたら才人くんに悪いかなって！」

　陽鞠は恐怖に震えていた。

　拒絶反応を示している相手に、無理強いするわけにもいかない。知識は本人に受け入れる準備が整っていなければ吸収されないのだ。

「分かった。ほしいものは、改めてなにか考えておいてくれ」

「ものじゃなくてもいいんだよね？　たとえば……才人くんに腕立て伏せ五千回やってもらうとか、穴を掘って埋めるのを毎日やってもらうとかでも大丈夫？」

「お前は俺の肉体と精神を崩壊させたいのか」

　そうとしか思えない内容だった。

「たとえば、だよ！　どのくらいのことならＯＫなのか、知っておきたいし！」

「まあ……だいたいのことならやれるぞ」

　陽鞠は良い子だから、無む茶ちやな要求はしてこないだろう。隙さえあれば才人の地球外追放を目もく論ろむ朱あか音ねや、貞操を奪おうとしてくる真ま帆ほとは安心感が違う。

　才人たちは店内をのんびり見て回ってから、書店を後にした。才人がいつも読んでいる作家の新作が出ていたので、ついでに買っておく。

　商店街の大通りを歩いていると、前方から甘い匂いが漂ってきた。パステルカラーの屋根を頂いたクレープ店に、学生たちが並んでいる。

「才人くん、クレープって好き？」

「クリームが多すぎて完食できない。甘くないのなら、たまにシセに付き合って食べるが」

「私、甘くないのは食べたことないんだよね。一つずつ買って食べさせあいっこしようよ」

「そんな恋人みたいな……」

「今の私たちは、恋人でしょ？」

　可愛かわいくウインクして言われたら、ぐうの音も出ない。

　二人は学生たちに混じって列に並び、カウンターでクレープを注文した。

　才さい人とはツナとチーズの入ったおかず系クレープ。陽ひ鞠まりはバナナチョコカスタードマロンバニラトリプルアイスとかいう呪文みたいな名前のクレープだ。

　出てきたクレープも名前通りにてんこ盛りで、崩れ落ちてこないのが不思議なほど危ういバランスを保っている。ぐらぐら揺れているようにも見えて、才人は心配になる。

　陽鞠が自分のクレープをかじった。

「うーん、おいしい！　やっぱりここのクレープはいいねー」

「店によって違いとかあるのか？」

「もちろんあるよー。才人くんも、ほらっ」

「む」

　いきなりクレープを口元に突き出され、才人は反射的に食いついてしまう。

　──甘い。

　今まで食べたことのある、どんなスイーツよりも。舌が痺しびれるくらいに甘くて、その甘さがどろりと体の中に溶けてきて、目まいを覚える。

「才人くんの間接キスゲット♪」

「ゲットしたのは俺の方なんだが……」

　首筋が焼けるように熱い。

　今のは避よけようがなかったから不可抗力……なのだけれど、なぜ自分はよりにもよって陽鞠のかじったところを食べてしまったのか。まるで陽鞠の唇を直じかに舐なめてしまったような羞恥心に身を苛さいなまれる。

　陽鞠は笑顔でクレープをぱくつく。

「私、こういうの夢だったんだよね」

「こういうのって？」

「素敵な恋人と放課後デートして、二人でショッピングしたり、おいしいもの食べたり、ぶらぶらしたりするの。小学生の頃から、ずっと憧れてたんだ」

「ずいぶんマセてたんだな」

「マセてないよー、普通だよ！」

「そんなこと、俺は考えたこともなかったぞ」

　小学生のときに限らず、高校生になっても想像の範囲外だった。

　才人にとって、興味の対象は常に書物の中にあったし、刺激的な情報を与えてくれない人間との関わりは煩わしいだけのものだったからだ。その自分が、陽鞠みたいな人気者とデートのフリをしているなんて信じられない。

「……ちょっと疑問なんだが、これってデートのフリなんだよな？」

「ん？　そうだよ」

「やってることはほぼデートと変わらない気がするんだが……本物のデートと、フリって、なにが違うんだ？」

「あっ……」

　ぎくりと身を引く陽ひ鞠まり。

「なんだその『バレてしまったか！』みたいな顔は」

「まだバレてない！」

「なにがだ！」

　陽鞠が泡を食ってまくし立てる。

「え、えっとね、全然違うよ!?　本当のデートなら、今頃才さい人とくんは死んでるし！」

「デートって命懸けなんだな」

　もっと平和なアクティビティだと誤解していた才人である。とはいえ恋愛の知識については陽鞠の方が詳しいだろう。

「本当のデートなら、キスだってしちゃうし！　偽物だから間接キスぐらいで済んでるんだよ!?　それでも才人くんは生き残れるの!?」

「生き残れんな……」

　言葉の意味は分からないが、言わんとするところは分かる。偽装デートだからこそ、陽鞠も手加減してくれているのだ。

「ねっ、才人くんのクレープもちょうだい！」

　話題をそらすように、陽鞠が身を乗り出してくる。

　才人のクレープを頬ほお張ばると、直後。
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　陽鞠の顔が赤に染まった。

「そんなに辛くないだろ。『地獄の激辛爆炎悶もん絶ぜつチリペッパーツナチーズクレープ』だ」

「すごく辛そうな名前だよ！」

「これでもノーマルタイプだ。隠しメニューに辛さ五千倍タイプもある」

「なんでクレープやさんに辛い系の隠しメニューがあるの!?　水っ、水ーっ！」

　駆け出す陽鞠。

　自動販売機を探すが、こういうときに限ってなかなか見つからない。陽鞠は唇を噛かみ締しめて震え、理性の限界に達そうとしている。

「こっちだ！」

　才人は近くに公園があるのを思い出して走った。

　陽鞠が水飲み場に駆け寄り、体を乗り出して蛇口を開ける。勢いよく噴き出す水が、顔に激突して飛び散る。濡ぬれるのを気にする余裕もないのか、陽鞠は夢中で水を飲む。

　しばらくして人心地ついたらしく、ベンチにへたり込んだ。

「はあ……辛かったぁ……。舌が吹き飛ぶかと思ったよ……」

「オーバーだな。あれで弱音を吐いていたら、この先戦っていけないぞ」

「なにと戦うの!?　私、フードファイターとかも目指してないよ!?」

「激辛のカップ焼きソバばかり五十個くらい調子に乗って買いすぎてしまって、家にそれしかないときに、困るだろうと言っているんだ」

　才さい人とは実体験から話した。

「なるほど……？」

　首を傾かしげる陽ひ鞠まりは、髪も制服もびしょ濡ぬれだ。

　ボリュームたっぷりの胸にブラウスの布が貼りつき、下着と肌が透けている。スカートまで濡れてしまっていて、太ももを伝っていく水滴が艶美な輝きを帯びている。

「今日はもう帰った方がいい。風邪引くだろ」

「大丈夫だよ！　まだまだ行けるよ！」

「無理をするな」

「無理じゃないよ！　せっかく才人くんとデートできるんだから、帰りたくない！」

　陽鞠が子供のようにワガママを言う姿を、才人は初めて見た気がした。いつも彼女は大人の余裕に満ちていて、自分の願いをそのままさらけ出すことはなかった。

「ほれ」

　才人は制服の上着を脱いで、陽鞠の肩にかけてやる。

「えっ……」

「そんな格好じゃ歩きづらいだろ。家まで送るから、帰ろう」

「う、うん……」

　陽鞠は頬ほおを赤らめ、才人の上着を抱き締めるようにして縮こまった。







　陽鞠の自宅は、七階建てのマンションの三階だった。

　管理人がいない管理人室の前を通り、小さめのエレベーターに乗る。中の壁には、ゴミ出しの注意事項とか、近所で出没した不審者の情報とか、事務的な貼り紙が無造作に貼られている。

　ゆっくりと昇っていく箱の中で、才人はどこを見たらよいのか分からず困った。才人の上着を羽織っていても、その隙間から陽鞠の濡れた胸元が覗のぞいていて、直視は躊躇ためらわれる。いつも朗らかな陽鞠が、今は一言も発さずにうつむいている。

　ベルが鳴って扉が開くと、才人は詰めていた息を吐いた。

　通路にはエアコンの室外機が並び、所々に子供の玩おも具ちやが放置されていた。「石いし倉くら」とプレートのつけられたドアの前で、陽鞠が立ち止まり、学生鞄かばんから鍵を取り出す。ジャラジャラとストラップの鳴る音、ひんやりとした鍵の回る音。

「じゃあ、俺はこれで……」

　上着を返してもらおうと才さい人との差し出した手を、陽ひ鞠まりが握った。

「……才人くん。ちょっとだけ、寄っていかない？」

　聴いているのが切なくなるぐらい、緊張した声だった。触れ合った手の平から、陽鞠の震えが伝わってくる。

「いや……」

「わ、私のせいで、才人くんの上着濡ぬれちゃったし！　乾かさなきゃ才人くんが風邪引いちゃうし！　そのあいだお茶でも飲んでたらいいんじゃないかなって！　バイト先の喫茶店のマスターから、すっごくおいしいダージリンもらったんだ！」

　懸命に言い募る陽鞠を、才人は突き放すことができない。

　ただでさえ、陽鞠に対しては負い目がある。それだけではなく偽装恋人まで引き受けてもらって、北ほうじ条よう家の事情に巻き込んでしまっている。

「……分かった。あまり長くはいられないが」

「うんっ！」

　陽鞠は才人の手を引いて、踊るように玄関に飛び込んだ。

　フローリングの廊下沿いのドアを開け、才人を案内する。

　ピンクとマスコットで埋め尽くされたギャルの部屋を予想していた才人だったが、予想は外れた。白を基調とする落ち着いた内装に、大きな衣装ダンス。毛足の長いラグマットの上に、ガラスのテーブルが置かれている。

　室内は綺き麗れいに整理整頓されていて、塵ちり一つ落ちていなかった。学習机の上には、香水の瓶や写真立てが並んでいる。写真の片方は陽鞠と朱あか音ねのツーショット、もう片方は才人の写真だった。

「これ……」

　才人が自分の写真に気づくと、陽鞠は慌てる。

「あっ、ご、ごめんっ！　盗撮とかじゃないから！　修学旅行のときの写真、つい買っちゃっただけだから！　こんなの飾ってるなんて気持ち悪いよね！　ちゃんと返すから！」

「別に返さなくてもいい」

　単純に気恥ずかしいだけだ。

「い、いいの？」

「俺が買ったわけでもないしな。飾りたいなら好きにしてくれ」

「じゃあ今追加で写真を撮らせてもらって部屋に飾りまくってもいい!?」

「それは普通に怖いからやめてくれ」

「ちゃんと買うから！　バイトの貯金あるし、一枚十万円くらいなら出せるから！」

「俺の写真にそんな価値はない！」

　なぜ皆が写真を大事にするのか、才さい人とにはよく分からない。才人にとっては、過去の光景は嫌でも脳裏に焼きついて、消そうとしても消えないものだ。

　だから修学旅行の写真も買わなかった。両親も息子の成長を記録に残そうとはしなかったから、実家には才人の写真がない。

「着替えてくるから、ちょっと待っててね」

　陽ひ鞠まりが廊下に出て行き、才人は彼女の部屋に取り残された。座る場所に迷い、手持ち無沙汰に立ち尽くして室内を眺める。

　学習机の本棚には、女性向けの雑誌やヘアスタイル、ネイルアートなどの本に混じって、専門書が並んでいた。『欲望と願望のメカニズム』『集団心理総論』『感情の誘導プロセス』といった、心理学系の本が多い。だいぶ読み込まれて、角が磨すり減へっている。

　──これを……アイツが読んでいるのか？　もしかして陽鞠って、実は結構頭いいんじゃないのか……？

　才人は本を手に取ってみる。

　ページをめくると、あちこちに蛍光ペンで線が引かれ、女の子らしい丸っこい文字で注釈もつけられていた。読むだけではなく、しっかりと勉強もしているようだ。学校の勉強は散々だけれど、興味があることになら全力を出せるのか。

「お待たせっ！」

　陽鞠が部屋に戻ってきて、才人は本を棚にしまった。

　彼女は片手に持ったトレイにティーポットとカップのセットを載せている。喫茶店バイトの成果か、そんな姿も様になっている……のはいいのだが、陽鞠の服装に才人はぎょっとする。

　肩出しのニットのルームウェア。長いトップスが腰の辺りまで覆い、その下から剥むき出だしの太ももが伸びている。ハーフパンツやスカートの類たぐいは存在しない。

「ちょっ、下！　穿はき忘れてるぞ!?」

「えっ!?　ちゃんと下着穿いてるよ!?」

「下着じゃなくて！　その上に穿くヤツ穿いてないだろうが！」

「あー。大丈夫だよ、これはそういうデザインだから。ワンピースみたいな感じ」

　陽鞠はおかしそうに笑って、テーブルにカップを置いていく。床に膝を突いたせいで裾がさらにずり上がり、むっちりとした太ももが肉感的な魔力を漂わせている。

「なにが大丈夫なんだ……」

「ドキドキしてくれた？」

「……まあ」

「やった♪」

　陽鞠は耳を赤く染め、ティーポットからカップに紅茶を注つぐ。かぐわしい香りが湯気と共に上がってきて、彼女の部屋を満たしていく。

「立ってないで、座って座って。こっち！」

　陽ひ鞠まりは才さい人との腕を引っ張り、ベッドの端に腰掛けた。

　勢いで隣に腰を下ろしてしまう才人。女の子のベッドに二人で並んで座っているのは少々まずいのではないかと思うけれど、今さら移動するのも失礼だ。

　仕方なく、そのままティーカップを持ち上げ、紅茶をすすった。ふくよかな味わいが口の中でほぐれ、舌の深奥まで染み込んでいく。

「うまいな」

「でしょー？　普通のお店には売ってないお茶っ葉なんだよ」

　陽鞠も紅茶をすすり、はぁ～っと満足げに息をつく。真っ白な脚を惜しげもなく伸ばし、ベッドに手を突いて背をそらしている。

　陽鞠はスマートフォンでメッセージアプリを起動し、才人の方に差し出した。

「見て、うちのクラスのグループチャット」

「そんなモノがあるのか？　俺は入っていないぞ」

「朱あか音ねも入ってないよ。私が誘ったんだけど、面倒だからって断られちゃって」

「俺は誰にも誘われもしなかったんだが……」

「才人くんも興味なさそうだもんねー」

「興味はないが……」

　まったく声もかからないのは、それはそれで微妙な気持ちになる。普通に糸し青せいがチャットに入っていて、妙なスタンプを貼っているのを見ると、微妙な気持ちが倍増する。

「それより、ほら。みんな、私たちの話で盛り上がってるよ」

　陽鞠が画面をスワイプする。次々と流れるメッセージ。

『石いし倉くらさんと北ほう条じようくん、めっちゃイイ感じだったよねー』『さっき商店街でも見かけてさー』『マジで？　デート？』『イチャイチャしてたよ』『陽鞠、デートの報告まだ～？』『バカ、陽鞠は今忙しいんだよー』『あっ……』『だよね～』『やばーい♪』

　などなど、下世話な噂うわさで持ちきりだ。才人と朱音の同どう棲せい疑惑については、すっかり皆の頭から消え去ってしまっているようだ。

　才人は感心する。

「すごいな……。お前の作戦、完璧に成功しているじゃないか」

「あはは、まぐれだよ、まぐれ」

「まぐれじゃないだろ。そこの本棚にも、心理学の本がいろいろ置いてあったし。あれ、勉強したのか？」

「あ……うん」

「陽鞠は本当に人のコントロールが得意なんだな」

「得意っていうか……頑張らなきゃ生きてこられなかったっていうか、ね」

「どういうことだ？」

　陽ひ鞠まりはニットの長い袖でティーカップを包み込み、揺れる水面を眺める。

「私さ、小学生の頃いじめられてたって話したじゃん」

「ああ」

　派手な容姿や金髪のせいで、悪目立ちしてしまっていたという話だ。民衆はえてして異質なモノ、自分たちより優れているモノを攻撃したがる。

「朱あか音ねが助けてくれたお陰でいじめはなくなったんだけど、クラスが替わったらまたいじめられそうになっちゃってさ。私をかばえばかばうほど朱音はみんなから嫌われちゃうし、このままじゃダメだと思ったんだよね。朱音には、もう迷惑をかけたくなかった」

　強い声音。朱音と違って表面は温和な少女だけれど、その奥には同じくらいしっかりとした芯があるのを、才さい人とは感じる。

「だから、練習したの。誰も、私と朱音を攻撃しないように。みんなが私たちのことを好きになってくれるように。そのためには、みんなの心を操るしかなかった」

「……そうか」

　あの激しい性格の朱音が、クラスでなんとかやっていけているのは、陽鞠のサポートが大きいのだろう。「学校の人気者」である陽鞠の親友に手を出す勇気のある生徒は、なかなかいない。

　陽鞠が不安そうに才人の顔を見る。

「……可愛かわいくないよね、こんな女の子」

「いや。親友のためにそこまでやれるのは尊敬する」

　そもそも北ほうじ条よう家は、目的のためなら手段を選ばない一族だ。天てん竜りゆうの所業に比べれば陽鞠のやっていることなど可愛いものだし、動機は比べものにならないほど純粋だ。

　才人は苦笑する。

「その技術、俺にも使われそうなのは怖いけどな」

　陽鞠は目を見張る。

「大事な人には使わないよ！　そんなのずるいし！　操って手に入れた心なんて、虚むなしいだけだと思うし！」

「まあ、そうだな」

　だが人付き合いとは、大なり小なり技術なのではないだろうか。才人も朱音の好物を作ったり、プレゼントを用意したりして、過ごしやすい家になるよう努力している。心に干渉するという意味では、陽鞠とやっていることは変わらない。

「とにかく助かった。お前のお陰で、俺はピンチから逃れることができた。こんなことに付き合わせてしまってすまない」

　才さい人とは陽ひ鞠まりに頭を下げた。

「ううん、いいんだよ。私にもメリットはあるから」

「メリット？」

「だって、こんなことにでもならなかったら、才人くんは私の家に来てくれなかったし。最初は恋人のフリでも……嘘うそから出たまこと、って言葉もあるでしょ？」

　ぎしりと、ベッドが軋きしんだ。陽鞠がマットレスに手を突いて、才人の方に身を乗り出している。磨き抜かれたように艶を帯びた肩から、甘い香りが漂ってくる。

「俺は結婚を……」

「してるけど、政略結婚みたいなものでしょ？　家の都合なんだから。それとも才人くんは、朱あか音ねに恋愛感情があるの？」

「恋愛感情は……ない」

　ないはずだ。たまに朱音の可愛かわいい表情にどきっとさせられることはあるが、それは若気の至り。あんな美少女と一緒に暮らしていたら、外見に惑わされても仕方ない。朱音の中身は暴走ドラゴンで、才人はドラゴンに恋をするほど無謀ではないのだ。

　陽鞠が才人の膝に手を載せ、顔を寄せてくる。

「じゃあ……私にもチャンスはあるよね。私は愛人でも……いいよ？」

　微熱に浮かされたように、甘くささやく。欲望に憑つかれた瞳が、才人を見つめている。

　才人は心臓が痛いほど打つのを感じる。彼女が本気で言っているのが分かってしまい、いつでも才人を受け入れるつもりなのが伝わってきてしまい、全身が熱くなる。

「自分を安売りするな」

　たしなめる才人を、陽鞠が見み据すえる。

「安くないよ。才人くんが手に入るなら、どんな形でもいいってだけだよ」

「愛人でもか」

「もっとすごい形で才人くんのそばにいる子もいるでしょ」

「は……？」

「あっ……」

　才人が眉をひそめると、陽鞠は口を手の平で覆った。

「誰の話だ？」

「ご、ごめん。忘れて」

「俺は忘れられないんだ。なんのことだ？」

「ホントにごめんなさい。今のは私が悪い。言っても誰も幸せになれないから」

　押し黙る陽鞠。これ以上追及しても、情報を得るのは難しいだろう。

　才人はため息をついた。

「じゃあ、聞かなかったことにする」

「うん……」

　顔を伏せる陽ひ鞠まり。

　気詰まりな空気を掻かき消けすように、明るい声を出す。

「そうだ！　才さい人とくん、おなか空すかない？　せっかくだから、夕ごはん食べていってよ。朱あか音ねほどじゃないけど、私も料理は結構得意なんだよ！」

「夕飯まで食っていくのは迷惑だろ」

「平気だよ。お父さんもあの人も、今日は帰ってこないから」

「旅行でも行ってるのか？」

　お母さんではなく、あの人、という言葉が才人は引っかかった。

「旅行じゃないよ。私が家にいるときは……二人とも帰ってこないってだけ」

　陽鞠が膝の上で手を握り締める。普段演じている学校の人気者とは大違いの、寄る辺ない姿。身を切るような孤独感が彼女から滲にじみ出だしている。

「……うちに似てるな」

「え？」

「俺も両親には嫌われてるからな。二人とも、あんまり家にいなかった。運動会や授業参観にも、親が来た記憶はない。笑えるよな」

「……笑えないよ」

　そうだな、笑えない。才人は内心でつぶやく。

「でも……才人くんと同じで嬉うれしいな」

　陽鞠は微笑ほほえむ。そんなことが同じでも、なんの得にもならないというのに。お揃そろいの傷跡すら、彼女にとっては愛いとしい首輪なのだろうか。

　この優しくて痛々しくて甘い空間に居続けたら、どうにかなってしまいそうで、才人はベッドから立ち上がる。

「そろそろ帰るよ」

「だめ」

　陽鞠が才人の腰に抱きついた。やわらかな抱擁が、互いの距離を溶かしながら包み込む。すべらかな腕が、才人を逃がすまいと巻きついてくる。

「おい……」

「寂しいから、もう少しだけ。お願い……一緒にいて」

　すすり泣くようなおねだりを、才人は振り払えなかった。







　夜遅くなっても、才人は家に帰ってこなかった。

　教室を陽鞠と二人で出ていくのは朱音も見たから、きっとデートが長引いているのだろう。どこでなにをしているのか。まさかとは思うが、今夜は二人でお泊まりでもするつもりなのか。

　そんなことを考えると朱あか音ねは落ち着かず、勉強に集中できない。一時間もかけて問題集を一ページ解いた後、今度のテスト範囲ではないところをやっていたことに気づいて脱力する。

「全然ダメだわ……才さい人とのせいよ……」

　陽ひ鞠まりに連絡して、才人がどこにいるのか教えてもらうべきだろうか。だが、それですぐに居場所が分かってしまったら、悔しい気がする。

　勉強部屋にこもっていたら、才人が帰宅したことに気づけないかもしれない。そう思った朱音は、参考書を持って一階に降りた。

　リビングのソファに腰掛け、参考書の中身を覚えようとするけれど、頭に入ってこない。テレビをつけても、面白い番組はやっていない。スマートフォンで猫の動画を観みて癒いやされようとするが、あまり効果がない。

　独りで悶もん々もんとしていると、玄関の扉が開く音が聞こえた。

　──才人だわ！

　反射的に立ち上がる朱音だが、即座に座り直す。

　玄関へ迎えに出てしまったら、帰りを待っていたと勘違いされてしまう。ご主人様の帰宅に喜ぶ犬のような扱いを受けるのは、屈辱的すぎて耐えられない。

　朱音は飽くまでソファに居座り、参考書を読んでいるフリをした。

　制服姿の才人がリビングに入ってくる。上着は皺しわになり、妙に疲れた様子だ。

「ただいま」

「…………」

　気まずそうな才人の挨拶を、朱音は黙殺する。

「どうしたんだ？」

「どうもしていないわ。夜ごはんはテーブルにあるから、さっさと食べて寝なさい」

「夜ごはんって……」

　テーブルに置かれたカップ麺を、才人はまじまじと眺める。

「お前、カップ麺は体に悪いからって嫌いじゃなかったか？　ケンカしてるときも食事は作ってくれていたし」

「知らないわよ！　あんたの好物なんでしょ？　体に悪いもの食べたらいいじゃない！　そして体を壊したらいいじゃない！」

「なんで怒ってるんだ？」

「怒ってないわよ!!」

　朱音は膝の上で拳を握り締めて叫んだ。

　本当に、怒っているわけではないのだ。二人の生活を守るために偽装恋人の作戦が役立つのは分かるし、そのために才さい人とが頑張っているのも分かる。

　才人は悪くない。彼を責めるべきではない。そもそも才人が陽ひ鞠まりとデートしようが、お泊まりをしようが、朱あか音ねには関係ないはずなのだ。

　なのに、どうしても気になって仕方ない。思考も感情も混乱していて、まともにコントロールできない。

「今まで……陽鞠と一緒にいたの？」

「あ、ああ。商店街をぶらついた後、ちょっと陽鞠の家に寄ってな」

「い、家って……。陽鞠のご両親は？」

「今日はいなかった」

「……っ！」

　朱音は才人の顔を見ているのも苦しくなって、リビングを飛び出す。階段を駆け上り、自分の勉強部屋に飛び込んだ。

　閉じたドアに背中をつけ、肩で息をする。耳の奥で、脈が激しく鳴っている。

　この気持ちは、いったいなんなのか。分からない。どうしたら胸の中から不愉快な黒い渦が消えてくれるのか、まったく分からない。

　朱音はスマートフォンのメッセージアプリで、陽鞠に電話をかけた。

「もしもし……」

『あっ、朱音？　才人くんは無事にそっち帰った？』

　耳に当てた冷たいスマートフォンから、いつもと変わらず朗らかな陽鞠の声が響く。いや、今夜の陽鞠は、普段に増してテンションが高いように思える。

「……ええ」

『よかった！　夕ごはんならウチで食べさせたから、朱音は気にしなくていいよ！』

「最初から気にしてないわ。作るつもりもなかったし」

『じゃあ、ちょうどよかったね。聞いてよ朱音、才人くんってばさ、お風呂も入っていったらって私が勧めたら、すっごい恥ずかしがっちゃって～』

「聞きたくない！」

　朱音は怒鳴った。

　陽鞠が困惑する。

『あ、朱音？　どしたの？　急に大おっきな声出されたら、耳がキーンってしちゃうよ』

「ご、ごめんなさい……」

　朱音は肩を縮こまらせた。

　陽鞠はなにも悪くない。この親友は、飽くまでも厚意で才人と朱音を助けてくれようとしているだけなのだ。

「あ、あの、陽ひ鞠まり？　偽装恋人なんて大変でしょ？　嫌ならやめてくれても……」

『嫌じゃないよ、全然。偽者でも、才さい人とくんの恋人になれるならそれでいいよ』

「でも、もう噂うわさは消えたと思うし……」

『まだ足りないよ。もっとやらなきゃ』

「いつまでやればいいの……？」

『一生、かなぁ』

　あはは、と陽鞠が笑う。

　──一生って……。

　それは偽者なのか。本物よりも本物だったりはしないのか。

　陽鞠の声が温度を下げる。

『……朱あか音ねは嫌なの？　才人くんと私が、そういう関係でいるの。ヤキモチ妬やいちゃうって言うなら、やめるけど』

「や、妬くわけないじゃない！　アイツへの恋愛感情なんてないんだから！」

　朱音は首筋が熱を帯びるのを感じる。

『じゃあ、大丈夫だよね！　朱音と才人くんは平和に暮らせてハッピーだし、私は才人くんとイチャイチャできてハッピー♪　なにも問題なくない？』

「そう、ね……。問題ない、わよね……」

　そのはずなのに。

　胸の中のざわめきが、収まらない。
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　夕食の終わったリビングに、ゆったりとした時間が流れている。

　才さい人とはソファで本を読み、朱あか音ねは隣で参考書と睨にらみ合あっている。昨夜はあんなに機嫌が悪そうだったのに、自分の勉強部屋に籠もらず、夫婦の共有スペースに残っている。

　食事もカップ麺ではなく、常に増して気合いの入ったコース料理だった。才人への殺意も感じられない。朱音がなにを考えているのか、才人にはよく分からない。

　クラスの噂うわさの中心は同どう棲せい疑惑から才人と陽ひ鞠まりの交際に移っているが、まだまだ油断は禁物だろう。朱音と二人でいるところをクラスメイトに目撃されたら、すべての苦労が水の泡だ。外でうかつに会話もできない。

　才人は本を閉じて朱音に話しかける。

「そういや、まだ連絡先を交換してなかったな。教えてもらってもいいか？」

「ナ、ナンパ……？」

　朱音は参考書を抱き締めてドン引きした。

「自分の嫁をナンパしてどうするんだ！」

「私をどうするつもりなの……？」

　朱あか音ねは恐怖に震えた。

「どうもしない！　連絡が取れないと、外で困るだろ」

「そうね……陽ひ鞠まりの家から朝帰りするときとか、せめて連絡はないと困るものね……」

　非難がましい視線。

「朝帰りはしない。昨夜だってちゃんと帰ってきただろ」

「でも本当は帰ってきたくなかったんでしょ!?　私のごはんより陽鞠のごはんの方が好きなんでしょ──!?」

「お前はなにを張り合っているんだ……」

　才さい人とが夕飯を済ませてから帰宅したのが、そんなに気に入らなかったのだろうか。近頃、朱音の様子がどうもおかしい。

「しばらくは二人で買い物にも行けそうにないから、連絡手段が必要だと思っただけだ。買ってきてほしいものがあるときとか、連絡が取れると便利だろ？」

「なるほど、そういう口説き文句もあるのね……」

「だから口説き文句じゃない。飽くまで実務的なものだ」

「し、仕方ないわね……」

　朱音がおずおずとスマートフォンを差し出し、ＩＤを交換する。

「……どうして私たち、今まで連絡先を交換してなかったのかしら」

　最近まで連絡手段が必要な状況にはならなかったから、というのも原因の一つだが。

「そんなこと頼んでも、気持ち悪がられる気がしてな」

「確かに気持ち悪かったわ」

「はっきり言うなよ！」

「警察に通報しようかと思ったわ」

「俺は学校に近寄るだけで逮捕される不審者か」

　天敵とはいえ同い年の女子から汚物扱いされ、才人はつらくなる。

「でも……」

　朱音はスマートフォンの画面を眺め、ほっぺたを赤く染める。

「男の子の連絡先を入れたのって、初めてだわ」

「そ、そうか」

　さして気持ち悪がっている感じでもなく、むしろちょっと嬉うれしそうで、才人は反応に困る。自分のスマートフォンに朱音の名前と写真が表示されているのが、妙にくすぐったい。

「学校で電話がかかってきたとき、才人からって気づかれたら困るから、名前を変えておくわね」

「おう」

　朱音がスマートフォンに入力する。

「バ、カ、と」

「バカはやめろ」

　屈辱的な表示名に才さい人とは抗議する。

「ア、ホ、と」

「アホもやめろ」

「他にあんたを表す正確な言葉がないんだもの」

「いろいろあるだろ！　『史上最強の天才』とか『崇高なる絶対王者』とか」

「じゃあ『崇高にして時代を超越せし最強の天才イケメン』にしておくわね」

「やっぱりナシだ。さすがに恥ずかしい」

　戯ざれ言ごとに皮肉で返すとは、朱あか音ねの攻撃も徐々に高度になってきているようだ。単純な口撃よりも貫通力が進化している。

「あんたにも恥という感覚があったのね」

「恥知らずみたいな言い方は控えてくれるか？」

「全裸で外を歩くのが趣味の人間だと思っていたわ」

「俺の趣味は読書だ！」

　才人が再び本を読もうとしていると、スマートフォンから通知音が鳴った。

　届いているのは、朱音からのメッセージ。

『こんばんは』

　スマートフォンを抱えた朱音が、才人の方にきらきらと期待の眼まな差ざしを向けている。

　──メッセージのやり取りをしてみたいのか……？

　既読無視などしたら即バレする距離だし、朱音がやりたいのなら付き合うのが夫婦円満への道だろう。

　才人は返信する。

『こんばんは』

『お元気ですか？』

『元気です』

『あなたの名前はなんですか？』

『北ほうじ条よう才人です』

　まるでボットのような定型文。しかし驚くなかれ、この無味乾燥な文章を嬉き々きとして送りつけてきているのは才人の嫁なのである。学年二位の秀才とは思えない。

　朱音はメッセージの送信を続ける。

『This is a pen』

『なんで急に英語になった』

　しかも中学一年で習う初歩の初歩だ。

『I am a pen』

『お前は文房具だったのか』

　人間だと誤解していた。

『晩ごはんは食べましたか？』

『さっき一緒に食べました。しっかりしろ』

　大丈夫か？　と目つきの悪い猫が尋ねるスタンプを、才さい人とは貼っておく。

　朱あか音ねはスマートフォンを両手で握って、楽しそうに肩を揺らしている。

『あなたの晩ごはんはなんでしたか？』

『作ったのはお前だろ。メインはハンバーグだ』

『なんの生き物のハンバーグだと思いますか？』

『え、怖っ……。牛……？』

『うし？』

　なぜそこで急にひらがなになるのか。やめていただきたいと痛切に感じる才人だが、朱音は変わらず上機嫌だ。その曇りなき笑顔はなんなのか。

『ヒントをくれ。ちょっとは当てやすくなる』

『ヒント……脚が五十本、目が九十個ある生き物です』

『余計に分からん』
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　地球上に現存する生物ではなさそうだった。

　朱あか音ねがソファから立ち上がり、走っていってリビングの扉の陰に隠れる。

　才さい人とのスマートフォンに電話がかかってきた。才人が出ると、朱音は敵地から連絡するスパイのノリでささやく。

『……もしもし。聞こえますか。こちら私です』

「同じ家なんだから普通に話せよ！」

　才人は痺しびれを切らした。

『そうは行かないわ。これは訓練なのだから』

「なんの訓練だよ！」

『才人がコンクリ詰めにされたとき、こっそり連絡をするための訓練よ』

「犯人は十中八九お前だよな」

『そんなことしないわ。だって私は優しいから』

「朱音の優しさとは……」

　苦しませずに一瞬で逝かせることなのだろうと、才人は確信した。







「おに──ちゃ──んっ!!」

　才人が糸し青せいと学校の中庭で弁当を食べていると、真ま帆ほが背後から飛びついてきた。

　中身が引っ繰り返らないよう弁当を置き、飛とび退のく才人。空振りした真帆が笑顔のまま地面を転がっていく。

　よろめきながら立ち上がり、恨めしそうに才人を見上げる。

「おにーちゃん、アタシを避よけるの上う手まくなってるよね……」

「そりゃこんなに毎日襲撃を受けていたらな」

　安心して昼食も取っていられない。朱音の手作り料理は学校に持ってこられないから、登校中に買った弁当だが、それでもアリの餌になってしまうのは忍びない。

　真帆は得意気にＶサインを突き出す。

「おにーちゃんの回避力を育てるため、突撃してあげてるんだよ！」

「絶対ウソだろ」

「バレたかー！　本当はただの性欲です！」

「少しは言葉を選ぼうか！」

「ウソついたお詫わびにぎゅーってしてあげるーっ！」

「結構だ……」

　才人は断固拒否するが、真帆は構わず抱きついてくる。ほっぺたを全力で押しつけ、甘い匂いを擦り込むように密着してくる。糸青はその隙をついて才人の弁当をばくばく食べている。

　──もしやこの二人はグルなのか……!?

　疑う才さい人と。

　だが、糸し青せいは真ま帆ほを才人から引ひっ剥ぺがす。

「くっつきすぎ。兄あにくんにマーキングしないで」

「えー、いいじゃん。しーちゃんだっていつもおにーちゃんにマーキングしてるでしょ？」

「兄にマーキングするのは妹の務め」

「違うよな!?」

「今日はアタシがマーキング当番って、おにーちゃんが言ったんだよ！」

「それも違うよな!?」

　左右から妹たちにしがみつかれて身動きが取れず、才人は弁当も食べられない。いずれにせよ弁当は欠片かけらも残っていないのだけれど。

　糸青ファンの女子と真帆ファンの男子に見られたら処刑確実な状況なので、才人は二人を振り払ってベンチに座らせた。

「しーちゃん、はいっ」

「あむっ」

　真帆がどこからか取り出した団子を投げ、糸青が口でキャッチして呑のみ込こんでいる。なんのかんのと、この二人は相性が悪いわけではないのだろう。

「でもまあ、来てくれて良かったよ。今日はちょっと聞きたいことがあったんだ」

「えっ、アタシの好きな人が知りたい？　そーだなー、おにーちゃんが好きかなっ！　きゃっ♪」

　両手で頬ほおを挟んで身をくねらせる真帆。まともに相手をしたら負けだ。

「俺がパーティで会ったあの子、真帆は誰なのか知ってるんだよな？」

「…………！」

　糸青がぴくりと肩を動かす。

　真帆は開いた手を口元にかざし、目を見開く。

「あー、あれ？　知ってるって言えば知ってるし、知らないって言えば知らないかなー」

　どうも答えがはっきりしないが、なにか情報を持っているのは確かだろう。

　真帆が逃げられないよう、才人は彼女の手を握る。

「お、おにーちゃん……？」

　たじろぐ真帆。

「ちゃんと教えてもらえないか。対価が必要なら、できることはなんでもやる」

「えー？　じゃ、じゃー、なんにしよっかなー？　スゴイこと頼んじゃおっかなー」

「今さらそんなこと知って、兄くんはどうしたいの？」

「どうもしない。わざわざ会いに行くつもりはないし、その子にも真ま帆ほにも迷惑はかけない。ただ……いつまでもなにも分からないままじゃ、気持ちが悪いんだ」

　才さい人との中には、微かすかな仮説があった。

　ほとんどあり得ないが、完全には否定しきれない可能性。

　才人の小学校卒業を祝うパーティには、天てん竜りゆうの知り合いが呼ばれていた。だから天竜と恋仲だった千ち代よの孫、つまり真帆が「あの子」なのではないかと思ったのだ。

　しかし、その条件なら──朱あか音ねも当てはまる。

　才人が真帆を見たとき、あの子の面影があると感じたのは、姉妹だからではないのか。あの子が長い髪を切って成長したら、朱音になるのではないか。

　おしとやかで優しくて、天使のような微笑ほほえみが愛らしかったあの子は、朱音のイメージからはかけ離れているけれど。

「おにーちゃん……本気で知りたいんだね」

「ああ」

「ホントになんでもやる？　おにーちゃんの方からアタシを抱き締めて、とか言っても？」

「そのくらい構わない」

　才人は真帆を抱き寄せようとする。

　真帆は赤面して後じさった。

「ちょ、ちょっと待って！　急に大胆すぎ！」

「いつもお前は遠慮なく抱きついてくるだろうが」

「それは平気だけど！　こーゆーのは照れるってゆーか！」

　わたわたと手を振り回す真帆。開けっぴろげで恥じらいのない普段とは大違いだが、これはこれで可愛かわいらしい。

　真帆は深呼吸して息を整え、覚悟を決めた表情で才人を見上げる。

「ど、どうぞ！」

「じゃあ……」

　歩み寄る才人を、真帆は目を固くつぶって待ち構える。

　そのとき、糸し青せいが真帆の手を引っ張った。

「真帆。シセとデートしよ」

「えっ!?　今から!?」

　目を丸くする真帆。

「ん。今すぐ」

「えーっ、えーっ、どうしたの、しーちゃん!?　ついにアタシの魅力が分かっちゃった!?　アタシのことが好きで好きで仕方なくて、アタシのお人形になりたくなっちゃった!?」

「人形にはならない。真帆と二人で話がしたい」
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「しーちゃんと二人っきりデート！　するするーっ！　学校なんてサボっちゃうー！」

　真ま帆ほは糸し青せいと手を繋つなぎ、嵐のように走り去っていった。

「おい……俺の話は……」

　独り残される才さい人と。

　なぜ急に糸青が真帆を連れ去ろうとしたのかは謎だが、真帆はまんまと糸青の魔力に取り込まれてしまった。

　才人が嘆息していると、スマートフォンに通知が入った。画面には、朱あか音ねからのメッセージが表示されている。

『リビングのカーテンが開けっぱなしだったわ！　中を覗のぞかれたらイヤだから、出かけるときは必ず閉めてって言ってるでしょ！』

『すまん、忘れてた』

　起き抜けの天気が良すぎたから、景色を見ようと思って開けたのだ。

『廊下にも糸くずが一本落ちていたわ！　私が持っている服の色じゃないから、才人が落としたのよね!?』

『よく見つけたな!?　家に帰ったら掃除するから。それじゃ』

『待ちなさい！　洗面所にも才人の髪の毛が一本落ちていたわ！　ベッドのシーツもぐちゃぐちゃにしてあったし、テーブルにはコップが置きっぱなしだったし、テレビのリモコンはいつもの場所になかったし、あとね、えっとね』

『お前、文句が言いたいだけだろ！』

　次々と送られてくる小言の暴風雨に、才さい人とは圧倒される。これでは嫁ではなくて姑しゆうとめだ。通知が止まらず、返信だけで昼休みが溶けていく。

　──やっぱり、朱あか音ねが「あの子」なんてことは絶対にないな。

　才人は画面を眺めて苦笑した。







　才人が帰宅するなり、スマートフォンに祖父の天てん竜りゆうから電話がかかってきた。

　疲れているのに独裁者の相手でもっと疲れたくない。速やかに読書に浸りたい。そう願った才人は着信を無視するが、今度は家の電話が鳴り始める。

　それも無視していると、勝手にリビングのテレビの電源がつき、祖父の顔が大写しになった。

『さっさと出んか』

「ぎゃ──!?」

　思わず悲鳴を上げる才人。

　あの祖父のこと、孫夫婦の家になんらかのギミックを仕込んでいるだろうとは予想していたけれど、いざ実物に遭遇すると脅威を感じる。

「じーちゃん……。このテレビはカメラつきか？　俺たちの様子をいつも監視していたりするのか？」

『はっはっはっ、そんなことをするわけがないだろう。これはただのテレビ電話だ』

「まずテレビ電話の機能があるってことを初めて知ったから、信用できないんだよな！」

『説明書なら置いているぞ。クローゼットの上の方に』

　才人がクローゼットを調べると、確かにテレビ電話の説明書があった。が、背伸びをしないと届かないし、説明書の存在にすら気づかない場所だ。

　いったい祖父はなにがしたいのか。恐らく孫をドッキリさせて遊びたいくらいの悪質な理由だろう。

「なんの用だ？」

『用がなければ電話してはいかんのか？』

「恋人みたいなことを言うな」

　才人は怖おぞ気けを震った。

　相手は気軽な雑談を楽しめるような男ではない。気を抜いたら魂を丸ごと奪われてしまうような怪物である。

『次の土曜、ワシの従姉いとこの古希祝いをやる。北ほうじ条よう一族が集まる宴会だから、お前も来い』

「じーちゃんの従姉いとこって、一族の取りまとめをやってくれている人だよな」

『ああ。経営に口を出したがる面倒な連中を、きっちり抑えてくれている。お前がワシの跡を継ぎたいなら、敵に回してはいけない人間だ』

「分かった。祝いの品も買っていく」

　こういう政治についても、天てん竜りゆうは昔から計画的だ。自分の後継者として才さい人とを取引先や有力者に紹介し、じっくりと下地を作っている。

　今考えてみれば、かつて別荘で卒業パーティを開いたのも、その一環だったのだろう。化け物ばかりが輩出される北ほうじ条よう家では、たとえ才人でも立場が盤石とは言えない。

　才人が電話を切ると、朱あか音ねがリビングに入ってきた。

「なにか話し声がしたけど……また独り言？　よっぽど友達がいないのね」

「いつも独り言を言っている可哀かわい想そうな人みたいな扱いはやめろ。じーちゃんと電話していたんだ」

「おじいさんと仲良しなのね」

　生暖かい眼まな差ざしを才人に向ける。

「そういうほのぼのした関係ではない」

「私はおばあちゃんによく子守歌で寝かしてもらっていたわ。才人のおじいさんもそうなんでしょ？」

「地獄か」

　想像するだけで才人は逃げ出したくなった。あの鬼畜祖父が歌うとしたら、子守歌ではなくデスメタルか鎮魂歌レクイエムだろう。

「今度、親戚の集まりがあるらしくてな。俺はじーちゃんに呼ばれてるんだが、お前も来るか？」

「え、なんで私が？」

「親戚に紹介しなきゃいけないだろ」

　特に深い意味もなく告げる才人だが、朱音は顔を紅潮させる。

「しょ、紹介ってそんなっ、結婚してるみたいにっ！」

「結婚してるからな」

「結婚なんてしてないわー！」

「じゃあなんで一緒に暮らしているんだ」

「それはそのっ……あんたがいつの間にか私の家に定住していて……」

「事件すぎるだろ！　通報しろ！」

「任せて！」

　スマートフォンを耳に当てる朱音。

「本気にするな！」

　こんなときだけ仕事が速い朱あか音ねから、才さい人とはスマートフォンを取り上げようとする。朱音は唸うなりながらスマートフォンにしがみついていて手がつけられない。

「北ほうじ条よう家の集まりって言っても、ただの宴会だ。年寄りは年寄り同士飲んで騒いでるだけだし、気を遣うところでもないぞ。アホみたいに高いご馳ち走そうがたくさん出るから、お前もメシ食いに来たらいい」

　朱音は頭を抱える。

「うぅ……。心の準備ができてないから無理よ……」

「心の準備って……オーバーだな。シセもいるぞ」

「ってことは、糸し青せいさんのお母さんも来るのよね……？」

「まあ、来るだろうな」

　そういえば遊園地に行ったとき、送迎の車内で叔母の麗れい子こに会った朱音は、萎縮している様子だった。

　才人としては、最近二人で買い物にも行けていないし、朱音にも外で息抜きしてもらえたら、くらいの気持ちだったのだけれど、逆に負担がかかるようでは本末転倒だ。

「無理にとは言わないが……、当日は泊まりになるし、独りで留守番は寂しくないか？」

　朱音は腕組みしてそっぽを向く。

「さ、寂しくないわ！　むしろあんたがいなくてせいせいするわ！」

「大丈夫か？　急に停電になったらショック死するんじゃ……」

「しないわよ！　あんたは私をなんだと思っているのよ！」

「お前、めちゃくちゃ怖がりだし」

「怖がりじゃないわよ！　もし幽霊が出ても、秒で退治してみせるわ！」

「退魔師だったのか」

　共に暮らしていても未いまだ知らないことはある。同居人の新たな側面を発見か！　と胸を躍らせる才人だが、多分違う。朱音は顔面蒼そう白はくで、やたらと胸を張って震えている。これはあれだ。単なる虚勢だ。

「本当に平気か？　お留守番、ちゃんとできるか？」

「バカにしてるの!?」

「心配しているんだ。お守りのお札、書いていってやろうか？」

「あんたのインチキお札は要らないわよ！」

「インチキではない。信じる者は救われる、必ず救われるんだ」

「インチキっぽさが百倍よ！」

　才人の厚意を飽くまで拒絶する。

「久しぶりに陽ひ鞠まりと思いきり遊びたかったから、ちょうど良かったわ！　一日だろうと一ヶ月だろうと、好きなだけ泊まってきたらいいわ！」

　朱あか音ねは肩を怒らせて言い放った。







　自宅の前に、糸し青せいの家のリムジンが停とまっている。

　才さい人ととしては公共の交通機関か、せめて天てん竜りゆうの家の車で移動したかったのだが、どうしても糸青が迎えに来ると主張したのだ。今日もまたメイド運転手の暴走に付き合わされるのかと思うと、才人は乗る前から車酔いしそうだ。

　なんのかんのと、朱音は玄関まで見送りにきてくれていた。

「いってきます」

「………………」

　挨拶する才人に返事もないが、どこか寂しそうな表情をしている。やはり、この広い家に独りというのは不安なのだろうか。

「大丈夫か？」

「なにが？　私も忙しいんだから、さっさと行って！」

　飽くまで言葉だけはそっけない。

　才人はリムジンに乗り込み、北ほうじ条よう本家に向かった。

　車内にはドレス姿の糸青と、スーツの似合う叔母の麗れい子こもいる。さすがに麗子が乗っているときはメイド運転手も自重するので、才人は安あん堵どした。

　北条本家は、武家屋敷のような迫力の大邸宅だった。

　白漆しつ喰くいの塀が果てなく続き、黒く艶つやめく瓦屋根。堂々たる大門の先には、美の極致を体現した日本庭園が広がっている。

　黒々とした松の枝に、底まで澄んだ鯉こいの池。板廊下が縦横に張り巡らされ、石橋をくぐった小川がせせらいでいる。

「お帰りなさいませ、才人様」「お帰りなさいませ、麗子様」「よくお越しくださいました、糸青様」

　使用人たちが玄関の前にずらりと並び、才人たちを出迎える。

　麗子のハンドバッグを預かり、糸青の靴を甲か斐い甲が斐いしく脱がせる。王侯貴族のような扱いにも麗子と糸青は馴な染じんでいるが、一般人の才人は慣れない。

「俺はこの屋敷に帰ってきてるわけじゃないんだがな……」

　麗子が肩をすくめる。

「本家にとっては、才人くんはこの家の子供なのよ。お父様も、才人くんを何度も養子にしようとしていたでしょう」

「ああ……怖すぎて断ったけどな」

　孫の人生にすら強引に干渉してくる天竜なのに、親権まで掴つかまれてしまったら、なにをされることか。

　きっと毎晩のようにパーティに引っ張り回され、誕生日にはヘリから紐ひもなしバンジーをさせられるに違いない。親らしいことは一切せずとも、まだ放任主義の両親の方が無害だ。

「兄あにくん、兄くん。スキーしよ」

　つるつるの廊下に糸し青せいがジャンプし、腹ばいで滑っていく。

　使用人たちが「お嬢様おやめくださいーっ！」「お召し物がー！」と悲鳴を上げている。糸青は意に介さず、才さい人との方をチラ見してくる。早く滑れとの催促だ。

「仕方ないな！」

　才人は廊下に正座ジャンプして滑っていく。財界の者たちにとって伏魔殿のごとき北ほうじ条よう本家も、才人と糸青にとってはただの「じーちゃんの家」だ。

　宴の会場である大広間は豪ごう華か絢けん爛らんで、城の一室を思わせる。金きん箔ぱくで彩られた四方の屏びよ風うぶに竜や虎が描かれ、天井にも黄金の装飾。上座には、既に天てん竜りゆうが陣取っている。というか既に呑のんでいる。

　隣には天竜の従姉いとこの静しずが座っていた。今年で古希──つまり七十歳を迎えるはずだが、凜りんとした美貌からは年齢が窺うかがい知しれない。才人が幼い頃からまったく外見が変わっていないので、才人の中で静は妖怪の類たぐいとして認識されている。

「おーい、才人、糸青。こっちに来て座れ！」

　上機嫌で手招きする天竜。

「酔っ払いの隣には座りたくないんだがな」

「今夜はみんな酔っ払いだ！　諦めろ」

　祖父は言い出したら聞かないし、主賓の前で揉もめるのも得策ではない。才人は糸青と共に天竜たちの方へ移動する。

「ご無沙汰しています。古希おめでとうございます」

「おめでとう。もっと生きるといい」

　才人と糸青が祝いの品を差し出すと、静は頬ほおを緩めた。

「ありがとう。あと千年くらいは生きると思いますよ」

「はっはっはっ。静が言うと冗談に聞こえんな」

　笑う天竜だが、才人も同感だ。

「で？　お前の嫁はどこだ？　まだ来とらんのか？」

「朱あか音ねなら今日は欠席だ。親戚に紹介されるのが恥ずかしいらしい」

「おや、可愛かわいらしいこと」

　静が肩をそびやかす。

「夫婦仲良くやってるか？　ひ孫はできたか？」

　天竜が才人に訊きいた。

「できていない。結婚の条件はきちんと守るが、俺たちはそういう関係じゃない」

「なにをもったいないことをしとるんだ。新婚だぞ？　今が一番楽しいときだろうが。風呂は二人で入っているのか？」

「入るわけないだろ！」

　才さい人とは首筋が熱くなるのを感じる。

　宴会が始まる前からこの調子では、今夜はどれだけ根掘り葉掘りプライバシーを詮索されるか分からない。

「天てん竜りゆう、そのくらいにしておきなさい。若い人は繊細なんですよ」

　静しずがたしなめる。

　世界広しといえど、帝王天竜に注意できるのは静くらいだ。だからこそ魑ち魅み魍もう魎りようの親族たちも、静を信頼して従うのだろう。

「無む茶ちやな結婚を強制させるのもやめろって、祖父を叱ってもらえませんか」

　才人は静に頼んだ。

「今さらなにを色ボケしているのかって、最初は呆あきれましたけどね。ま、そんな天竜を一生支えると決めたのは私なのだから、仕方ありません」

「静さんは反対していないんですか？」

「五十年前は庶民だった千ち代よも、今じゃ政官財に睨にらみの利く桜さく森らもりの女将おかみ。北ほう条じようが結んでおいて損じゃありません。しっかり嫁の機嫌を取っておきなさい」

　個人的な感情で動いている天竜に対し、静は北条家の繁栄のために動いているらしい。才人はどちらにも興味はないのだが、北条家の実力者二人の意向には抗あらがえない。

　静が告げる。

「私はてっきり、いずれ才人は糸し青せいと結婚するものとばかり思っていたんですけどね」

「そんなまさか……」

　才人が苦笑して見やると。

「…………っ」

　糸青の顔は真っ赤になっていた。

「どうした？」

「なにが？」

「いや、顔が赤いから……」

「どうもしていない。唐とう辛がら子しを一トンほど食べただけ」

「どこに隠し持っていた」

「シセは空間の支配者。平行世界から唐辛子を好きなだけ呼び出せる」

「そんなすごい力があるならもっと有効活用しろ」

　唐辛子限定では宝の持ち腐れすぎる。
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「もしかして、照れてるのか？」

「照れてない」

　糸し青せいは自分の席に歩いていき、座布団に座る。平静を装おうとしているようだが、耳まで真紅に染めてぷるぷる震えている。ここまで感情が表に出ている糸青は珍しい。

　才さい人とは糸青の隣に腰を下ろした。

「あんなの冗談だろ。気にするな」

「……兄あにくんは、全然気にならないの？」

「じーちゃんのセクハラに比べたらマシだ」

「……そう」

　糸青の小さなげんこつが、才人の口に突っ込んでくる。ダメージはないものの、口にがっつりはまり込んでしまっていて外れない。しかもぐいぐいと押し入ってくる。

「も、もが……なにを……」

　糸青はげんこつを引き抜き、才人の膝に頭を載せる。

「シセは兄くんに頭撫なで撫なでを要求する」

「別に構わんが……」

　才人は釈然としない思いで糸青の頭を撫でた。







　朱あか音ねは最近、陽ひ鞠まりとすれ違ってしまっている気がしていた。

　陽鞠の言葉や表情は変わらないのに、なにかが違う。小学生のときからあまりネガティブな感情を見せない子で、どんなに嫌なことがあっても笑っていたけれど、近頃は本当に陽鞠の気持ちが読み取れない。

　だから、才さい人とが留守にしている機会に、朱音は陽鞠を自宅に招いた。きちんと陽鞠と話したい。また昔のように無二の親友として手を取り合いたい。

　──陽鞠、来てくれるかしら……？

　朱音が不安を覚えながら家で待っていると、インターホンが鳴った。

　速まる鼓動に、我知らず駆け足になって、玄関の扉を開ける。

「いらっしゃい、ひま──」

　言いかける朱音に、陽鞠が抱きついた。決して放すまいとするかのように抱き締め、その場から動こうとしない。

「ちょ、ちょっと……どうしたの……？」

「呼んでくれてありがとう……。朱音に嫌われちゃったかと思ってた……」

　背中に回された陽鞠の腕が、小さく震えている。

「陽鞠を嫌いになんかならないわよ！　なんでそう思ったの？」

　嫌われたのではないかと心配していたのは、むしろ朱音の方なのに。

「私、才人くんと学校帰りに遊んだり、遅くまで家に引き留めたりしてたから……。朱音、怒ったんじゃないかって……」

「怒ってないわよ！　陽鞠が私たちのために頑張ってくれているの、ちゃんと分かってるし。才人がどこをほっつき歩いてきても、どうでもいいし！」

「ホント……？」

「本当よ！」

　朱音は全力で保証する。

　モヤモヤした気持ちがあったのは否めないけれど、長年の親友を失うくらいなら、そんな気持ちを呑のみ込こむのも些さ細さいなことだ。なによりも大事なのは、陽鞠との友情なのだ。

「良かった……。朱音、大好き」

「私も大好きよ」

　お互いの頬ほおを抱えて、微笑ほほえみ合う。陽鞠と寄り添っているだけで、胸の奥から温かい光が込み上げてくる。この関係だけはなくしたくない。

「大丈夫、だよね……？　これからなにがあっても、私たちはずっと親友だよね……？」

「え、ええ。当然じゃない」

　請け合う朱音だが、改めて訊きかれると、逆に微かすかな不安が胸をよぎってしまう。これからなにがあっても、とはどういう意味なのだろうか。知りたいようで、知りたくない。

　──大丈夫よ、私たちは親友なんだから。

　忍び寄る影に蓋をして、朱あか音ねは陽ひ鞠まりを自宅に招き入れる。

　とりあえず、余計なことは考えたくない。せっかく陽鞠とたくさん時間を過ごせるのだから、一秒だって無駄にせず楽しみたい。

「今日はなにする？」

「新鮮な苺いちごが売ってたから、カップケーキにしようと思って材料を揃そろえておいたのよ。一緒に作らない？」

「作る、作る～♪　お土産においしいダージリンも持ってきたし！」

「ケーキにすごく合いそうね」

　他た愛あいもないおしゃべりをしながら、ケーキ作りを進める。

　朱音がボウルに生クリームを入れ、泡立て器で泡立てる。そのあいだに陽鞠が別のボウルに卵を入れ、グラニュー糖を混ぜて泡立てていく。

　わざわざ話し合わなくても、いつの間にか役割分担が済んでいる。これが長年連れ添った親友同士の底力だ。

「やっぱり、陽鞠といるときが一番楽だわ」

「分かる～！　私も朱音といるときが一番楽！　なにしても許される感じがするし！」

「なにしても許すわけじゃないわよ」

「え～。許してよ～♪」

「仕方ないわねー」

　親友の弾はじけるような笑顔を見ていると、本当にすべてを見逃せる気がしてしまうから、不思議なものだ。

　朱音と陽鞠はできあがった生地をカップに入れ、オーブンにセットした。

　焼き上がるまで十五分くらいかかるが、目を離したら大惨事になりかねないので、椅子に座って様子を見守る。

「そうだ！　二人でお菓子作り中って、才さい人とくんに写真送ろうっと！」

　陽鞠がテーブルからスマートフォンを持ってきた。オーブンを開けてカップケーキ未満の写真を撮り、素早い指さばきで文字を打つ。

「ひ、陽鞠……、才人と連絡先を交換してるの？」

「うん？　してるよ？　結構前から」

「結構前から!?」

　朱音は衝撃を受ける。

　才人が連絡先を交換している女の子は、妹同然の糸し青せいを除けば自分だけだと思っていた。なのに、朱音より陽鞠の方が先だったのだ。

　──あの浮気男……！

　とっさに思ってしまう朱あか音ね。

　ぶんぶんと頭を振って、その考えを追い払う。決して浮気などではない。朱音と才さい人とは恋人ではないのだから。

　そもそも連絡先くらいで浮気扱いするのもおかしい。才人が北ほうじ条よう家当主の跡を継げば、秘書やら部下やら大勢の女性と連絡を取らなければいけなくなるのだ。

　──きっと美人でセクシーで言いなりになる秘書を雇うに決まっているわ……。アイツはそういう男よ……！　汚らわしいわ！

　想像だけで腹が立ってくる。

「……朱音？　私、才人くんのＩＤ消した方がいいかな……？」

　陽ひ鞠まりから心配そうに尋ねられ、朱音は我に返った。気づけば眉間に皺しわが寄りまくっている。陽鞠に対して怒っていると勘違いされるのは困る。

「う、ううん！　全然いいのよ！　アイツがしつこくメッセージ送ってきたりして迷惑じゃなければ……」

「むしろ毎晩相手してもらってるのは、私の方だよ～」

「毎晩!?」

「うん。昨夜はお風呂上がりの写真送っちゃった♪」

　陽鞠のスマートフォンに、才人とのやり取りが表示されている。

　貼られているのは、陽鞠がバスローブ一枚で体育座りする写真。丈が短いせいで太ももが際どいところまでさらけ出され、胸元も覗のぞいている。うっすらと火照った頬ほおが艶あでやかだ。

「弱みを掴つかまれてるなら相談して──!!」

　朱音は涙目で陽鞠の肩を握った。

「よ、弱み？」

「脅されてるんでしょ!?　それで無理やりえっちな写真を要求されてるんでしょー!?」

「違うよ～。才人くんがドキドキしてくれるかなと思って、私の方から送ったんだよ」

「そ、そこまでするの……？」

「当たり前じゃん。好きな人をゲットするためなら、手段なんて選んでられないよ。まあ、完全に無視されちゃったけどね……」

　陽鞠はばつが悪そうに頬を掻かく。

「私の親友に恥を掻かせるなんて……許せないわ……」

「平気だよ、このくらい。ブロックされないだけでも嬉うれしいし。あ、さっきの返信来た！」

　陽鞠のスマートフォンに、才人のメッセージが表示される。

『ケーキ作れるのか。すごいな』

　嬉き々きとして返事する陽鞠。

『才さい人とくんの分も取っておくね。愛情たっぷりだよ』

『愛情は要らん』

『じゃあ、愛情は先に送るね！』

　陽ひ鞠まりがハートの絵文字を大量に送る。才人からはドクロの絵文字が大量に送り返されてくる。ネタ系スタンプの送信合戦が始まる。

　──なんなのこれ!?

　親密すぎるやり取りに、朱あか音ねは肩をわななかせる。

　連絡先を交換したのに、才人から朱音に連絡が来ることは一切ない。朱音のメッセージに対してもそっけない返事しかなく、会話を切り上げたい雰囲気がありありと窺うかがえる。

　それなのに、この扱いの差はどういうことなのか。朱音より陽鞠とチャットをする方が楽しいと言うのか。

　熱中する陽鞠を尻目に、朱音は黙ってオーブンからケーキを取り出した。綺き麗れいに焼き上がったケーキを型から外し、網の上に載せる。

　陽鞠がスマートフォンをテーブルに置いて歩み寄ってくる。

「ごめん、朱音にばっかりさせちゃって。私も手伝うよ！」

「いいのよ……私はチャットも上手にできない女だから……チャット検定圏外だから……」

「チャット検定ってなに!?」

　二人はケーキを下敷きやノートで扇あおいで冷ます。

　朱音がツノが立つまで生クリームを泡立て、陽鞠がケーキの上に絞ってデコレートする。

　作業を進めているあいだも、朱音は気になって自分のスマートフォンの方をちらちら見てしまう。

　──どうして私には連絡してこないのかしら……。本家に無事着いた、ぐらいの連絡はあってもいいんじゃないかしら……。

　でも、自分から連絡するのは、寂しがっているみたいで嫌だ。

『ククク……やっぱりお留守番は寂しいんだろ？　俺が言った通りじゃないか』

　憎らしい笑みを浮かべる才人の顔が脳裏に浮かび、怒りが込み上げる。

「寂しいわけないじゃない！」

　思わず朱音は近くのぬいぐるみにげんこつを叩たたきつけた。

「朱音!?　どしたの!?」

　ぎょっとする陽鞠。

「な、なんでもないわ……」

　朱音はぬいぐるみを抱え上げ、ごめんねと謝る。ぬいぐるみの口からは綿がはみ出してしまっている。後で修理してあげなければいけない。

「もしかして、才さい人とくんの連絡、待ってるの？」

「な、なんであんなヤツの連絡を待たなきゃいけないのよ!?」

　図星を突かれて、朱あか音ねは顔から火を噴きそうだ。

「……朱音は、『好き』の反対ってなんだと思う？」

「『大嫌い』でしょ」

　それが才人に対する朱音の感情だ。

「違うよ」

「え……？」

「『好き』の反対はね、『無関心』なんだって。自分にとってどうでもいい相手のことなら、嫌いになったりもしないから」

「そ、それが……なに……？」

　陽ひ鞠まりの穏やかな笑顔が、朱音には初めて怖く見えた。

　彼女が言おうとしていることを、聞いてしまってもいいのか。その先には、自分が想像もしないくらい恐ろしいものが待っているのではないのか。なぜか、膝が震える。

　陽鞠が小さくため息をついた。

「苺いちご、トッピングしよっか」

「ええ……」

　朱音はケーキ作りに戻る。普段は苺を見るだけで心が弾むのに、今日はそれどころではないほど心が荒立っている。

　そして、あいかわらず才人からはまったく連絡が来ない。テーブルに置いた朱音のスマートフォンは、虚むなしく静まりかえっている。

　──どうせ親戚の可愛かわいい子たちと盛り上がってるんでしょ!?　もう帰ってこなくていいわ！

　朱音はスマートフォンを睨にらみつけた。







「今日は楽しかった！　またね！」

「うん！　また」

　陽鞠が元気いっぱいに手を振って帰っていき、朱音は玄関にぽつんと取り残される。

　急に家の中が暗くなったような気がしたら、既に夕暮れだった。陽鞠がいてくれたから忘れていたが、今夜は家に独りきりなのだ。

　朱音は薄ら寒さに腕を抱え、自分の勉強部屋に入る。

　──才人がいないから勉強に集中できるわ！　ここで差をつければ、必ずあの男を叩たたきのめせるわよね！

　机に参考書を山積みし、ペンを握り締めて気合いを入れる。

　だけど、なかなか集中できない。心に大きな隙間ができたような感覚。

　陽ひ鞠まりと才さい人との睦むつまじいやり取りが脳裏に浮かんで、スマートフォンをしきりに見てしまう。何度も才人とのメッセージ画面を開き、連絡が来ていないか確かめてしまう。

　──寂しく……ないわ。

　朱あか音ねはスマートフォンから顔を背けて、勉強部屋を出た。

　気分転換でもしようと思い、一階に降りてキッチンでお茶をいれる。椅子に浅く座り、テーブルでカップを傾ける。

　陽鞠が持ってきてくれた紅茶は、本当においしい。でも……。

　──才人アイツに飲ませたら、どんな感想を言うかしら。憎ったらしくお茶っ葉の蘊うん蓄ちくを語るのかしら。それとも、紅茶の味なんて分からないかしら。

　我知らず、そんなことを考えてしまう。

　いつもなら、すぐそこのソファに才人が腰掛け、本を読んでいる時間だ。朱音は参考書を広げ、たまに才人と言葉を交わして、ケンカになったり、一緒に映画を観みることになったりする。

　けれど、今そこに才人はいない。朱音の知らないどこか遠い、お金持ちのお屋敷で、豪華な料理に囲まれている。きっと朱音のことなんて、気にもしていない。

　いつから自分は、才人のことばかり考えるようになってしまったのだろうか。

　結婚したときから？　多分、違う。

　高校一年生のときから、毎日才人を倒すことだけ考えてきた。高慢なあの男の鼻っ柱をへし折りたい、なんとかして自分のことを認めさせたいと願っていた。

　──寂しくない。

　朱音は紅茶を飲み干し、二階へと戻っていく。階段を踏む足音が、耳に痛い。家の中は恐ろしいほど静かで、この世界から人類が消え去ったかのように思える。

　勉強部屋に入るとすぐに、スマートフォンに目が吸い寄せられた。通知のランプはついていない。アプリを開いても、才人のメッセージは届いていない。

　胸の奥から悔しさが込み上げ、スマートフォンを床に放り投げた。

　ノートを開きっぱなしの机に覆おおい被かぶさり、腕に頬ほおをつける。

「寂しくなんて……ないんだから」

　朱音は泣きそうになりながらつぶやいた。







　北ほうじ条よう本家の屋敷では、宴もたけなわだった。

「あ～っ、カンちゃんが倒れたーっ！」「年とし甲が斐いもなくイッキなんてするから！」「カンちゃんの仇かたきはオレが討つ！」「誰か酒さか樽だる持ってこい！」「ウメやんも倒れたぞー！」

　次々と酔い潰れていく老人たち。

　北ほう条じようの才を受け継ぎ、自らの治める会社では恐怖の魔王として君臨していても、気の置けない親戚同士が集った宴席ではただの人間だ。常日頃から意思決定者としてのプレッシャーに晒さらされているせいか、羽目の外しっぷりも甚だしい。

　使用人たちは酒や料理の給仕に奔走し、待機していた医者が出動する。混こん沌とんに溢あふれた大広間で、才さい人とは酔っ払った権力者たちを引きずって迎えの運転手に引き渡していく。

「まだ帰らんぞ～、才坊～。わたしゃー、まだまだ呑のめるんじゃー」

「はいはい。家に帰って水でも飲んどけ」

　抵抗する大手電力会社の会長を高級車に詰め込み、這はい出でてくる前にドアを閉じる。運転手は主人を強引に連れて帰るわけにもいかないから、こういうことは才人の仕事だ。

　大広間に戻ると、才人は腰を下ろして一息ついた。食べ疲れた糸し青せいは才人の座布団を枕にして眠っている。

　テーブルには刺盛やら蟹かにやらのご馳ち走そうが次から次へと追加されてくるが、才人はもう皿を見るのも嫌になるくらい満腹だ。宴会料理は胃もたれするし、朱あか音ねの作ってくれるヘルシーな家庭料理が恋しい。

　才人はスマートフォンを見やった。せっかく連絡先を交換しているのだし、朱音にメッセージを送ってみようかと思うが。

　──やっぱり、連絡したらウザがられるよな……？　やめとくべきか……。

　朱音は陽ひ鞠まりと遊んだり勉強したりで忙しいだろうし、業務連絡以外はするなと怒られそうだ。そもそも才人と朱音は、チャットで雑談を楽しむような仲でもない。

　才人がスマートフォンと睨にらみ合あっていると、天てん竜りゆうが絡んできた。

「ほら、お前も呑め！」

　才人の肩に腕を回し、間近で酒臭い息。一族の独裁者もすっかりできあがっている。

「俺はまだ十八歳だ」

「そのくらい知っておるわ。ワシが呑めと言っているのは……」

　天竜が謎の液体が入ったグラスを差し出す。

「青汁ウーロン茶だ！」

「なぜ混ぜた」

　液体は黄土色。胃の引っ繰り返るような臭気と、禍まが々まがしいオーラが漂っている。

「健康にいいからに決まっとるだろうが。孫に健康になってほしいという祖父心、お前には分からんか」

「孫が苦しむところを見て楽しみたいだけだよな？」

　天竜が親指を立てる。

「無論だ」

「もう少しごまかす努力をしてくれないか」

　健康に良いスペシャルドリンクなら、才さい人との開発したプロテイン野菜ジュースの方が効果は抜群だ。朱あか音ねにはまったく理解してもらえず、最近は口にしていないけれど。朱音の手料理があるなら、わざわざ飲もうとも思わない。

「さあ苦しめ、孫よ」

「断る！」

　才人は祖父の絡み酒から逃れ、寝ている糸し青せいを抱えて大広間を抜け出した。庭園に面した外廊下を歩き、孫たちのために用意された部屋の一つに入る。

　洋風の室内には天蓋つきのベッドやぬいぐるみが置かれ、糸青好みのインテリアになっている。待機中のメイド運転手が椅子に腰掛け、車の情報誌を読んでいた。

「ありがとうございます。お嬢様もお疲れですね」

　才人から糸青を受け取り、その小さな体をベッドに横たえる。そっと毛布をかけてやる姿は、メイドというよりは糸青の姉のようだ。

「才人様もここでお休みになりませんか。起きたとき、お嬢様が喜びます」

「俺がいたら、お前の寝る場所がなくなるだろ」

「才人様なら、二人一緒にお楽しみになっても構いませんよ」

「なにを楽しむんだ！」

　メイド運転手は整った顔立ちに感情の片へん鱗りんも覗のぞかせない。

「ハーレムです。姫君と侍女を同時になど、殿方の浪ろ漫まんでしょう」

　あいにく才人には、妹と暴走運転手にしか見えない。

「ベッドが狭くなるだけだし、俺は隣の部屋で寝るよ」

「これだから童貞は」

「なんか言ったか？」

「いいえ。誠実な殿方は素敵でございますね。才人様への尊敬の念が溢あふれ出だしてきて胸が震えます。なんと素晴らしいお人柄なのでしょう」

　電子音声のごとき棒読みである。

「心にもないことを言ってるのがバレバレなんだよな」

「おやすみなさいませ。良い夢を」

　スカートの裾をつまんで丁寧にお辞儀し、才人を送り出す。閉じた障子の向こうで、メイド運転手がベッドに潜り込む衣きぬ擦ずれの音がする。

「まったく……」

　才人は隣の部屋に入った。

　こちらの部屋は天てん竜りゆうの指示で才人好みに整えられており、歴代のゲーム機全種、ゲームソフトに膨大な蔵書が揃そろっている。幼いときはこれが目当てでついつい本家に連れ込まれてしまっていたが、祖父は孫を誘惑してどうするつもりだったのか。

　就寝には早い時間なので、才さい人とは書棚から本を漁あさった。

　前に訪れたときとは本のラインナップが変わっているのも、芸が細かい。聞いたところによれば、本家の使用人が定期的に才人の趣味嗜し好こうを調査して本を買い付けているのだとか。なぜ趣味嗜好のデータが筒抜けなのかは不明である。

　才人は良さげな本を持って、ベッドに寝転がる。読書を始めようとしていると、スマートフォンに着信が入った。画面に表示されているのは、朱あか音ねの名前だ。

　才人は急いで電話に出た。

「どうした？　なにかあったのか？」

『べ、別に……なにもないけど』

「俺の声が聞きたかったのか？」

　冗談めかして言ってみる。

『ち、違っ……そんなんじゃ！』

　慌てたように否定する朱音。そして沈黙。

　朱音の熱と息遣いが、電話の向こうから伝わってくる。遠く離れているはずなのに、彼女の存在を強く感じる。

『あ、あんたとケンカしてないと、落ち着かないのよ』

「落ち着かない……？」

『そうよ。あんたと私は、一年の頃からずっとケンカしてるんだから。いきなり静かになったら、変な感じがするじゃない』

「俺がいない方が、気楽なんじゃないのか？」

『気楽は気楽だけど……』

　消え入るように小さな声で、朱音が告げる。

『……早く、家に帰ってきなさいよね』

「……ああ」

　朱音が電話を切り、才人の意識が屋敷の部屋に戻る。

　大広間の方から、親戚たちの騒ぐ声が聞こえてくる。

　池で魚の跳ねる音、障子越しの灯籠の光。

「家……か」

　才人は大量の本が並んだ棚を眺めながら、その言葉の響きを噛かみ締しめる。

　最初は、大嫌いなクラスメイト二人が無理やり押し込められた場所に過ぎなかった。だがあそこはもう、朱音にとっても才人にとっても「家」なのだ。

　実家では、才人の帰りを待ってくれる人などいなかった。学校から帰宅しても親の出迎えはなく、朱あか音ねみたいな鬱陶しい小言もなく、朱音が作るような温かい食事もなかった。才さい人とは家族の誰にも必要とされていなかった。

　けれど、今は朱音が待ってくれている。そのことを考えるだけで、才人は胸の奥がじんわりと熱くなっていくのを感じる。

「……また一つ、アイツのことを知れたな」

　意地っ張りで、頑張り屋で、恥ずかしがり屋。

　それだけじゃなくて、朱音は……寂さみしがり屋やだ。







　朱音はベッドで寝返りを打つ。

　抱き枕代わりにぬいぐるみを抱き締め、枕元には護身用のフライパン。才人が作っていったインチキお守りも、一応置いている。

　──寝付けないわ……。独りで寝るの、久しぶりなせいかしら……。

　実家にいた頃はずっと独りだったのに、今では才人と寝ることに慣れてしまった。このサイズのベッドは独りには大きくて、才人の体温がないと薄ら寒い。

　ガタッと、天井から物音が聞こえた。

　──変な音するし！　もうイヤ！

　朱音はヘッドフォンをつけ、大音量で睡眠導入用のＢＧＭを流す。

　お化けなんていない。ネズミもいない。聞こえないもの、見えないものは存在しない。自分に必死に言い聞かせ、目を固くつぶる。

　しかし、いつまで経たっても眠れない。

　ホットココアでも飲もうかと思って目を開けると……窓の向こうに人影があった。

　──え!?　なに!?　泥棒!?

　跳び起きる朱音。弾みでヘッドフォンが外れる。

　外の人影は、窓を鳴らして開けようとしている。

　ここは二階なのに、どうやって登ってきたのか。深夜に寝室へ押し入ろうだなんて、まともな人間ではない。不審者か、強盗か、もっと凶悪な犯罪者か。

　警察に通報する暇はない。その前に犯罪者が入ってくるに決まっている。外に走っても逃げ切れる自信がない。

　──才人がいたら助けてくれるのに！

　朱音は震えながら、護身用のフライパンを握り締める。

　怖い。怖くてたまらない。こんなときに限って留守の才人が恨めしい。傲慢でいけすかないヤツだけど、才人なら犯罪者なんかに負けないのに。

　窓が開き、カーテンのあいだを割って、男の手が部屋の中に突き出された。

「この泥棒……っ!!」

　朱あか音ねはフライパンを振りかぶり、全力で男に叩たたきつけようとする。

「うわっ!?」

　泥棒が驚いた声を上げ、フライパンを避よけてバランスを崩した。

　いや、その顔は泥棒ではない。

「才さい人と!?」

　窓の外に転げ落ちそうになる才人の手を、朱音は慌てて掴つかむ。重くて腕がちぎれそうになるけれど、無我夢中で引っ張る。

　なんとか才人を寝室まで引き上げたときには、二人とも息を切らしてうずくまっていた。才人の服はあちこち汚れ、破れているところもある。

「なにしてるのよ!?」

　朱音は信じられない思いで訊きいた。北ほうじ条よう本家にいるはずの才人が突然現れて、しかも二階から転落しかけて、理解が追いつかない。

「玄関、チェーンかかってて入れなかったんだ」

「インターホン鳴らしなさいよ！」

「何回か鳴らしたぞ」

「あ……ヘッドフォンつけてたから……」

「電話をかけても出なかったし、寝てるならジャマしたくなくてな」

　だからって、二階から入るのは無む茶ちやしすぎだ。

「今夜は泊まりだと思っていたわ」

「そのつもりだったんだが……バスを乗り継いで帰ってきた」

「バス、まだあったのね」

「途中でなくなったから、そこからは歩きだ」

「歩き!?　どのくらい歩いたのよ!?」

「……二時間くらい？」

「バカじゃないの!?」

　才人は気恥ずかしそうに頬ほおを掻かく。

「その……、俺もお前とケンカしてないと、落ち着かなくてな」

「……っ」

　朱音は胸が締めつけられるように感じる。

「汗掻いたから、ちょっとシャワー浴びてくる」

「え、ええ」

　才人が一階に降りていって、朱音は寝室に残された。

　階段を伝わって、微かすかな水音が聞こえてくる。才人の息吹があるというだけで、身を苛さいなんでいた薄ら寒さが消え去り、これほどまでに心強い。天井から軋きしむ音がしても、たいしたことではないだろうと安心できる。

　朱あか音ねは自分も階下に降りて、脱衣場に入った。

　磨すりガラスのドア越しに、才さい人との動き回る影が見える。髪を洗ったり、濡ぬれた床で滑りそうになったり、オリジナルなのか変な歌を歌ったりしている。

　脱衣場の床には、才人の服が放りっぱなしになっていた。いつもなら、だらしないと激怒する朱音だが、今日は怒りも湧いてこない。

　──仕方ないわね……。

　服についた草や泥を払い、洗濯機に入れておく。こんなに服が汚れるとは、どこを歩いてきたのだろうか。汗の匂いも強いけれど、決して不愉快ではない。

　朱音は洗濯したてのバスタオルを棚から出し、浴室の前に置いた。才人が浴室から出てきそうになったので、急いで立ち去り、寝室に駆け戻る。

　寝間着姿の才人が寝室に入ってきた。

　朱音はベッドの上に座り、ずっとここにいたような顔で迎える。

「は、早かったわね」

「さっき風呂場の前にいなかったか？」

「いるわけないでしょ!?　私が覗のぞきでもしていたと言うつもり!?」

「そうじゃないが……なんで息を切らしているんだ？」

「こ、これはその……踊っていたのよ！」

「夜分遅くに!?　元気だな！　そのダンスを見せてくれ」

　才人は興味津々だ。

「お断りよ！　あんたなんかには見せてあげないわ！」

　朱音は恥ずかしくて死にそうだ。

　なぜ自分がわざわざ脱衣場まで行ってしまったのか、分からない。寂しかったのだろうか。少しでも才人のそばにいたいと思ったのだろうか。

　そんな、まさか。でも……。

「ね、ねえ？　ちょっとおしゃべりしない？　宴会であったこととか、来ていた人の話とか、私にも聞かせなさいよ」

「……ぐう」

　朱音は誘うが、才人はベッドに入るなり眠ってしまう。布団もまともにかけていない。朱音はため息をついて、才人の体に布団をかけた。

　──よっぽど疲れていたのね。本当にバカなんだから……。

　大人しくお屋敷に泊まっていれば楽だろうに、寂しがっている朱音の気持ちに応えてくれた。無理をしてまで、朱音のところに帰ってきてくれた。

　そのことが、嬉うれしくて仕方ない。

　胸の奥が熱くて、高鳴る鼓動が収まらなくて、才さい人とに抱きついてしまいそうになる。

　だけど、そんなことをしたら彼が起きる。ガラでもないことをしているのを知られるのは恥ずかしいし、才人のことはちゃんと寝かせておいてあげたい。

　朱あか音ねは才人の耳元に顔を寄せ、優しくささやいた。

「……おかえりなさい」







　──聞いてしまった……。

　才人は全身が高熱に見舞われるのを感じた。

　ふと目を覚ましたときに、朱音の気配が近づいてきたと思ったら、普段の彼女からは想像できないような優しい声が聞こえた。

　タイミングがいいのか、悪いのか。とにかく才人が起きていたのがバレたら、朱音がめちゃくちゃ怒るだろうということは分かる。

　せっかく平和な状態で一日を終えようとしているのに、それはまずい。今から朱音とケンカをする気力も体力も残っていない。

　才人は全身全霊で寝たフリをすることにした。

　絶対に気づかれてはいけない。なぜか朱音の距離が近くて、彼女の髪が首筋をくすぐってくるが、反応してはいけない。

　──だけど、今の朱音の話し方……どこかで聞いたことがあるような……。

　そうだ。

　パーティで逢あった「あの子」の声に、似ているのだ。
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　日曜の朝は目覚ましもかけず、眠れる限り眠るのが至福だ。

　昨夜は長時間歩いたこともあり、心地よい疲労の中で惰眠を貪っていた才さい人とは、近くに気配を感じて目を開いた。

　陽ひは昇りきり、暖かな光がカーテンの向こうから染み込んでいる。やわらかい空気の中、朱あか音ねがベッドの端に両腕を載せ、静かに微笑ほほえんで才人を眺めていた。

　その女神のような笑顔に、才人はどきりとする。眠気は夜露のごとく消え去り、ベッドに体を起こす。

「な、なにをしている……？」

「あんたの間抜けな寝顔を見ていたのよ。口は開きっぱなしだし、よだれは出てるし、いびきはうるさいしで、ホントだらしなかったわ」

　女神の笑顔はどこへやら、朝っぱらから罵倒の絨じゆう毯たん爆撃。「黙っていればモデル級の美少女」と校内で評されるのも納得だ。とはいえ、普段と違って口調に棘とげはない。

「文句があるなら、寝顔なんて見なきゃいいだろ」

「あら、動物園で豚の寝顔とか観察するの楽しいでしょ？」

「そろそろ法廷に出てもいいか？」

「そうね、裁判官は私が引き受けるわ！」

「俺に不利な判決しか出ないだろ、その法廷！」

　才さい人とは洗顔を済ませてリビングに入った。

　既に朝食は用意されており、朱あか音ねが鍋から漆器の汁しる椀わんに雑炊を注ついでくれる。

　漂ってくる湯気のふくよかな匂いに、才人は唾液が溜たまるのを感じ、たまらずレンゲで頬ほお張ばった。

　細切りの大根は半透明になるまで煮込まれ、歯をすっと受け止める。口の中でほぐれる溶き卵。浮かせたミツバの爽やかな苦みがアクセントになっている。塩とダシのみのシンプルな味わいが、起き抜けの体に抵抗なく吸収されていく。

「……旨うまいな」

「良かったわ。ご馳ち走そうばっかり食べてきただろうから、胃が疲れているかと思って」

「ああ。正直、朝飯は抜きでもいいかと思ったんだが、これなら何杯でも食べられる」

「食べすぎちゃダメよ。死ぬわよ」

「致死量の毒が!?」

「そうじゃなくて、食べすぎは体に悪いから」

　俺の体のことを朱音が気にしてくれている……だと？　と才人は驚くが、よく考えてみれば朱音は常に体調管理だけはしっかりやってくれている。

　実家にいた頃よりも体の調子はいいし、強制的に掃除もさせられるから、咳せきやくしゃみが出ることも少なくなった。さすがは医者を目指しているだけはある。

「才人って、今日はなにか用事ある？」

「用事？　特にないから、本でも読もうと思っていたが」

「じゃあ、一緒にたくさん映画観みましょ。外じゃ二人で遊べないけど、家の中なら大丈夫だから」

「二人で遊びたいのか？」

　いつもなら、全力で否定される問いだけれど。

「ええ。才人の好きな映画に付き合うわ」

　朱音は素直にうなずき、空の椀に雑炊を注ぎ足してくれる。

　──なぜ今日は妙に優しいんだ……？　俺は殺されるのか……？

　才人は警戒するが、朱音からは殺意の波動を感じない。やたらと上機嫌で、にこにこと才人のことを眺めている。昨夜、才人が早く帰ってきたのが、そんなに嬉うれしかったのだろうか。

「……分かった。だが、俺の好きな映画だけじゃなくていい。お前の好きな映画も交互に観よう」

「じゃあ、『密着！　子猫の三百六十五日・ノーカット版』を……」

「お互い同じ時間だけな！　高校卒業しちゃうから！」

　才さい人とは念を押した。

　朝食を終え、二人並んでソファへ。才人は前に買っていたポテトチップスを、パーティ開けでテーブルに置く。

　朱あか音ねは猫の形のクッキーが載った皿を持ってくる。

「朝からクッキーを焼いていたの。映画を観みながら食べましょ」

「手作りのおやつまで用意してるとか、準備万端だな」

　もし映画鑑賞を断っていたら、血を見ることになっていたかもしれない。

「十枚に一つ、ハズレもあるから気をつけてね」

「ハズレってなんだ……？」

「ハズレのクッキーは中に……。ダメ、これ以上は言えないわ！」

「恐怖しか感じないんだが」

「命の保証はするから大丈夫よ」

「まずクッキーに命の保証とか必要な時点で怖い」

　才人がテレビをつけ、ゲーム機の動画アプリを起動していると、スマートフォンに通知が入った。陽ひ鞠まりからのメッセージだ。

『やほやほー♪　才人くん、なにしてる？　通話でもしない？』

『今、手が離せなくてな』

『読書してるの？』

『そういうわけじゃないんだが』

　メッセージのやり取りをする才人に、朱音が非難がましい視線を送ってくる。

「また陽鞠といちゃいちゃしてるの？」

「いちゃいちゃはしていない。無視するわけにはいかないだろ」

「とか言って、昨日もスタンプ送り合ってたじゃない」

「み、見たのか？」

　才人は謎の居たたまれなさに襲われた。つい陽鞠のノリに合わせて絵文字やスタンプをふんだんに使ってしまっていたが、似合わないのは自覚している。

「見たわ！　完全に恋人だったわ！」

「スタンプ送り合っただけで恋人にはならんだろ」

「ほぼ恋人よ！　え、えっちな写真も送り合ってたし！」

「俺は送ってない！」

「陽鞠から送られてたでしょ！　保存とかしてないわよね!?」

「誰がするか！」

　朱あか音ねは顔を紅潮させて詰問する。

「陽ひ鞠まりの写真を、口に出せないくらいおぞましいことに使ってるんでしょ!?」

「おぞましいことってなんだ!?」

「あ、悪魔召喚の儀式とか……」

「大切なクラスメイトを生いけ贄にえに!?」

「あんたはそういうヤツよ！」

　あいかわらず絶えない口論。朱音がクッキーを噛かみ砕くだく音が殺傷力に満ちている。下手な返答をすれば才さい人とも骨まで砕かれそうだ。

　──嫉妬……ではないよな……？

　朱音に限って、そんなことはあり得ない。親友を才人に盗とられた気がして不愉快なだけだろう。これ以上朱音を刺激したら命が危ういので、才人はスマートフォンをテーブルの下にしまっておく。

　昨夜聞いた朱音の優しい声は、やはりただの空耳だったのだろうか。「あの子」に似ているなと、ちょっとだけ思ってしまったのだけれど。

　念のため、才人は朱音に探りを入れてみる。

「俺が朱音に出会ったのって、高校が初めてだよな？」

「え……？　ま、まあ……」

「じゃあなんで入学式の日、『北ほう条じようくん、久しぶり』って挨拶してきたんだ？」

「…………はぁ？　なんのことかしら。聞き間違いじゃない？」

　朱音は顔をしかめた。

「いや、俺は確かに聞いた。そして俺の記憶は劣化しない」

「だったら、私が他の人と間違えたのよ。あんたみたいに薄情なヤツ、前から知っていたら、わざわざ近づいたりしないわ」

　ソファから立ち上がり、才人に背中を向ける。

「どこに行くんだ？」

「気分が悪いから、少し自分の部屋で休むわ」

　朱音は振り返ることもなく、肩を怒らせてリビングから去っていく。

　──やっぱり、朱音ではないのか……。

　ならば、「あの子」はいったい誰なのか。今どこにいるのか。

　才人には見当もつかなかった。







　勉強部屋に飛び込んだ朱音は、心臓を荒立たせていた。

「どうして、そんなこと覚えているのよ……」

　顔が焼けるように熱い。あのままリビングにいたら赤い顔を才さい人とに見られてしまいそうで、苦い過去を掘り返されるのが怖くて、逃げ出すしかなかった。

「肝心なことは、覚えていないくせに……」

　朱あか音ねは唇を噛かみ締しめる。




　北ほうじ条よう才人と初めて出で逢あったのは、彼の卒業記念パーティでのことだった。

　祖母の千ち代よに連れられてやって来た、北条家の別荘。

　豪勢な料理の数々と、きらびやかな宝石で飾った人々のオーラに、朱音は圧倒された。テレビで見かけるような有名人が普通にいて、どこかの社長と女優がシャンパン片手に談笑している。

　祖母の料亭でそういう客を見かけることはあったけれど、飽くまで傍観者でしかなかった朱音にとって、こんなパーティに放り込まれるのは未経験だった。朱音も祖母に買ってもらったドレスを着て、長い髪を綺き麗れいに結ってもらっているが、場違いな感じが酷ひどい。

　いつの間にか祖母はいなくなってしまうし、どこでなにをしていたらいいのかも分からない。緊張しきっていて、他の客に話しかけられても上う手まく答えることができない。まさに借りてきた猫だ。

　すぐ疲れ果ててしまい、喧けん噪そうを避けてバルコニーに出たとき、そこに才人がいた。お仕着せ感の強い礼装を身につけ、退屈そうにあくびをしている。

　北条グループの跡継ぎにして、このパーティの主役。だが、パーティを楽しんでいるようにはまったく見えない。

「こ、こんにちは」

　目が合ってしまったので、朱音は才人に挨拶した。

「こんにちは。疲れてるみたいだな」

「は、はい。こういうところは来たことがないから、落ち着かなくて。ちょっと外の空気が吸いたくて、出てきてしまいました……」

　緊張のあまり丁寧語になる。

　相手は同学年だけれど、住む世界の違う遠い存在。会場で有名人たちが入れ替わり立ち替わり才人に挨拶し、媚こびを売っているのを、朱音は見ていた。

「邪魔なら、私は戻りま──」

「待て！」

　立ち去ろうとする朱音の肩を、才人が掴つかんだ。

「な、なんですか？」

「あっ、ごめん。俺もアイツらのノリには飽き飽きしてたんだ。社交辞令とか、ご機嫌取りとか、鬱陶しいだけだし。暇なら、少し話さないか？」

「……はい！」

　少しというのは、嘘うそだった。だってそれから帰宅するまでずっと、朱あか音ねは才さい人とと二人でおしゃべりしていたから。

　朱音が今まで接してきた同年代の子供たちとは異なり、才人の考えは大人びていた。歴史や哲学、科学、文学に時事など、あらゆる知識に通じていて、次から次へと面白い話が出てくる。ゴム跳びやサッカーに興じていたクラスメイトたちとは大違いだ。

　学校で朱音が孤立していたのは、人付き合いが苦手だからという理由だけではない。トップの成績を独占する朱音の会話のレベルに、ついてこられる生徒がいなかったのだ。

　朱音が本を読んで面白いと感じた知識を教えても、小学生のクラスメイトたちは首を傾かしげるだけ。比喩表現や皮肉も伝わらない。もはや言葉の通じない外国だ。

　だが、才人は朱音の話をしっかり理解してくれる。それだけではなく、朱音が知りもしないことをたくさん教えてくれる。

　──楽しい！　すっごく楽しい！

　男の子と話してこんなに心が浮き立つのは、生まれて初めてだった。

　彼の仕草、立ち姿、匂い、笑うときの表情、声の響き、すべてに胸が高鳴った。

　あっという間に時間が経たち、帰りのタクシーで朱音は涙ぐんでいた。まだ共に過ごしたかったのに、家に戻らなければいけない。

　恥ずかしくて連絡先も交換できなかった。もう二度と、彼と会うことはないだろう。庶民にとって、北ほうじ条よう家の御曹司は遠すぎる。

　そう思っていたけれど。

　中学三年生になり、受験のため試験会場の高校に行った朱音は、才人の姿を見つけて目を疑った。

　そこまで難関校というわけではなく、お金持ちが通うような高校ではないはずなのに、少し離れた席に才人が座っている。顔立ちは前より男らしく成長しているが、あの自信に満ちた王者の空気は他の生徒にはあり得ない。名札にも北条と記されている。

　──北条くん、この学校を受けるの……？　だったら同じ学校に通えたりする……？

　朱音は普段以上に気合いを入れて、試験の問題を解いた。

　結果発表の日も、才人は同じ高校に来ていた。妹らしき小さな女の子が付き添っている。どうやら才人は合格したようだが、他の受験者たちのようにはしゃぐこともなく、さも当然といった顔をしている。

　そして、入学式当日。

　真新しい制服に袖を通し、朱音はドキドキしながら登校した。

　これからは、彼と毎日一緒に過ごせる。一緒に勉強したり、お弁当を食べたり、下校途中で寄り道をしたりできるかもしれない。

　また、あのときの話の続きができる。きっと彼は朱あか音ねとの再会にびっくりし、懐かしがって笑顔を見せてくれるだろう。

　期待に胸を膨らませて、朱音は教室で才さい人とに近づいた。

　緊張に膝が震え、逃げ出してしまいそうになる。頭がぐるぐるして、体が熱くて、才人の顔を正面から見られない。

　朱音は制服の長い袖を握り締め、上ずった声で呼びかける。

「ほ、北ほう条じようくん、久しぶり」

「……誰だ？」

　才人は、朱音のことなんて覚えてもくれていなかった。




　ざくりと胸に突つき刺ささる痛み。

　あれから二年も経たったのに、思い出すだけで苦しくなる。

「ホント……嫌いよ……」

　朱音は勉強部屋の壁に拳を叩たたきつけた。

　結局、かつて自分たちがパーティで会ったということは、言わずじまいだった。才人が覚えていないのに、自分だけ覚えているのは──しかも彼に再会したのが嬉うれしくて仕方なかったなんてことは──悔しくて言えるわけがなかった。

　それから朱音は才人の顔さえ見ればケンカばかりして、いつしか犬猿の仲になっていた。

　今さら、あのときのことを才人に説明する？　無駄な期待にドキドキしながら、「北条くん、久しぶり」と声をかけたって？

　そんなの、絶対に無理だ。朱音のプライドが許さない。楽しかったパーティでの思い出なんて、なかったのだ。なかったことにするしかないのだ。

「才人のバカ……」

　朱音は痛む胸を押さえて、力なくつぶやいた。







　夕方になっても、朱音は二階から降りてこなかった。

　元々今日は読書に費やすつもりだったし、才人としては問題ない。しかし、せっかく朱音が映画鑑賞に誘ってくれたのに果たせなかったのは、少し残念だった。

　才人は朱音の勉強部屋のドアをノックする。

「……朱音？　大丈夫か？　具合が悪いなら、病院に行った方がいい」

「ごめんなさい。体は悪くないの。ただ……心の整理ができていないだけで」

　扉の向こうから、朱音の小さな声が聞こえる。怒っている様子でもなく、珍しく神妙な態度で、かえって才人は心配になる。

「俺、嫌なことでも言ったか？　それなら謝るが……」

「才さい人とが謝ることはないの。夕ごはんはちゃんと作るから、もうちょっと一人にさせて」

「きついなら、メシは俺が作るよ」

「でも……」

「大丈夫、プロテインは入れない。お前は休んでろ」

　エネルギーの塊のような朱あか音ねに元気がないと、才人まで調子が狂ってしまう。

　精のつくメニューでも作ろうと思い、キッチンに降りて冷蔵庫を開けた。

　あいにく、ろくな材料が残っていない。モヤシが一袋、ニンジンの切れ端、キャベツのほぼ芯のみ。これではなにも作れない。なかなか二人で買い出しに行けなかったせいで、我が家の食糧事情は逼ひつ迫ぱくしている。

　──買い物、行ってくるか……。

　才人は財布を持って家を出た。

　既に空は暗く、夜の気配が街を包み込もうとしている。無遠慮な車と人々のあいだを抜けて独り歩く道は退屈で、どこか寂しい。

　ずっと独りで生きてきた才人がこんな感覚を抱くのは、朱音との共同生活の影響なのかもしれない。

　最寄りの商店街に向かう途中で、駅前を通りかかった。

　橙だいだ色いいろの街灯が照らす広場。

　ベンチに座った人々が、背を丸めてスマートフォンをいじっている。改札から吐き出されたサラリーマンたちが、蜘く蛛もの子を散らすように八方へ散っていく。

　そんな駅前の広場に、陽ひ鞠まりの姿があった。

　ニットワンピースとロングブーツを身につけ、ぼんやりと所在なげにたたずんでいる。美しい金髪と派手な美貌は、群衆の中にあっても目立つ。

　ジャラジャラとアクセサリーをぶら下げた男たちが、陽鞠に近づいた。

「おねーさん、めっちゃ美人じゃん」「ヒマしてんの？　オレらと海行かねー？　海」「夜の海を車飛ばしてさー、酒飲んで盛り上がろうよー」

「私、学生だから。そういう軽いの、好きじゃないし」

　陽鞠は淡々と断る。

「いーじゃん、やってみれば好きになるかもよー？」「ほら一緒に来いよ、絶対楽しいからさー」「お金ほしいならあげるしー？」

「要らない」

　陽鞠は立ち去ろうとするが、ガラの悪い男たちが陽鞠の腕を掴つかむ。

「そんな格好してるのに、興味ないわけねーだろ！」「さっさと来いや！」

　公衆の面前で陽鞠を引きずっていこうとする男たち。通行人は誰も止めようとせず、視線をそらしている。関わり合いになるのが面倒なのだ。

　──アイツら……！

　才さい人とは陽ひ鞠まりの方へ駆け寄った。

「そのくらいにしてもらえるか」

「お前には関係ねーだろ」「さっさと消えろ」「うぜーんだよゴミが」

　男たちが才人を睨にらみつける。

「関係あるんだよな。俺はコイツの彼氏だし」

「はぁ？　彼氏ぃー？」「フカシこいてんじゃねーよ」「舐なめてんのか」

「舐めてはいないし、騙だましてもいない。俺とコイツは恋人だ」

　才人は陽鞠の肩を抱き寄せた。

「……っ」

　陽鞠は小さな声を漏らして才人にしがみつく。

「あんまりしつこいなら、全員の目玉をえぐって海に捨てることになるが、大丈夫か？　俺はどちらでも構わない」

　才人は男たちに冷ややかな視線を注いだ。

「な、なんだコイツ……」「おかしいんじゃねーのか」「キモすぎてマジ萎えたわ」

　男たちは捨すて台詞ぜりふを吐いて走り去っていく。

「あ、ありがとう、才人くん……」

　陽鞠が才人にしがみついたまま礼を述べた。

「でも、さっきのはやりすぎじゃない？　警察呼ばれそうな感じだったよ？」

「そうか？　俺は北ほうじ条よう家伝統の処分方法を伝えただけだが」

「北条家やばすぎじゃない!?　マフィアなの!?」

「敵には厳しい一族ってだけだ。最近はやってないらしいしな」

　記憶操作や人格改造などの技術が開発されたから、ということは言わないでおく。副作用が激しくて無闇に使えない技術だし、北条家の常識は部外者には刺激が強い。

「陽鞠はなにしてたんだ？　誰かと待ち合わせか？」

「ううん、一人。ぼーっとしてた」

「もう暗いし、帰った方がいいぞ。またさっきみたいに変なヤツに絡まれる」

「……帰れないんだよ」

「鍵でもなくしたか？」

　陽鞠は肩をすくめる。

「そうじゃないんだけど……、あの人がいると、帰りづらくてさ」

「あの人？」

「お父さんの、奥さん」

　他人行儀な表現から、才さい人とは関係を察した。

「義理の母親ってことか」

　うなずく陽ひ鞠まり。

「あの人が家にいるときは、なるべく私がバイトを入れて家を空けてるんだけど、今日は急にあの人の仕事が休みになっちゃって」

「まあ……それなら、家にはいたくないな」

　才人にも同じような経験がある。

「マックとかネカフェも、あんまり長くいるとお金かかるから、できるだけ外で時間潰した方がお得なんだよね」

「分かる。俺は公園とか使ってたな」

「うん……覚えてる」

　陽鞠は懐かしそうにつぶやいた。

「私がいると、あの人に嫌な思いをさせちゃうからさ。ただでさえ連れ子がいてジャマなのに、これ以上迷惑かけたくないんだ」

　迷惑ってことはないだろう、なんて無責任な言葉はかけられなかった。実の子供の才人ですら、両親から疎まれていたのだ。血が繋つながっていなければ、乗り越えなければいけない壁も厚くなる。

「才人くんはなにしてたの？」

「買い物だ。ちょうど食材を切らしていてな」

「へー、男の子なのに、ちゃんと家事してあげるんだね」

「そりゃ、やるべき仕事に男も女も関係ないしな」

　なにより朱あか音ねが怖い。

「助けてくれてありがとう。私はもう大丈夫だから、朱音のところに帰ってあげて」

　そうやって微笑ほほえむ陽鞠は、どこか危うく、夜の闇に溶けてしまいそうな空気を漂わせている。

　大丈夫なんて、嘘うそだ。本当は心細くて、人の熱に飢えていて、安心できる居場所がほしいのだ。陽鞠が笑顔の仮面で隠している願いが伝わってきて、才人は胸が苦しくなる。

「……もうしばらく、一緒にいるよ」

「どうして」

「理由はない。俺がいたいだけだ」

「…………」

　陽鞠の瞳が揺れる。その頬ほおが、じんわりと染まっていく。

「……恋人のフリをするお礼、してくれるって言ってたよね」

「あ、ああ」

　陽ひ鞠まりのまとう空気がいつもと違って、才さい人とは戸惑った。

　その整った顔立ちが、才人に迫ってくる。甘い香水の匂い、それ以上に甘い彼女の匂い。艶を帯びた唇が半開きになって、悩ましい吐息を漏らしている。

　街灯の光に金髪をきらめかせ、才人だけを見つめている彼女は、美しかった。

「私……これがいいな」

　陽鞠はおねだりするようにささやいて、才人に唇を押しつけた。







「おーい。おにーちゃん。おにーちゃんってば！　起きろーっ！」

　真ま帆ほに頭を揺さぶられ、才人は我に返った。

　気づけば中庭のベンチに座っていて、目の前に真帆と糸し青せいが立っている。

「……なんだ？」

「なんだじゃないよ！　さっきから話しかけてるのに、完全無視されて！　そういうプレイかと思っちゃったよ！　おにーちゃんの変態！」

「無理やりプレイに結びつけるな。少しぼんやりしていただけだ」

「兄あにくんは朝からぼんやりしている。なにかあったの？」

　糸青が尋ねた。

「いや……」

　なにもなかったと言い切るには、昨夜の記憶は鮮烈すぎる。

　あまりにも不意打ちで、才人は避よけることができなかった。陽鞠は顔を真っ赤にして立ち去り、才人は混乱しながらも買い物を済ませ、どうにか帰宅した。買い忘れたものも多かったが、あの状況では平常心を保てるはずもない。

「あー、その顔、絶対なにかあったでしょ！　そうだなー、アタシの予想だと～、うちのおねーちゃんとキスしちゃったとか？」

「そっちじゃない！」

　思わず突っ込んでしまう才人。

「そっちじゃないって、どっち!?　誰とキスしたの!?　まさか──うちのおばーちゃんと!?」

「年の差！」

「愛に年齢も種族も関係ないよ！　ミジンコとだって愛は成立するよ！」

「さすがに成立せんだろ！」

　真帆が憤慨する。

「ミジンコのことバカにしてるの!?　それだけはアタシ許さないよ!?」

「お前はなんで妙にミジンコに思い入れがあるんだ」

　ミジンコに命を救われたのか、金でも掴つかまされているのか。

「で？　おにーちゃんがキスした相手は？」

「誰ともしていない」

「信じらんないよ！　名探偵の勘がビンビンしてるよ！　この犯人は紫色だって！」

「どんな犯人だ！」

「兄あにくん？　正直に話して」

　糸し青せいがくいっと才さい人との顎をつまんだ。

　真ま帆ほもげんこつを握り締め、二人して才人に詰め寄ってくる。

「みんな、なにしてるの？」

　そこへ、本人がやって来た。

「ひまりん！　ちょうど良かった、おにーちゃんを拷問しようとしてたところだから、ひまりんも手伝って！」

「拷問はイヤだなぁ」

「大丈夫だよ！　おにーちゃんに気持ちよくなるお薬を飲ませて、二十時間くすぐり続けるだけだから！」

「死ぬだろ」

　才人は大気圏外への脱出を検討した。

「でも、他におにーちゃんの口を割らせる方法はないし……」

「兄くん、誰とキスしたの？」

「……ああ、なるほど。それを聞いてたんだね」

　陽ひ鞠まりは才人の隣に腰を下ろした。前まえ屈かがみで長い髪を垂らしながら、すらりとした太ももの下にスカートの裾を挟み込む。

「ひまりん、なにか知ってるの？」

「うーん、思い当たることはあるかな。ちょっと二人にしてくれる？」

「任せた！　おにーちゃんから情報を引き出して！」

　真帆は糸青と共に走り去っていく。

　ベンチに残される、才人と陽鞠。

「………………」

「………………」

　ぎこちない沈黙と、居たたまれない思いに、才人は呼吸が苦しい。

　昨日の今日で、どんな顔をして会えばいいのか分からないというのに、隣り合って座っている。陽鞠の顔を見るのもためらわれ、無駄に虚空を眺めてしまう。

「……ごめんね、才人くん。昨夜は勝手なことしちゃって」

「まあ……さすがに驚いた」

「ダメだって分かってるんだけど、ガマンできなくて。頭が真っ白になって、才さい人とくんがほしくてたまらなくて……しちゃった」

　陽ひ鞠まりが才人に腕を絡め、ぴったりと身を寄せてくる。穏やかな少女に見えていても、きっと本質は違う。彼女の内奥には炎が燃えたぎっている。

「才人くんは、キスしたことあった？」

「いや」

「私も。才人くんの初めてをもらえて、嬉うれしいな」

「やろうと思ったわけじゃないんだが……」

　才人は身じろぎする。

　その話題を続けられると、昨夜の感覚が蘇よみがえってしまって落ち着かない。あの吸いつくような、やわらかい感触。陽鞠の唇に視線が誘われる。

　才人の視線に気づいたのか、陽鞠が艶あでやかに笑う。

「……もう一回、する？」

「しない」

「一回しちゃったんだから、二回しても三回しても変わらないよ。二人でいっぱい練習しよ？」

「お前な……」

　誘惑が強力すぎて、かわす言葉が見つからない。

「好きだよ、才人くん」

　陽鞠は才人の肩に頭をもたせかけた。







　朱あか音ねが教室に入ると、クラスメイトたちが妙にざわついていた。

　いくつかのグループに分かれているが、生徒たちは揃そろってスマートフォンを握り締め、興奮気味にささやき合っている。

「うわっ……」「これ、やばくない？」「すっごい綺き麗れいに撮れてる！」「絵になってるよねー」「陽鞠の方からしてる感じ？」「陽鞠ってば、やる～！」

　会話の端々に親友の名前が聞こえ、朱音は気になった。

　女子生徒の一人に近づいて尋ねる。

「陽鞠がどうしたの？」

「知らないの？　昨日からクラスのチャットで回ってるよ」

　女子生徒がスマートフォンを差し出す。

　その画面には、写真が表示されていた。

　駅前の広場で、才人と陽鞠がキスをしている写真。才人の目が陽鞠を見つめ、陽鞠の髪が才さい人とにもつれている。

「え……」

　かすれた声が、朱あか音ねの喉から漏れた。

　一瞬、他の誰かと見間違えたのかと思う。けれど確かに才人と陽ひ鞠まりだと分かり、実感と共に鼓動が速まっていく。耳の奥で脈がうるさく騒ぐ。

　朱音の頬ほおを、なにかが伝っていった。

　手の平に落ちたそれは、熱い滴だった。

　次から次へと双そう眸ぼうから溢あふれ、世界を曇らせていく。

　胸が詰まるような痛みが、体の奥から込み上げてくる。

　──私、どうして、泣いているの……？

　分からない。ただ、その場にじっとしていられなくて、視界に二人の写真があるのが許せなくて、教室から飛び出す。

　廊下を歩いてくる陽鞠と目が合い、すぐにそらして駆け抜ける。

「……ここまでして気づかないなら、ホントに私がもらっちゃうよ？」

　すれ違いざまに、陽鞠がつぶやいた。







　朱音はリビングのソファにへたり込んだ。

　あれから授業も頭に入らず、どこを通って帰ってきたかも覚えていない。

　網膜に焼きついているのは、才人と陽鞠のキスの光景。早く忘れたいのに、心臓の深いところに突つき刺ささって消えてくれない。

　なぜ自分は泣いてしまったのかと、朱音は思い悩む。

　才人と陽鞠がなにをしようと、朱音が咎とがめることではないはずなのだ。才人と朱音は夢のために結婚して同居しているだけで、それ以外のことに関しては自由なのだから。陽鞠は朱音の大好きな親友だし、その陽鞠が幸せになれるなら応援してあげたい。

　でも……どうしても応援できない。

　おめでとう、と素直に祝福してあげることができない。これは、自分の心が歪ゆがんでいるせいなのだろうか。

「朱音？」

「は、はいっ!?」

　急に後ろから声をかけられ、朱音は驚いて振り返る。

　才人が黙って紙袋を差し出した。

「え……？　なにこれ？」

「その……おやつだ。なんか落ち込んでいるように見えたんでな。これでも食べて元気出してくれ」

　朱あか音ねが紙袋を開けると、中にはシュークリームが入っていた。ふっくらと焼き上げた皮にたっぷりのクリーム、大きな苺いちごが載っている。

　また、朱音の頬ほおに涙がこぼれた。

「ど、どうした!?　苦手だったか!?　苺系ならだいたい好きかと思ったんだが」

　慌てる才さい人と。

「ううん、苦手じゃないわ。大好きよ」

「じゃあ、なんで泣いて……」

「嬉うれしかっただけ」

　才人のちょっとした気遣いが、こんなにも嬉しい。胸の中が熱くなって、ほっぺたが焼けるようで、才人の姿が輝いて見える。

　そしてこの感覚は、初めてではない。卒業記念パーティのとき、朱音が才人に対して抱いた感覚と同じ。きっと、あれは……。

　才人がリビングから立ち去り、残された朱音は思考の海に沈む。

　──自分の気持ちを、ちゃんと整理しなきゃ。

　これ以上、考えることを拒否していてはいけない。意味も分からず泣いたり、混乱したり、苦しんだりするのは、もう嫌だ。

　なぜ、自分は高校に入学してから、才人に突っかかるようになったのか。

　それは、才人に覚えてもらえていなかったのが悔しかったからだ。報われなかった好意が恥ずかしくて、期待していた自分が許せなかった。

　ずっと学年一位だったのに他人に負けたのも悔しくて、絶対に才人に勝って見返したい、自分のことを認めさせたいと願うようになった。

　だが才人は朱音のことなんて眼中になかった。どんなに朱音が頑張って成績を上げても、彼は遥はるか高みから見下ろしていた。

　あらゆるところで相手にされていないのが伝わってきて、毎日のように才人にケンカを吹っ掛けた。敵意で好意を上書きし、いつしか二人は犬猿の仲になっていた。

　大嫌いに、なりたかった。

　大嫌いだと、言い聞かせていた。

　でも結局、自分を騙だまし続けることはできなかった。

　才人と結婚して長い時間を共に過ごすようになり、彼の優しさに触れるにつれ、眠っていた気持ちを抑えられなくなってしまったのだ。

　パーティで逢あったときの彼は美化した幻想だったけれど、学校で言い争っていたときの彼もまた、才人の一面でしかなかった。

　今の朱音は、才人のいろんな顔を知っている。

　彼は、朱あか音ねが思っていたよりもバカで、朱音が思っていたよりも頼もしくて、傲慢なのに気配りができて、ズボラなのに誠実だった。

　才さい人とに手料理を振る舞って笑顔を見るのが、楽しい。才人に感謝されるのが楽しい。二人で映画を観みて、買い物をして、一緒に寝て……そんな平凡な日常が楽しい。まだまだケンカは多いけれど、無視されるよりはずっといい。

　今なら、才人に対する自分の気持ちが分かる。

　陽ひ鞠まりに対して感じている気持ちも分かる。

　こんなものは呑のみ込こんでしまって、なにもなかったようなフリをするのが楽なのかもしれない。誰との関係も変わらず、穏やかに過ごせるのかもしれない。

　だけど、それは表面だけだ。朱音の胸の中は、いつまでも嵐に翻弄され続ける。ちゃんと白黒つけなければいけない。

「……このままじゃ、ダメ」

　朱音は涙を拭って顔を上げた。







　住宅街の公園に、子供の姿はない。

　夕暮れも近い時間だからなのか、それとも最近は外で遊ぶ子が少ないのか。

　芝生は寒々と擦り切れ、鉄棒に錆さびが浮き出している。乗る者のいないブランコは、風に虚むなしく揺られ、悲鳴のように軋きしんでいた。

「わー、懐かしいな～。この公園、小学生の頃よく一緒に遊んだよね～♪」

　公園にやって来た陽鞠が、両腕を広げて辺りを見回す。

「ねえ、朱音は覚えてる？　私がこっそり家から持ってきた雑誌、水たまりに落として泥まみれになって。慌てて水飲み場で洗おうとしたら、もっとぐちゃぐちゃになっちゃって。あのときは焦ったよね～」

　楽しそうに語っている親友だけれど。

「あの……陽鞠？　今日の用事は……」

「分かってるよ。昔みたいにここで遊ぶわけじゃないんだよね」

　陽鞠は笑顔で肩をすくめた。

　だが、その目はまったく笑っていない。こんな冷たい眼まな差ざしを陽鞠から向けられたのは初めてで、朱音はびくりとする。

　陽鞠は気づいているのだ。朱音が闘うために来たのだと。

　親友と争うのは、怖くてたまらない。陽鞠を失ってしまうのは堪えられない。しかし、ここで引き下がって誤ご魔ま化かし続けるわけにはいかない。

　朱音は小さく息を吸って、陽鞠を見み据すえた。

「才さい人とと、別れてくれないかしら」

　陽ひ鞠まりが目を点にした。

　軽く丸めた手を口元に添え、くすりと笑う。

「私、別に才人くんとは付き合ってないよ？」

「恋人のフリをするの、もうやめてほしいって言ってるの」

「私のこと、利用するだけ利用してポイするの？　ひどくない？」

「う……」

　今日の陽鞠は、いつになく好戦的だ。

「だって、おかしいわよ。演技だけのはずなのに、才人にべったりくっついて回ったり、放課後デートしたり、キ、キスまでするなんて……」

　口にするだけで、朱あか音ねは胸が締めつけられるように感じる。

「なんか写真撮られちゃってたね。朱音も見たんだ？」

「あんなの、もう偽装恋人じゃないわよね？　普通の恋人よね？　いくらなんでもやりすぎよ」

　陽鞠は顔を背ける。

「別によくない？　朱音には関係ないじゃん」

「か、関係あるわよ」

「どうして？　才人くんと朱音は、形だけの結婚なんでしょ？」

「でもっ……」

「理由を言ってくれないなら、やめないよ。またデートするし、キスもするし、もっと先のことだってするから」

「……っ」

　才人と陽鞠がそういうことをしている光景を想像してしまい、朱音は目眩めまいがした。

　そんなのは絶対に嫌だ。止めなければいけない。自分の気持ちをちゃんと陽鞠に伝えなければいけない。

「そ、それは……私はっ……」

　朱音は胸を押さえ、言葉を絞り出そうとする。心臓が破裂しそうなほど暴れて、呼吸をするのが苦しい。膝が震えて、まともに立っていられない。

　嫌いと言うのは、簡単なのに。

　この言葉は、こんなにも難しい。

　朱音は手を固く握り締め、消え入るような声で、告げる。

「才人のことが────好き、だから」

　言った途端、燃え盛る熱が体を襲った。

　恥ずかしくて、恥ずかしくて、頬ほおが焼ける。

　頭の中がぐるぐると回って、双そう眸ぼうに涙が滲にじんでくる。

　認めてしまった。ずっと誰にも明かさなかった、自分にすら隠していた想おもいを。

　そして、一度出してしまった言葉は、戻すことができない。

「……だから、なに？」

　陽ひ鞠まりがすっと目を細めた。

「な、なにって……」

「朱あか音ねは才さい人とくんとケンカばっかりしてたじゃん。才人くんのこと、大嫌いって言ってたじゃん」

「それは……そうだけど……」

「私は違う。私は一年のときから才人くんのことが好きだった。朱音の隣で、才人くんのことだけ見てた！　今さら出てこないでよ！　邪魔だから引っ込んでてよ！」

　初めて陽鞠から怒声を浴びせられ、朱音はカッとなる。

「邪魔なのはそっちよ！　私だって昔から好きだったわ！　十二歳のとき、パーティで才人に出で逢あって！　同じ高校に行けるのが楽しみだったの！」

「は……？　なにそれ、初耳なんだけど。どういうこと？」

「おばあちゃんが、北ほうじ条よう家の別荘のパーティに連れていってくれたのよ。うちのおばあちゃん、才人のおじいさんと仲が良かったから」

　陽鞠が拳を固める。

「ホント……朱音はずるいよね」

「ずるい……？　私が……？」

「おばあさんのお陰で才人くんと早く出逢えて、家の命令で結婚までさせてもらえて！　ずるいよ！　周りがそうやって手伝ってくれなきゃ、朱音なんて才人くんと普通におしゃべりもできないボッチじゃん！」

「なっ……！」

　痛いところを突かれ、朱音は頬ほおを燃やす。

「あんただって、八方美人すぎて気持ち悪いのよ！」

　陽鞠が眉を逆立てる。

「気持ち悪いって……愛想笑いもできない朱音よりマシだよ！」

「愛想笑いするくらいなら舌を噛かんで死ぬわ！　陽鞠の薄っぺらな笑顔、ウソだと才人にバレてないと思ってるの!?」

「バ、バレてないよ多分！　全然薄っぺらじゃないし！　きっちり演技できてるし！」

「だいたい、ずるいのは陽鞠の方よ！　偽装恋人を引き受けるとか言って、本当はそれを利用して才人を誘惑するつもりだったんでしょ！」

「当たり前じゃん」

　肩をそびやかす陽ひ鞠まり。

「なに開き直ってるの!?」

「気づくの遅いよ。そんなんだから友達にダンナ盗とられちゃうんだよ」

「[image: ][image: ][image: ][image: ]っ！」

　朱あか音ねは奥歯を噛かみ締しめた。

　こんなの、嫌だ。才さい人とからは手を引いてほしいけれど、そのために親友と怒りをぶつけ合うなんて。自分が傷つくのも、陽鞠が傷つくのを見るのも苦しい。

　朱音は泣きそうになりながら叫ぶ。

「バカバカバカ！　なんでよりにもよって同じ人を好きになるのよ！　陽鞠なら男なんてよりどりみどりでしょ！」

「それはこっちのセリフだよ！　私のほしいもの盗らないでよ！　朱音のバカ！」

「バカってなによ！」

「バカだからバカなんだよ！」

「私は陽鞠と違って成績いいわよ！」

「勉強できるだけのバカだよ！」

　鼻先を突き合わせて睨にらみ合あう。

　二人とも限界で、もはや小学生のようなケンカになってしまっている。朱音だけではなく、陽ひ鞠まりも涙目で震えている。
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　誰よりも幸せになってほしい人に、なぜ敵意を向けなければいけないのか。なぜ二人とも同じくらい幸せになることができないのか。

　陽鞠がうつむく。

「……ホントはさ。ずっと前から、朱あか音ねが才さい人とくんのこと好きだっていうのは知ってたんだよね」

「え……。い、いつから？」

「高校一年のときから。あんなに朱音が男の子に話しかけるなんて、それまでなかったもん。才人くんが休みの日は、どう見ても元気なかったし」

「そんなに……分かりやすかった……？」

　朱音は羞恥に身が灼やけるのを感じる。

「クラスのみんなの人気を取るのと同じように、誰も気づかないうちに才人くんを落とす方法も分かってた。才人くんの心の隙間、そこに潜り込む方法、彼がほしがっている言葉も、私は見えるから」

　そうだ、陽鞠は人の心を操ることにかけては、誰よりも巧うまい。

　小学校の頃、ある時点から、彼女は笑顔の仮面を被かぶるようになった。その華やかな美貌、優しげな雰囲気、細やかな気配りに、生徒たちが群がった。クラスのいじめられっ子は、クラスの支配者と化していた。

「じゃあ、なんで才人を落とさなかったのよ……」

「そんなやり方じゃ、誠実じゃないと思ったから」

「才人に対して？」

「才人くんもだけど、なによりも朱音に対して。いつの間にか私に才人くんを盗とられていたと気づいたら、朱音は一生後悔する。私のことを絶対許してくれないし、結婚式にも来てくれない。朱音との友情が壊れちゃう。それは……イヤだよ」

「陽鞠……」

　許す許さないの問題ではないけれど、一緒にいるのは苦しくなるだろう。相手のことを無条件で信じられなければ、親友を続けることはできない。

「もしかして……全部、そのためだったの？　私に才人への気持ちを気づかせるため、偽装恋人を引き受けたり、キスしたりしたの？」

　陽鞠は力なく首を横に振る。

「私、そんないい子じゃないよ？　これで朱音も気づいてくれるかなって思ってたけど、役得だとも思ってた。もうそろそろガマンの限界だし、チャンスがあったら才人くんをもらっちゃおうって考えてた」

「……ごめんなさい。二年もガマンさせて。私たちが親友じゃなかったら、そんなこと気にしなくて済んだのにね」

　そうしたら今頃、陽ひ鞠まりは才さい人とを手に入れ、幸せな学校生活を送っていたはずだ。たとえ朱あか音ねが正体不明の喪失感に苛さいなまれたとしても。

　暮れていく街を眺めながら、陽鞠がつぶやく。

「……好きになる人のことまで気が合うなんて、親友って大変だね」

「……ええ」

　小学校の頃から惹ひかれ合い、長い時間を過ごしてきた朱音と陽鞠。同じことで笑って、同じことで泣いて、姉妹のように寄り添ってきた。

　それほどまでに魂の波長が合う二人なら、同じ少年に好意を抱いてしまうのも避けられないことだったのかもしれない。

　朱音は疲れ果て、ベンチに腰を下ろす。後ろに陽鞠が腰掛け、背中をもたれさせてくる。伝わるのは、親友の呼吸、優しい熱。

　願わくば、争いたくはなかったけれど。

「私、朱音のことも、才人くんのことも、諦めたくないんだ」

「私もよ。親友は失いたくない。だけど、才人は渡せない」

　欲張りなのかもしれない。だが、夢は見なければ叶かなわない。

「どうするつもり？　私は手て強ごわいよ？」

　陽鞠が不敵に笑った。

「頑張るわ。陽鞠に追いつけるように、才人に好きになってもらえるように」

「もう、遠慮しないからね」

「手加減なんて失礼なことしたら、許さないわ」

　二人は背中を預け合って宣戦布告する。

　それは朱音と陽鞠にとって、初めてのケンカだった。
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「きゃ────!?」

　才さい人とがリビングに入ると、朝食を作っていた朱あか音ねが跳び上がった。

　怯おびえる野良猫のように、壁際まで素早く後退する。

「きゅ、急に入ってこないで！　ここは私の部屋よ!?」

「共有スペースだろ！　そんな驚くなんて、なにか悪いことでもしていたのか？」

　ついに毒入り料理のお出ましか、と才人は身構えた。

「別に悪いことはしていないわ。強いて言えばあんたの存在が、世界に悲しみを撒まき散ちらす悪よ！」

「それは言いすぎじゃないか？」

　決して自分が善人というわけではないが、魔王とも思えない才人である。とはいえ、魔王になれるものならなってみたい。

「まあいいや。おはよう」

「お、おは……」

　才人が朝の挨拶をすると、朱音は照れたように言いかける。

　だが直後。

「おはようなんて思ってないわー！」

　全力で否定した。

「遅いと思ってるのか。普通に目覚ましで起きたんだが」

「目覚ましで起きるのは意識の低い人間がやることよ！　百年遅いわ！」

「浦島太郎か。俺は世紀を超えたのか」

　今朝の朱音は様子がおかしい。普段から変なヤツだが、普段に増して暴走している。

　才人は朱音のおでこに手の平を当てた。

「……!?」

　雷に打たれたように固まる朱音。顔がみるみる紅潮していく。

「な、な、な、なに!?」

「熱でもあるかと思ったんだが……やっぱり熱いな」

「それはあんたが触るからでしょ────!!」

　朱音は思いっきり才人を突き飛ばした。

「風邪を引いているなら、病院に行こう。俺が抱えて運ぶ」

「今そんなことされたらショック死するから！」

「重症だな……だとしたら一刻を争う。無理やりにでも連れて行く」

　才さい人とは駆け寄って朱あか音ねを抱き上げようとする。

　朱音は逃れようとじたばたもがく。

「やーめーてー！　なんなのあんたは今日に限って!?　陽ひ鞠まりからなにか聞いたの!?」

「なにかってなんだ？」

「そ、それはっ……私がっ……あんたをっ……」

「殺そうとしていることか!?」

　才人は即座に朱音から離れ、テーブルの向こう側まで撤退した。自分の命を守れるのは自分だけだ。いざというとき、誰も才人を守ってはくれない。

「違うわよ！　私があんたを殺すなんてあり得ないでしょ!?」

「九十五パー……、いや九十九パーセントくらいの確率であり得る」

「高すぎ！　私のことなんだと思ってるの!?」

「邪神かな……」

「イメージ悪すぎない!?」

　朱音はちょっと涙目だ。

「殺害計画じゃないとしたら、俺がなにを陽鞠から聞いたと疑っているんだ？」

「そ、それはっ……知らないわ！　調子に乗らないで！」

「まったく乗っていないが」

　増長するどころか、むしろ才人は萎縮している。朝っぱらから我が家の状況と同居人の心境が掴つかめず、どうしたら生き残れるか戸惑っている。

　生きたい。死にたくない。今夜も朱音の手料理を食べさせていただきたい。できればステーキが好ましい。そんな感情だ。

「今日の朝メシはなんだ？」

「ん！」

　朱音が指差す先には、皿に載ったパセリ。付け合わせではない。束の丸ごとパセリのみである。野生の王国である。

「カップ麺よりシンプルになっているな」

「あんたには、そのくらいがお似合いよ！　文句ある!?」

「文句はない」

　才人はドレッシング皆無のパセリをもっしゃもっしゃと食べた。これが人生の苦味だと噛かみ締しめながら、豊富な栄養分を舌の全体で吸収する。

「待って、本気にしないで！　ごはんはちゃんと美お味いしいの作るから！」

「大丈夫だ。朱音の気持ちはよく分かった……悪意がビンビンに伝わってくるぜ！」

「そんなんじゃないから──!!」

　朱音は才人の口からパセリの束を引きずり出した。







　学校の中庭で、才さい人とは苦悩する。

「朱あか音ねがいつもより攻撃的だ……。俺はなにか朱音を怒らせるようなことをしたのか……？」

「おにーちゃんがひまりんとちゅーしたから怒ってるんだよ！　アタシも怒ってるよ！　今すぐアタシにもして！」

　飛びかかってくる真ま帆ほから、身をかわす才人。しかし回り込まれ、背中にしがみつかれる。振り落とそうとしても離れない。

「……兄あにくんのファーストキスは、陽ひ鞠まりじゃないけど」

「ん……？　どういうことだ？」

「なんでもない」

「めちゃくちゃ気になるんだが!?　詳しく説明してもらえるか!?」

「それは私もすっごい気になるよ!?　説明して!?」

　才人と陽鞠が糸し青せいに詰め寄る。

「分かった。人類の起源から順を追って説明する」

「何万年かかるんだ!?」

　できればダイジェストでお願いしたい才人。

「そもそも、この世界の成り立ちは、神々が大いなる力と共に混こん沌とんの闇に降臨したことから始まる……」

　糸青は本気で世界創造の神話から始めるつもりだ。才人はぞっとした。

　陽鞠が肩をすくめる。

「別に朱音は、怒ってるわけじゃないと思うけどね」

「そうなのか？　だとしたら、なにが起きているんだ……？」

　元から朱音の心は理解しづらいが、今日はさらに動きが読めない。早急に分析を進めなければ才人の命に関わる。

「そんなことより、放課後またデートしない？　キスよりもっと恋人らしいこと、した方がいいと思うんだよね」

「キスより恋人らしいこととは……？」

「それはデートしてからのお楽しみ。私たちが付き合ってること、クラスのみんなにしっかりアピールしないと。ね、いいでしょ？」

　陽鞠が才人に腕を絡め、上目遣いで見てくる。今日は陽鞠の様子もおかしい。常に増して積極的になっている。

「ひ～ま～り～！」

　そこへ、校舎の方から朱あか音ねがやって来た。肩を逆立てて地面を踏み鳴らし、全身から燃え盛る紅ぐ蓮れんのオーラが噴き出している。

　陽ひ鞠まりが才さい人との腕にしがみついたまま首を傾かしげる。

「どうしたの？」

「どうしたのじゃないわよ！　話があるから、こっちに来て！」

「後でいいかな？　今、才人くんを誘惑するので忙しいから」

「こんな昼間から学校で誘惑してるんじゃないわよ！　はしたないわ！」

「昼間じゃなかったらいいんだよね？　じゃあ、夜に誘惑するね！」

「そっちの方が百倍はしたないわー！　今すぐ離れなさい！」

　全力で陽鞠を引っ張る朱音。

　なにがなんでも才人から離れようとしない陽鞠。

　朱音と陽鞠のあいだで、バチバチと火花が散っている。

　恋人のように仲睦むつまじい二人が争っているのを初めて見る才人だが、なぜか前より距離が縮まっている感じがする。親友同士なのにどこか他人行儀なところがあった朱音と陽鞠に、遠慮がなくなっている。やはり異常事態が起きているのだ。

　才人は危機感に駆られて朱音に歩み寄る。

「俺が悪いことをしたのなら謝る。ちょっと話し合おう」

「近づかないで！」

　朱音は飛とび退のいた。

「そこまで嫌がるか!?　俺がなにをしたって言うんだ！」

　才人は多大なダメージを受ける。平穏な生活のため、最近は頑張って朱音との関係を改善していたはずなのに、この結果。すべてが水の泡である。

「数え切れないほどいろんなことよ……全部あんたが悪いのよ……」

「だから説明しろ！　じゃなきゃ改善もできない！」

「イヤよ！　絶対に説明してあげない！」

　朱音は腕組みしてそっぽを向く。

　元から頑固な少女、こうなってしまったら口を割らせるのは不可能だ。どうしたら良いのかと才人は頭を抱える。

「あんたのこと、大嫌いよ。……大嫌いなんだから」

　朱音は頬ほおを真っ赤に染めてささやいた。





あとがき







　ケンカするほど仲が良い、という言葉があります。

　できれば争いはないのが楽ですが、人間同士が一定距離からさらに踏み込もうとしたとき、その過程としてケンカが発生します。

　異なる価値観がぶつかり合ったり、相手の間違っているところを指摘したり、自分が不愉快に感じていることを表現したり。長く付き合うために必要な情報交換や交渉が、感情を伴うことでケンカになります。

　それは、相手と真剣に向き合う行為。相手のことを大切に思っているからこそ、許せないことも出てくるし、互いを理解するため意見を戦わせる必要があります。

　そういう意味で、いつもケンカばかりの才さい人とと朱あか音ねは、誰よりも互いを見つめ、真剣に向き合っていると言えるのかもしれません。




　この本をお届けするにあたって、ご支援くださった皆様に深く感謝申し上げます。

　担当編集のＫ様、Ｎ様、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。仕事部屋にクラ婚のグッズがどんどん増えていって、嬉うれしい悲鳴を上げている今日この頃です。

　イラストレーターの成なる海み七なな海み先生。天てん真しん爛らん漫まんな陽ひ鞠まりのイラストに心臓をぶち抜かれました。本編では違う一面も見えていましたが、守りたい、その笑顔。

　漫画家のもすこんぶ先生。コミック二巻の作業がお忙しい中、小説の方にも漫画を描いてくださってありがとうございます。猫朱音も猫陽鞠も可愛かわいすぎて選びづらい！

　本書を手に取ってくださった、読者の皆様。朱音がここまで成長できたのは、皆様の応援のお陰です。本当にありがとうございます。




　今回、朱音は改めて陽鞠と向き合いました。そして、自分の気持ちとも。

　表面は強気な朱音ですが、根本的に臆病なところのある彼女にとって、それは非常に勇気の要る行為だったはずです。

　ようやく自分の気持ちを理解した朱音が、これから才人との暮らしをどうやって過ごしていくのか。才人に対する態度は、どう変化していくのか。

　大きな転換点を迎えた物語の行方を、今後も見守っていただけますと幸いです。





　　真夏のような春に




二〇二二年四月十六日　　天あま乃の聖せい樹じゆ　　　　　







電子書籍特典　書き下ろし短編

『妹妹デート』





　放課後になるや否や、真帆は糸青のいる３年Ａ組の教室に飛んでいった。

「しーちゃん！　デートの時間だよ！　どこ行く!?　もう最初からアタシの部屋に来ちゃう!?　そしてアタシのお人形になっちゃう!?」

　むしゃぶりつく真帆を、糸青が手の平で押しとどめる。

「シセは行きたいところがある。ついてきて」

「行く行くっ！　しーちゃんの希望なら、どんな恥ずかしいところでも行っちゃう！」

　真帆は意気込むが。

　糸青に連れて行かれたのは、『世界の肉食べ放題フェア』会場だった。

　巨大なフロアに長いテーブルが並び、皿に料理が山盛りされている。

　分厚い牛ステーキ、豚足、豚の頭丸ごと、チキンに羊、馬に鹿。

　よく分からない鳥類が唐揚げにされてバスケットに詰まっており、何類かも分からない生物の肉が大きなガラス瓶の中で回転している。

　肉、肉、肉に満ち溢れた空間。ハンバーガーが大好きな真帆も、この肉度の高さには圧倒される。

「わぁ……すごいおなかいっぱいになれそう……」

「これが終わったら、次はラーメン食べ放題に行く」

「んっ……？　今日行くわけじゃないよね？」

「今日行く」

　平然と告げる糸青。

「食べ放題の二連続はさすがに無理じゃない!?」

「二連続じゃない。ラーメン食べ放題の店の後、ピザ食べ放題とカレー食べ放題と焼きソバ食べ放題と枝豆食べ放題にも行く」

「アタシ死ぬの!?」

「シセとデートするつもりなら、このくらいはついてこられないと困る。真帆ならできると思ったんだけど、買いかぶりすぎだった？」

　糸青が小首を傾げる。

「うぐぐ……」

　これは糸青からの挑戦だ。負けたらデート中止もあり得る。

「分かったよ！　百キロでも二百キロでも持ってきて！　全部食べてみせるから！」

　真帆はげんこつを握り締めて言い放った。


















クラスの大嫌いな女子と結婚することになった。５
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